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刊行のことば

　国立國語研究所では，昭秘9年度から同51年度にかけて，「『各地方言資料の収集および文字化s

のための研究」という題目の下に，全国各地で方書による談話を録音し，その文字化（標準語訳

・注つき）を行った。この研究は，急速に失われつつある方書を現時点で録音・文字化し，国語

研究の基本的資料とすることを目的としており，当研究所地方研究貫の協力を得て実施された。

　その成果は，機を得て，順次刊行する予定であり，昨年度には，その第一集として，「方書談話

資料（1ト山形・群馬・長野一』を刊行した。今回は，その第二集として，本書を刊行する。

　本書に収めた録音・文字化資料は，もっぱら，後藤和彦（奈良県担当），土居重俊（高知県担当），

愛宕八郎康隆（長隣漿担当）の三氏の尽力によるものである。また，話者もしくは司会者として，

後木弘，泉谷正彦，東ふで子，大野寿男，深瀬政晴（以上奈良県），田島正実，高橋秀子，森田多

賀恵（以上高知県），竹中ユエ，尾上サミ，山崎政：右衛門，溝口誠治，平尾美和子（以上長崎県）

の各翫の協力を得たほか，現地教育委員会や有志の助力があった。記して深く感謝の意を表する。

E召琴…054年3月

国立国語研究所長 林 大

一3一



方言談話資料作成のための担当者

研究部第一研究室

，大阪大学教授）　佐　藤　亮　一（室長）　真　田　信　治（研究貫）

翼）　由　沢　宏　枝（研究補助貰）
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白沢宏枝沢木幹栄真田信治佐藤亮一飯豊毅一

収録・文字化担当者（協力者）

長崎…愛宕八郎康隆高知…土居重俊奈良…後　藤　和　彦
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ま　え　が　き

　研究の経過

　この研究は，昭和49年度から岡51年度にかけて行った。

　昭和49年度は準備二二とし，全国47都道府県で各種の実験的録音・文宇化を行い，その結果に

基づいて，次年度以降の計画を立案した。

　50年度は，金国的視野のもとに重点地域を定め，23の府県から各1地点を選定して，老年層の

男性と同女性との対話，もしくは，男女を含む老年層話者3入の会話を録音し，文字化すること

とした。

　録音・文字化を実施した府県は次の通りである。

　青禽岩手，高山山形，群馬，千葉，新潟，石1晴福井，長野，静岡，愛知，京都，奈良，

鳥取，島根，広島，愛媛，高知，長崎，宮崎，鹿児醗沖縄

　51年度は収録地点を4地点減らし（＊印の県を割愛した〉，19の府県について，原則として50年度

と同一の地点で，（a）目上・目下の関係にある老年層の男性2人による対話，（b）老年層の男性

と若年層の男性との対話，もしくは，両者を含む3人の話者の会話，（c）場面設定の会話，の3

項目についての録音・文字化を行い，なお，このほかに収録可能な地域では，付録として，罠話

の収録・文字化も実施することとした。（c）については，「品物を借りる∫（旅行などに）誘う」「新

築の祝いを述べる」「隣家の主人の所在をたずねる」「けんかをする」「道で知人に会う∫道で目上の

知人に会う∫うわさ話をする」の八二颪を，全地点共通の場面として設定した。

　以上の録音・文字化資料は，すべて国立国語二二所で整理し，保管しているが，当研究所では，

このうち，50・51両年度分について逐次刊行していく予定である。今圏は，50年度に収録・文宇

化を行った老年層話者による談話資料のうち，「奈良県吉野郡十津川三三知合・谷垣内」「高知県南

国市岡豊町滝本」「長崎渠西彼杵郡琴海町尾戸郷小口」の3地点分について，オフセットにより複

製印行する。

　詣者の条件

　話者には次の条件の人を選ぶこととした。

　1．老年層話者による談話（50年度）

　その土地で生まれ育ち，よその土地に住んだことのない，あるいは，その期間が比較的短い入

で，田常の生活ではもっぱら方書を用い，また，録音機を前にしても方書色豊かなおしゃべりが

可能な人。したがって，よその土地から嫁入り，婿入りした人は採らない。ただし，女性につい

ては，他に適当な人が得られないときには，近隣地から嫁入りした入でも，収録地点との闘に大

きな方言の違いが認められない場合は可とする。話巻の年齢は，原則として収録時において60歳
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以上とし，やむをえないときは，55歳以上も可とする。発音その他の障害がなければ，高齢者で

も差し支えないが，話者相互の年齢が離れすぎるのは好ましくない。また，話者相互の地位・身

分関係も，ほぼ対等であることを原則とする。

　2。自記・目下の関係にある老年層の男性2人による対話（51年度）

　話者の年齢は上記1に準ずる。この項は，改まつ’た表現や種々の敬語形式などを得ることをね

らって設定したものであり，対話の具体的な人物像として，たとえば，旧地主階層の人物対1嗣・

作階層の人物，僧侶対その壇家にあたる入物，その土地出身の教員（校長など）対その土地の一

般的職業（農業・漁業など）に従事している入物などを候補として示したが，地域の事情もある

と思われるので，この点は各地の担当者（地方研究貝）に一一任した。なお，闘上にあたる人物と

して，在外素謡の比較的長い人物を登場させなくてはならない場合もあると考えられるので，窟

外歴に厳しい条件はつけないことにした。

　3．老年層男性と若年層男性との談話（51年度）

　老年層については原則として60歳以上，若年層については原則として20～30歳台とする。話者

相互の地位・身分関係は，ほぼ対等であることが望ましい。職業は老若ともにその土地における

一般的なものであること。在外歴については1に準ずる。

　4．場面設定の会話（51年度）

　上記1に準ずる条件を備えた老年層の男女に，場衝に応じて，種々の演技的対話をしてもらっ

た。

　5．民話

　特に条件はつけず，その土地で生まれ育った民話の語り手であれば可とした。

　聞会者

　主たる話者のほかに，話の引き出し役としての司会者が同席することとした。司会者はこの研

究の主雷を理解し，かつ，司会役としての能力を有する地元方讐の話し手が望ましい。司会者の

年齢・居住三等に，特に条件はつけなかった。

　録音量。文字化量

　50年度・51年度ともに各項60分程度の録音量（51年度については，各項自平均20分，合計60分

程度）について文字化を行うこととした。また，内容の豊かな文字化資料を得るために，文字化

すべき録音量の数倍を録音し，その中から適切な部分（話がとぎれず，しかも留書が特定の話者

にかたよっていないこと。話の流れ，話題の展開が自然であること，など）を選択して文字化す

ることとした。

　文掌化原稿の作成。表記

1．将来のオフセットによる複製印行に備えて，一定の様式の文字化用紙を作成し，担当地方研

　究畏に配布した。
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2　文字化は原則として表音的カタカナ表記によることとした。これは，利用者の便宜，文字化

作業の能率などを考慮してのことである。ただし，対象とする方書の性格によって，カナ表記

では特殊な字母を多数必要とし，かえって煩雑になると判断される場合は，国際音声字母によ

　る表記も可とした。なお，それぞれのカナで表わす具体的音声の範囲・内容については，各捌

当者が「解説」の中で説明することとした。

3　アクセント，文末イントネーションの記述の有無は，その表記法を含めて擾当者の判断にま

　かせた。

4．聴き取りが困難な箇所や，書いよどみ，言い重なり，言い直し，笑い声などについては，こ

れらを一定の符号で表わすことにした（凡例参照）。

　文字化には，標準語訳，および，場薦，文脈，特微的音声，方言形の意味・用法などについ

ての注をつけることとした。なお，標準語訳はあくまでも内容理解のための季がかりの一つと

考え，訳が問題となるような箇所については，できるだけ詳しい注をつけることを担当者に求

めた。

　収録方欝。衰詑・収録内容についての解説

　文字化原稿とは別に，収録方書・表記・収録内容についての解説を担当者に求めた。解説には，

原則として次の事項を記すこととした。

　A．収録地点とその方響について

　　i。地点名

　　2．収録地点の概観（位置・交通・地勢・行政区画の変動・戸数・人口・主な産業など）

　　3．収録した方書の特色

　　　①方奮区画上の位置・隣接諸方書との関係

　　　②音声・音韻上の特色

　　　③文法上の特色

　B．表記について

　　　それぞれの符号（カナ・音声符号）で表わす具体音声の範囲，特殊な表記についての説明

　　など。

　C．収録内容の概説

1．タイトル

2，釜張音年月日

3．録音場所

4．話し手の氏名・性・生年・職歴・役職歴・居住歴・書語的特徴など

5．録音環境（問席者・話の進行状況・場の雰囲気など）
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凡 例

1．場面，文脈，特徴的音声，方書形の意味・用法などについての注は各章の末尾にまとめて記

　し，該当箇所を本文のそれぞれの位置に番号（かっこつき）で示した。

2．発雷や録音が不明瞭なため聴き取りが困難な箇所には　　　線をつけた。

例　モ　コッチナ　アノ　（29ページ1段）

3．最終的に聴き取り不能の箇所には　　　線のみを記した。　　　1

4．言いよどみは，その末尾に………線をつけた。

5．複数の発言が重複した場合には，重複部分に　　　線をつけた。

例　K　ソレ　ユーノワノー　（Aウレナンダ　Bウレナンダ）血

　　　　（52ページ6段）

6．言いかけて，それを讐いなおした場合には，書いかけた部分に。、、．、×。をつけた。

例　タカ　タカタキカ　ドッカ　イトル。（58ページ9段）
　　X×X＞く×

7．笑い声，咳ばらいなどは，（笑），（咳）のように示した。

8．同席者の短い楽書や突然の訪問者のことばなどは文字化していない場合がある。その際や，

録音テープを編集して談話内容の一部を削除した際には，該当箇所に・の符号をつけた。
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　　　　　よし　の　　　　と　つ　かわ　　　な　ち　あい　　　たにがい　と

1．奈良県吉野郡十津川村那知合・谷垣内

彦和藤収録・文字化担当者後



A　収舞千島、vそza方多1：1）いて

1　毘、牽、，fa ・豪良県＄野脚ナ津円村即知・令・A垣内

　2　収録蝉点、の爬擁見

η位置　　ヤ津、・’赫ロ．奈良率・最南部垂て位置する全回的rNもめずらい・

幽である．オ寸繭蜘諌緬∬・33・南蜘眺緯33・s2・・b端iX　・・Pt4　34V

タ3／，豪西の距離感64、ノ3ken楽聖の＄E離llt／02、■ZkPtであ’1、村閏面積の

S6ヲ、ク7〃k　PtZ／1奈良県瑠忽面積のノ9、／％バあたう。

2）地勢　　HRju　4ヲ年度F奈哀与奪尊覧巴只よれ’マ．　B召和ダS努1ミA　・1る十

う宇、・t村の耕多也面積は

　　　　　、おノoSAa　　　畑〃3La　　　　樹囚タ2Aa

のku＜きtOめて僅ヴであう。この点からも推知さacるよう11　，全同工林．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夢
採MAわ承，地勢はいkって険胆であbと畜。てよ・・。ム魍2纏1。て替

Y
i
央部Mナ序，りが’南流すう，

3）交通　　11・が・て吏遇の剃輪函く、6」βの幹線であ5回道ノざ略

禾承‘な，　ようやくノ9SS　9（詔和34）与弓く適帰ltc．　そ淑慧で1ま長く，月産宮t

の閉K設けら点バフ・ワ〈ぐう真昼ヵN“村島の交遠の役汽立ってい八（役出のナ

搾1・｝村史＄各年表2参照tて・・rx《・き1ミい），

4）行鼠屡々　赫肉ぼ76　・・1分ウ脈れでい・t・　＃顧てイk’ik客μ初鋭

れΣ柔す。たt〈“｛、今Mの報岩’文直篠関俸の爆・・四面aた・’アぼ夫｛窒名を

全部う’lga・すうミx’Kする　（次へ8一ジ）。

　この＄’分は明躍23耳）て才うしわが・1恩うのであh。寸なわち，IWナ薄i’1郷砿

その広火亡IRよ。マ明シ2・2Q午il・一a、化ナシ判村（現牌予村め孝輌・・f

凪フ，十シ事1り花1鉛桝（裾二村巴〉，中う嚇》豹り村（多見多村E），豪ナ潔vl

お（環牽x），南ナ》鴨り村（3fi　v7村a）、面ttS　1・1村（堀th，，I　Lyt）の∠

柚・今立之赫が。同年編、せ・・いわゆうナ劇・大・ト災が想！・影

磐k8えた。P月ラ台23与｝く6村」tふk穴び’穐含N．現在の々esぎ一尉Mな，
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　村，（ほ村展，区1父k鰺吾，；〈～タ1てiぼ翼イヤが置：・多・tJ’t，各一憂がそ’邦？・　Pt　Pt
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　ここで・ナシPt”），＄t民の7村の地域il聞すb竜・識六ついて揖多乙1てk～六・・

v周・㍉。

　ナ寧、・1材夙Pt闇｝てi’［，申野赫々よ一野地を・五条方面1て亘x％北e玄閃aノ

餌梅寒期霧棺緬樋、・涌・宿駅・uて，伽bレ州マ鴛彫
れイ鮪が強し＞，更・調荊・幡えt・3，・，三趣螺あrc　n　le　・2・して，

村のik　tしを意識すもイ璽向が5鉱いようであ5。！eS　a、ナ計り高距（四・村高

込・k）m伽歌山県から礎営者渉一、棚ぴd立条高枝への亘営勧・“，

そ勘蝋がr；　多いとeうことでth　5．　Gくから口乞全体ヒ1てf訂表

6、如く孝ケ宮・fa条オ面と虚聞「上諭い交う歩Σ・持つマい八ようであb。

ナ’》事ltjの産1物 ／2s4　4（乎政4奔）

品　　名 規　格 単　価 出産織教． 備　考

杉材　重蘭 2－3磁舛ウ∠蝦 尺〆　　銀！ρタ 尺〆　　躍タ3苓 新喜塔価旛

一曳 〃　8字一ベコ尺 ‘’

@　　3鯵 85ダ。肇 レ

松凝　　並 ρ　舛～〃尺 ・’　　　　ノ9参 ！323第 ご’

良 、’　タサ心魂尺 ・・　　　　　33参 〃⑳湊 ‘’

聾材並 ご’ @鐸’》β尺 “　　　　　／8参 簗9£oま 18

槌 ’・@舞哩2尺 ・，　　　　5吻 ／エρ岬承 、曜

蓉鬼 ノ丸　　偲催夢 鋸ノ鍵
置。
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三島鮫飾碑，・頃史船昇表を冠註で・敢κぎたの．全体白夕
（ミ随時卿ジのイ駒であり，￥の馴マ・結禦師中で献謬か、リ上

和種．3・，ミ・ようτ£人望減ヅの狸由・d，今飼の録音資料の中でる訪ら

il’L　1　vふようし：，産葉の乏い，主凌楚である林業⑦労働の激：lt，生

搬上。貧因，も脈対す面心の＃4＞k　rk・のあこがPtが挙デ％1れb・

林業夜鳥看の乎殉与齢1葱4s一ダ〆才？tK一一〃才9£聞・ゾで。

　玖上．のよう砿、くσ萩少のぽか、ナ搾寸恩K9ヴδ詐・努の主．r∫吏動とt

マ。次の二つが拳げらtn　s、募一K，劇直！eg隔心の閑逸1（伴・て，入

場客を重ぺir　l　llas乏ん糎の入免込辱ゲ増瓦マ？六，詔和50・チ2月ノ・t・n
　　　　　　ざロ
r．ta，乎面一瀞議了蘭i走ろバ入路棉右記通k、冷役，訪M者・a増kこ

そす四病・｝‘まtご工い｛のと男・わ孤る。第二氏，同いく国道，ノ68ず綜の閑

通を契機日て，村衛にA・禍旭域的格差が新プ（ア沸弓葱ヒ17誕識ず承
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　ノノ5よう・a　ra，貧r・・．警囎・衡易・飾便局・肺森・・榊励でts・9・・　tプ・，

」　・k　・：lt　／K8・罫齢鰹補のぐ・7・1　th・r・罵ヤ’t’・一　・・”：〔て猷のこ・・　・・　8〈

微｛ていb3う民，出島無蒼の在控着11；便函求あて幹：潔の疋bナ淳，・1べ

｛，R壕＆＄多サ，やの縄果，義務・教奪施設（の、・・x琴教）の貌合が畑違f

敵，そ1てEYJ　C：信証施設の親合が僻ウ拙a過疎イtS　1俘やめ～tいう堀象si

惹起して・穿’扇くヱっていも、

　　　　　　　　　　　　　　フ　にンづヅタレのくら（k二化　　ん趨ん卑’Z文謝・費9が闇梗｛れて攻東，・・ipぽ誉枚教

叡ナレ朝村・欄伽鋸・・．う・・，三面囎qτ計う・檸揖て・期観く

｛し曲技縮・全グ恵み，碗在で・ズ全君て・・ト’学授9，咳肇担存が置b・れでいる。

え武’禽4卑ゑナ岬1・1高按zlて引縦tV脈て、・＄。

　宗考気4，廃イムigMf．．　x契機ヒtて　全材大ネdi教であム、
　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　硬案施設はいなって乏1〈　回忌でえ毛　上野塩・勃『立一・学影画タト1致
　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

謁和2ナ犀Rやっと普二叉1〈．

潮脚嫁，逸膨大鯛一同・ミ殴瀞許酵e。
のお判柚噛・禍熔騨契・含・谷逗侭　冷戴録音賓料を蒐壌冒宝
稗麺合・券垣佑磁，ナシ窒・・1桝画有邑K所属寸δ二つのたタであδ（tl　6

t“E　・〉’・・3心惑τい・）。こdi二つめた3・で・わr・，て・ee音　eす鼠ヒ代つ

いて、最初危慎も患いfてが¢，ン欠の鏑点がら、A・　［lil、℃oす｝去xとbぐと

　　　　　　　　　　　　　　　一！6～



’て｛rて。

　　のこの二つの大引は拍呼の手沢あ渉，

　　の《神feかヒ1〈寸｝、

　　ノ・）那掴含・平角亘内の｝弗確ど宅｛マ糊群拙含・、・誉殺（現在、窟平，喬、、・学

　　　枝t勺統合）｝先導．う。

　　二）董くから両：た守口も導肇の貿物を坑神（・‘｝崎神社）わでの店で密

　　　鼓・《ていti．っ慧・ノ，刃P炉／禽・昏璽沸■逆t噛τ一斬の中il；1か禽

　　　く，比巌洞ン（でtx留物iづ乎6‘て下。てい六（現在tl超di震雫la〈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　すべての貿物を零谷で脅うようにアa。ていも）。

　　よ〉・全面で％di　k・り轟戚・〈点在寸5三つPt大字，っaリ，ム、6’浴坂

　　　内観知合縁鰍Uて垣内ヒ言う（んρ引伸ぐh・ら彰毅燭
　　　わ・6ヂ昼‘〈出向くnrぐつた。｝司ヒ項内で6碑知△’唇唾内ヒ山弓

　　　ヒ・慾試すべ憾葱があきよ煽て憩う）。

以上殖から琳頭ト・呑玉内・こうの夫伊野一生堆協同体ヒ著えて（

こ・ほ漉緒遡縁甚戸・盆賄｝・謁か婦慰・で』・鮎）〆勢
囚の調一査対象略、ゑkした、

　二・津野9“ムからas寺霧91⇔峯．て納4　kUt登｝と1・1碕神社（6垣内）民重

〉．　》こ。・らta山豚lzへ・■・・9つくぶうに髪て．E．在すふ抑麺・合一の焼差t）剋

11t・。一・2　Bt　s　I　J，　tw　k」わをの、醐戸知倉・｝・蝉枝舎｛養魯嶋ヒ気て。い慧、誉

蚕粟。朴・笈・維卸町堵rzヒE騒｛k一生東ヒ1マいき人か・・との豪塚1ぞ，　こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミゑウメンこ’」カ・って4谷一‘at争一谷軍内一噌蘇・A・ヒ来て朗隈趣1・〕・森6財裂
　　　　　ア
瑠町左偲）へtxけふ主琢は道す1‘’であ。た・κか僕嶋著も1躍、轡多

・り幹魏・叶劇ベソκ酌’お・吸んぞ喫翫でび「k　13r・，巨細も・・

遠し4：：舞人．m7．婁k獄、汽．ノ0与ほ乞・崩代紳知日を・潔tiσ・疋．鯛ベスが遜．う

よう・笥・マ理知・菱・て・’翫臥煙仙砥細鱗・中砂・・肩鎖・，

炉ナ坤い随　（冷按国教宵専凝な）採轟ミ碁マい》戸数騨知合沿メ　峯亙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
由29戸〃当・努鳳の調べで1翻ア《・含〃A，谷垣内2／戸K戚少1ア・・rr。

尉）ず埣”け才史酪与表　　ナ》郭弓言ずρ椎塗多を知、ための一助・てと考え，こ

こiC　M史略㍉表を綺寸〉こヒ‘て（プ〈，　Y〈tl『多艮ア瓦ξ庵ナ璋・サ∫わklrr

＃Ptネす十穿い｝s4寸禽“耳表を考一薫し遡4ヤΣ申’x＞’・1く編／し1ぐ。
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rレ轟κ薪打覆場閥毅

手紬、く動便層図鑑

鋒・漆寓閉κ電落闇毅

竪襟・縦樋争τフ。”へ。ラ蔀ゆ慶航閲瑚

侮更ぬヴ1哩ハ”ス閉亀

ナξ頻繁寮留切齪

kSllSstg望1・’ハ暢λ蜜ノ》汽．

量’ノ∫麹才ベス朗朗nt

ゴと∫鑓茅2坂移葎・蔚・γ討の蓬設．

綱要zソベス豫1λ醜

フ」’ラジ・レぎへ孝多屍

山畷遷z’〈ス乗入拠

噛癖耀F斗ラン｝ン・移晟

s多砂働zツ畝燐みれ

〃iM　9ZツN”ス重入Pt

、礁粥4鰍欝誤断轟

欄2麻歩脚離州称鶴移轟．．．

榊’磁燈鋸紅三、1皿1’「、．＿．、＿、

瞭か弓蠣癖鷹丁丁ゴt　tt　tt∵．∵…t
．’tt

Sk層
琴蓄

19夘
　　鑓鳩8

！ヲs8

　　　33

！ウ塁　3タ

19Ko
　　　妙
te52

　　　B7
／9SK

　　　3e
／％夕

　　　馨ρ

ノタ66

　　　ptt

／96ク

　　　タz

／ggp

　　　es3

！％タ

　　　gg
／ラクP

　　　褒全

tタ71
Ki

19クタ

　　　Se

蓼 項

犬水勉職壼風ノ3号

乎谷鞭ツ・笑蒙入敬

が郵蓉β屍擢盆．

劇踵！6鍔線彦三三伽紅夢解

鰯ター4・aai一　＝糊・勉本坤麟

：　；9get　g’A　grk’

弊乏統窃・幽画曜廓面喀｛冴・，二嚇’，・欄設

崇枝勇舩’cXVj£gSSi・．＄斧’・，舩≠紹誕

参離’r幽之鰐糟4㌔よ野メだヂ麟駿

夢授劔’tt‘’夢〃’7㌔’源タ鰯芝

ル葎蓼ノ；　Nfrκデκ・摺矯敵毅

重璽κナ潔‘厚淋養費炉クー朋設

馨続齢メソε君’♪・．1蚤’1’写鷲・’・．迎あ’ワ〃’翻芝

七議勇葉昆4季蛾4瞬⑦小拶校へ

鴫礎痴ス和激ψ施’磯槻へ

鯉糊醐設．姻’：ナ翻電麹醐画趣

絡・瀞顧8くハ験劔通
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　3　ザス舞くず二方1診め特乞

ノ）音韻

　の毛一つ表

ワ　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
マ
　
マ
　
ヤ
　
ア

ヤ
　
　
ヒ
　
キ
　
リ
ヤ
　
婦
ヤ
　
、
ン
　
　
ジ
　
　
ん
ア

　
ヨ
　
お
　
ヨ
　
あ
　
む
　
ヲ
　
ぢ

ヨ
ヒ
キ
ギ
ギ
シ
ゾ
・
†

　
ユ
仙
ユ
ユ
ユ
島
ユ

ユ
　
ヒ
　
　
上
ヤ
　
ギ
　
ギ
　
シ
　
W
ン
　
・
†

　
　
　
ロ
　
　
　
ジ
　
　
　
　
　
も

イ
　
　
ヒ
　
キ
ー
　
ギ
　
キ
・
　
シ
　
、
シ
　
チ

　
　
　
、
　
　
　
4

　
　
　
、
　
　
　
ρ
　
　
　
　
　

静

　
　
　
も
　
　
　
ρ
　
　
　
　
　
、

ウ
フ
ク
グ
妙
ス
ズ
ツ

ノ
　
2
　
3
　
ダ
　♪
　
ノ
ρ
　
ク
　
9

∫
ヘ
ケ
ゲ
ゲ
ゼ
せ
テ
デ
ネ
レ
ヘ
ベ
メ

ァ
ハ
カ
ガ
カ
サ
サ
タ
ダ
ナ
ラ
寸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
一
表
淋
4
、
そ
滋
1
4
鳳
そ
脈

才
市
づ
ゴ
コ
ソ
ゾ
ト
ド
ノ
ロ
ホ
ず
名
ン
上
豚

タ

ノ”ヌノナネニニュ＝8ニャ
”　ル　w　ラ　レ　り　リュ　リ。　IJヤ
ノ2@　フe　ホ’　ハぐ　　ペ　　ヒe　ピュ　　　ヒea　　ヒ◎ヤ

ノyフ“ボバ陶A’ヒびヒご訪ヒ“aヒ㌔

t6eム食くメミミュ＿ミs　ミャ

ツ
次
ほ
者
の
・
者
，
者
あ
臼
の
、

ロ）角￥t？rk　　）欠，て上・の表Kついて繭牽な参鶏明2汐Pえてみぐ，

巻糾の＆者ほゼPtそ・Pt［｛，C，0，6し，　e，　i〕，

麹ラ獅旙はツで、a．　rF」，ヒで、a　［C］，ポ・・いへ■・　lt崩，

第3～ケ列の5者，ゴそ外部脈［X，齢O］・

脇列鱒叡シ初〔5］，ズソ・サ惚律£S〕．
豹列・縮砂壌ε5コ，ズソヘザ噸裡団、
豹ラ1好音，・・’7で，a　Ct・1，チで，a　［ts］，ト・9・テで・・e　［tコ．

第9一一埠列の5音14’t’Ptそ・れ［」，！n，　r，　P，ら、物〕、

ユ・ヨ・ヤsワぽそ’nそ承〔蕗ljp’ja、　wa］，　i農ッは促音，ン，a
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樫音．一t：；引さ音．

　〉欠K

て乃く

　ド亀」精一

　ILI　；　A：

　a硫＝o：

　lo＝」嘱

　Sl　i　tl　i

　so二hρ

　また，田一、

横塘帝衝威乏と苅比す5種マ・調盈ウ｛圏点の音昏。嘗芽徴的傾向を郭1

r　j　”　waJ　（a‘“　）　，　Cj　uwaSij　（　，tw　）

［早見：ユ（熱い），　［34，楓］（咲い∫く）

‘μ．士。：t＆〕　（徽？　t’こ♪，　〔wabD：七＆＝】　（契，　た）・

t　k4　kj　ec：］（搾を）・〔an”3JU＝〕（麦匂

〔91七51〕（一tt　）・〔蝉・〕幽料）

〔拙ゆ・〕（そして），〔h・船de〕（そUt・Z“）

一り一〕穿は〔e愚畠〕（校）・［Si－da］く挙露｝ ・砕ab帥egゴひδ：七（1）

（ガ鮮脈でがして離一面K”1’、ノ3ザ承X）・£acaNn　ejaコ（名爵厘）のよづ｝1，

いi“い慧“［一”d㍉一一5一　1穿・て閉こ禍こどカザあき・文’ぎ御場Aドご

艇ら賦、　たとえl」；1“「エンタ㌦ヵフ“レーサンヵ。一テ」のよ＞1てぎ巳tた．　碁アく

　文参仏のOSA．，無意味之考えらin　b引き者も「一jで記し斥．

2）アクセント

N■蘇く

ノ音i静名詞・92音i鋒名詞tの“アクセント沖ついてilli？：称

裡 語　　　　　　例 語　顛

一
二
調

0　　0レ　． 柄・蚊・一㌦業・．臼・一＼ 穿’・z薫夏

◎．6レ 舩・尾・一・． 箏3類

0◎レ 飴梅∵・。 豹類蒙
田
平
風
麹

o（ヲb 激・音一・㌦鄭・シセ・…． 穿ユ・3類
♂oシ ・粟・糸∵＼南・＃戸・…． 穿4・5類

調振回彙・翻室隅廓纏必あ、倒語アク厄ン瀕鵬繰御，ね．た，

こ癩嬬鮮・・よ爆音麹・甲鉄岬クセン醐勧・粉1惰・’
こkゲマ噂勧’・たグー〉＜＜．簸謙姓・鰍ヤでlx　，頭舷玖外・ag　Ae

、穿一者節を眠く発賓∫誘い傾向1グ膨・」よ5’2”あ5e

3）文払



　イ）よヂー段勧詞のラ行jL段化がばげ●1い。　tたがウて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
・児ル嘘・レの諸粕・滅未然塾融備向砂奇令砺く、そ’聯薦ミ

ン・ P2ン，ネン‘初乞ミヨー零マノ，？・一病マ〆バマ・
ミレ、　ネー　・ネレノの如く2・形’、ゲ多認めらみへう。
　　　　ロ　　　　　　　　ら　　　ひ　　　　　　　　ロ　　　の

ハ）動詞の壼爵砺笛‘幡音便環象細濁のよ栢あらわ猛ろ，

調音イ

短音
・
ワ

事事掃

便音促

愚行jL段・ガマデ五段・ザ省」」し段

べ4了」畷・ぐ行一ft・　gge・ハ｛了五ff

ガ行顧五段

タ行．五段・ラ行五鍵裂

この音便轟轟1ミ締，て生ずる連母音Xの問題に音韻の条E，参繹1て、げて

た♂・き弄ミ、’9　へ），　卜），〈つ》・・で毛’7司一条Σ：参軍隊1て、・1て1≒嶺きた、、v

　二）力麦勧詞の志向形感コーと・s6　fi／eをと｛・　e

　本）織変動詞の命・野羊はtt　一一ヒいう彩をとる。

　へ）勘容調の終蝿鮎漣啓勘の誇尾1まイであも．｛《，

　｝）連コ判砂Kはウ音便彬か●“あう．

　碧砂，霧動3司の終止骸3吾・尾は塵体形の場倉・k同株tlフト諺尾が優i勢でil，う．

馨でく．

　つ外史条イ弁‘ぐはシスご：カナ’ケリャーのような砂の濁、・ら’邦～ことが多い。

　ヌ）指定の身軽動鈎乙まジゼへ／ヤ葦ミよる。

　・レ）打消・打消ユ愚域lsそれやれン・ナン9“i1よる、

　亨）遇亥推量審二はヅwを用e5。

　のメ課存続1で｝・　1レ，環在逡行尺tiレ’vN1レ三三’b，

　カ♪対象2ホすのllミア＆劇いるでヒがあb。

　ヨ）　fee由原困をホすの｛〈スカk用いbことが多、・。

　の間投助3司的こく／’つが多用すMう。　　　甲

　りそ硝観反射や名詞ヒしマワカ。が臥・られ勃諏雨剥けレ・ワ
シ，姓称パ才マエが”男ぐよ．下茄％ぢく普通．であ5。間投助詞的K溶ノー

ラPt昌がノー，ナー一一一毛観かri’L　〉が，ナptは絶やヅいようであ5・／一う

が頚宅親k勢2惑1・さ・くbヒ言う。この3形の間1（崎暴く祷遥閲係陣誌識

竃マ、、で7、・ようマ・あ56

　　　　　　　　　　　　　　　－21一



6　諮煮・府警環境，ノ9ビ

－
り
∠
3

タ

韻和ダ。耳8月9日　縁者

壕多激吉野獅ず鐸i・1　＄t享ノ｝彦湾　’ll吻ネ轄去昇平一

鞭（ケ

　A　穆木　弘　（男ノ　至正〃考｝勃κ　開業

　　舜常高潮縛（9寿光　　茅7輿平炉榊廉漠239奔、駿

　　ヌ13押知・合4疎身　9ノま澄埴；み‘，7瀕夕

　疹　泉滑　正汚　（男ノ　朗劣3均簿れ　嘉業

　　22通商薯材（grpe　廊タ峰if　k

　　父1さ爺獺の潔身　夢ノ3タ戸知倉4ゑ身

　c　京　 ・3・でチ　 （プピノ　ノ〈reユ孝s・ま教　ノ曝業

　　爵常・1・（6豹4　　庭クAノ歴13ヒんピ1八

　　父4しもF潅垣協の＃3夕
（詞章老ノ

　　人平　涛男　く男ク　人正1午矛望駆れ　数負

　　人学孝　　タ：1言下知右eth身　夢j♂す孝｝リノ・ザOP　bl　9

町彫卿
　　♪景瀬　政晴　（男）　明殆33孝望手れ　潔業

　　尋掌高身新（7＃ノ孝　ズは童望Ol鈎身。動疹垣協確身

偉音引だ痴

　六野痴‘鈷》の入：琶あ』よが司冷をdt・　ikし，彦蘇ク4β，e

4啄ガ、4r赤軍tして穿切濠老塚纏5cあ辱よガ霧当冴案彩須鷹

伽疹が周序q二。

　言罐1君穿・物落略い・nいて，じq謄彦、ナ％4教青，

坤・励壕∴盆翻擁鰯・・覧フて跡騨多・・ti　〈．
舞蓄’さ膨あ丁そ彫蜘右わ吋・ジ今｝ヨ璋鑑P舛ず多詑uク13

が9・9証hも凄が∴彰》漣う。、甲－



→ノシ睾，ilの薯1ら、ぐエ）

護｛舎（司会老・介添役も・含沁）

幽　 ～A名｝　　け象）

s　丈野寿男　男

k　蘇廟欧晴　男

A後木弘　男
B　粟谷工彦　男

¢　豪f3，で奇々

　（es　写〉

実JEI’μ＃生

麟壇33年竺

丈正〃．年生

絹3を35噛与盛

大正ノ2辱！k

S

K

＄

k

S

　　　　　　（つ
アー・　ナ；ろプ覧ラ／　　才ジーワ

ああ　　・ヤ擁a　　t｝’5〈i1

　　　　　（3＞
ニ　　　カイ　才　fレ。　　　カイ　コー　。

所　・飼。マいb。　　＆｝　〈y，

　　　　　　（ec，｝
≡3　’　ヤ’ク　　　コ　w　テ　　　ニつ　ナ　イ　タ“

ようやく　　履司ゲZ　　こa尾『

アv一一　ジャーカ．

ああ　そうか。

ウン。

うん、

イマトー　ムカシト

A，　ic　＆la

カタジ’・望トカ。

古r♂kか、

　　　　　　（2）
t／／一　 フライ　＝コー　 づ’マ

緬　　 蚕　（｝）　　今

　　　　　　　　cs）
グシタバ㌦γカリジ㌧。

出　、顧”；’いかりτ机

才ジート
，1・父（の）

ダ’イ　ブ’　チijρウンジャ　uz。　　　カイ　コ　／　　フうイ

k分　　遺1うUt　7　z”　sう．　　　姦の　　伽・・
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K

s

K

ソりやー一　チカ曾ウヨ。

そil’L　・1．　違うよ．

ソレ　イッペン　チョット／一

それ（を｝　一d蟄壷　　　一”オ海え

（咳）才ジー・一・トコ　ムカシー　カイコ

　　　・ト気く偽｝留　　 普　　　　蚕くが）

　　　　　　（n）
才一。　才レラノ　コドモノ　トキニワノ

Bk。　　イ奄等A　　壱嫉a　　ヨ壽鮨d肇fh

　　　　　　　　　　”

アノー　才ジー　ハナシー……。

あm　　　｛ト気　　　ぎ食、　’‘φ一’e

　　　　　　　　　　　　　（6＞
　　　サカンジャッタワノーラk
　　　　盛’Lあ’、ご℃や｝h　K。

　　　（尉

　ユータラ　チサン・クフ　毛一　クワオ　トッテ

　言。汽ら　維蜜から　　錫　 豪凝　捧沢

キザンデ　　ソレ毛　エー　　才一カタ　　づ一　　八オ

刻ん㍗　　 そ準二し　ええ　　丈方　　　しう　　藁を

　ミテ　づ一　イチバソ　アノー　ヨー　ノヒ：’タ　トコガ　ソレか

　碧て　tう　　v’皆　　あの　　像く　伸ゲゴく　Flア｛・“’　そ静が

　　　　　　　　　　　　　　　　　（ヂ｝
　アノー　イチバ／　マ　ミ　イットル　ハジャッテ　：広一　ワケ

　あら　　　■・’“番一　　ま　身（カり入）てい》　　豪t〈”・　■　　　玄う　　累層

ジィ。　ソレ：才　《一　キジュンニ　シテ　ソ：コ才　イチバン　ーサ

tc一。　　そtrL　k　まあ　　基響lk　　vマ　　＃k¢k　　一一香　　最

イショニ　　トッテ　　ソレ才　　マー　・ソンデ　チサン　アノー　　ギサ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スメメぶルメほメメ
　一刀‘《　　棒．■　　｝を淋1」　　蓉あ　 掩んで．・　づ雄奮　　あの　　蟻

ンジャィ．アノ　カヤ曜タ　ヤヅ才　ギサンチェー．　ソレニ　て一

斎糞㌻卜’。　あの　　憾・アミ　　々又竜　　…蟻隻ヒ言う。　　唾れ・‘ス　ヨあ

　キザンデ　　タベサシタ七ンジャ．　　ソレモノ　アノ　コッケデー

　2A・1んで・　　食’vれなものk㌔　　　　そ　Rz　t　　あの　　Ptk　sL”2・0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ε∂，
　アノ　…ヨーザンギジが　クノレマデワ　ジブンラデ　ソノママ　キ

　あの　・養斎択縛か“　嘉〉勲・・1’x　　N・分等1一　　凌n侭・　飼

ソノ”　カイ：コ　カウ

捲n　　　蚕（M　 ’飼う（t）

　　　キタ　ヤツ才

　　　率汽　枢窯

　　　ミテノー　メ：才

　　　身てre　　＃を
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ザンデコー　yベサシ9Mンジャケンドソレカ。アノー　ヨー
　んぞ●’　こう　　’食へ竹《在ものあ”‘ゴれい　　　 物れが　 あの　　　釜

＋ドンゼンゼー　キテカラニワ　コー　フ’レイ，オ　カケテノー　コマ

蚕吃劉瑚　　承てから砿　　巧　　轟曳　　才茎留てね　　細
　くの
カー　キ哩タ　ヤツ　フ’レィオ　 カケテ　ソレデ　コー　カッ　ヤ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶヌぢノくめズ
がく　歩あた　奴（匂　飾を　　鞠↑て　熟で’　こう　飾　 椿

呼声叱ン三ノヤ。　ソレワ　ナカナカ　ウマク　ヤリタ七ン：ジ㌦ケン

　・負勧X”e　　　それ”X　　r；かア；か　　う1く　　ヤ汀・しのτゴ’‘アれい

ドナソレが　ムカシト　イマト／　チガィフ　ィマワ　ソノー　ソ

　　絶れが　背ど　　冷ヒの　　塗一び　　今採　　物　　そ

一、‘ Vデ　キザンダノ毛　ヤ｝レシ　ア，レイワ　ソノ　ジソコーシワ

b　kて　孝・1んlz一　“’の　t　　　や》1　　暗礁　　 tの　　人工　飼

ヨー @ユーテ　コンダー　ネリヤクノヨーニ　コンラ下下ノ毛　ヤ

新（t）　言っマ　　・今度i・x　　聖駕　藥＾ヰ峯1な　　籍i伝のt　　　’や

ルト。　　々　　・／レデ　　ダイプンニ　　・／ノー　　マ　　カイ寄目・ラρ　カイ

ふt“　　ま　　それ’2”　　丈　ケ　　　 そn　　　慧　 贋訂い切一力1”　　　8k

・ノヨーセラレタ。　ソノーチサンワ　ソーデァ’レシソレモー
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t喪尽り　書う’挫㍗　　慶lir’a　　企鮒　 「Pt｛よ」（り　言勘ちμ魎　　 s5

ンクレゼデ．（知フ・マワオコシヂ・タラマタ・湧：・
閣（幻　わ》礼　　　　　dS＞　rs　　　走駄ほ・吹事　　　又　 9庖κ

　　　　（ク！〉　　　　　　　　　　　（72）
　Stレ，レニ、　ソ6・一二　才コサーデモ　才ヤレ　トキニワ　才キ
　t－Pt》からe　㌧ん啄・・　船・ち・zt　　恕・　・葺、”一、・　趨
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乎zPtyンジャ　w／fラ。　　∠ヘカシャ　　ヤtl力茅タ。　　オヤう・ン　　ヤ

t畜うのた・’3＞胴乞。　　　　　昔は　　 やソが幽r㍉　　　魏．Vt”　ヤ

，1汐字タスカ　コ〉ド毛　ニクイ　才ヤワ　才llヤ　4ンジ’ヤ’Tン

‘1か心倉から　　　蔓侠（かツ　　噌、，　　鞄以　　房ti　rt　　げ3・・＠ノだ’げ染ピ

ドヨノーラ　モ　ワン〃ラン　エライスガイノーラ　モ　コンドモ

幽気　　　壱う　自分等が　　丈麦た“か今の乞　　　　毒う　　｝桃を
　　　　　　（9／）

才　　ゼ今コ㌧テデモ　　サ《ニャー　　オレナンタ“ケンド　　イマ　　マ1

　　8ち鵜てでも　　 きせ由1衡　　　 麗れちがフ嵌豊ナれ兄・・　　／卜　　撃あ

　ドンカ9一十トノーう　　オマエ　　ヤ．ゾテ　　ィヶ一’レスカ　　マーノーラ
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ヤジ7fT　o　　　　又ナ　7ttマシラ　才マ：乙　イキアツ　マー　コvST　e一ナ

締が　　　 か夢　尾しマ　み前　い食勤　 這あ　「鳥ん亀

　ウタづρ ムカシ　ジ’ヤヴタニ　ウター　キ醐テ　クレ・チ凪一ア

　P黛か噛　　昔　　　於・，隆かジ　　o黛（E）　闇・・z　　日日ヒ富。？

　　　　ζ！99＞

ウタイソメタラ　　ミレナ　オマエ　 ビーワク’ノシテ　 牛テ拶ラ　バ

融・廟あ舅　　　管　　桶　　佑くりぽ　　　采マ　　「は
　（！クタノ

ー。デ　カ↓nホンこナ　t－x＝　5．．　Rイマデキカナン9一う

tS　・」　z　 鴨1登fr“一　漆当｛岱偽　P｛崩　　｛i”蓉z・・　聞り吻づ塵・v・一　9
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注吉6

（～）　ナカツ・ラ‘ま・中1寸。鰍・bの交；替で列の一mつ。伺聯1イ列どkて1言、4妾2多（
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い5、taのか「香を・一飼？てい勧なのか，は。kり曳ない。“？こで逐
　　　　　　　　e
語溶入で｛な「蚕くを〉…」（η墓うill翫くな。1うべ下、ゾk蝿言てtτ3い・が、同

塗慶の4射は司髪”ホ1方をした。

　（3）カイ」i’　iレは又、カイタ’レどs理幽やす・・。規在進4？を表ナ。鵜累

春季竜を族すの虞t窒～トル　（～ドル〉　を粘いる。　その45　ti，

　　ユ・キソ　 フうa－fレ。　　峯見；な纒脅

　　二Lキン　 ツンド1レ。　　承葛原移ゑ丸

kO〈，自然談話のegでこの二個客い叡・第疑瞬’！i’i・‘b　th、のSうrr・　dyる。

　（4）コーチi¢「覆興って」、　ア・タ　（デ・タつ　taと・〆綾く鱒。いめゆb

ハ行・バ行・マ行．五段鋤詞｝dウ音ゲ更形をZる。　堕のイ列，

　　ウトーテ　（融って）　み一・デ（騨んで♪　…ヨーデ（言箆んマつ

｛た，6し賦：◎：沢ついて‘ぼ零耀工頁「ナシ寧Bl尉零P美ρ冷・浴三内の言言吾・＆参蟹

してい九た・ぞた・，（以f、特もて尚5fgいが蓬・・り，この硬憩別項ヒ轟零のρ

　（s）ゾセ1’1いわゆ｝指建OP動拶力鵠。　ジャ1宜よくやの系ξりでS瑚ホるウ

（6）　ノーラ雌ナ津・，1の特徴釣ra言書警零蒙であb。闇才隻莇謡酌にも闇殺

飼的1、ts用いらゆしる。　ノラと｛⊃e

　（7）　才レは第一人牽ホイや名言司でワシととも採k下の隔マ鳶く授…う。　dの

廃言直跨をアタシが出でくるか‘、　これ奪ま改1っ祭言い古ヒ言ってよい。

才琴奮辛ラ1¢梗藪・イ山口・々免曲などを噂すようであうφv’、各例1ペフttてk・・船

が冬劣でるが、はっ守1｝〈ず3いv伺え津’次のよう脈爾いら淋ゐ。

　　A　（Br．向かって）3コ口サンラクeライ　ヨー　 シ、ソ　シット｛フープ。。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ptxx　ptxrt
　　　　才　マエ　ラ　。　　qO9へ。一ゾノ

　　　　　　　e

（g）

9　』ア／　ユ・リネラワ／｝　マIV、yキリ　ア／　毛ッタラ　シss一
　　　　　　　　◎
　　ビン吻辛が　ナイト。　（舛へρ一ジ）

ぽ　「咋シス’『メ　 rホシタラ　 ＝コ1　 タ♪b今ラヤッタ『フ　マv　 スギ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　ビワ　マー　っレワ　マー　べ。γカクト　シテ　オィテ

　　〈92へ『一ジつ

A　 一・一一一・・s @欄ア1　　トキラ　 k－　　9つラ　　イチノ“ン　　＃7ンジ々一
　　　　　　　　　　ひ　　ン　　　・T・…　　（JO◎へ・一　　ジ♪

　ノ‘ぼヌ・，　ノーZも。 （6）　のノーう1て♪司N・。
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（9）　物言k　（3）　を塞璽璽〔ていたた・窟1覧い．

‘例蓬記（Ptg）を参§餌で・・表た響た一・

（ノつff9虐：飼の言いt・η8j　ff多渉三軸爾弔参考争虞印いら麻てい｝。　同オ蒙例．

　　A　…一一　ウンテンカ。　・カィテンij　o　ハヤイノPtラ　ス犀レ　タ’メ＝

　　　　ワ　一・…（92へ・一の。　2？へ・一ジダ台霞のt’tも周類例か、

t］jis．6L｝：民：脈ついマは，彫‘1項の音韻の解言兇を考k霞（ていte一だぞたい。

（ノZ）諦、穿Aの家名，

（ノ3）　：コ・，亭ナはあるい滋zaッチラかもしPtない。丁明石壌．

（19）　ビワタテぽ急斜面。急く餌面を灘作した）kdi　a意。

（ノタ）閉投書司的1く旧いられる。

（〃）ホテは又、ホ・ア渉。テとも。サ行音とハ4猪と・交yg　，　S・tge＊fe

諭・・多く璽ら’」U｝が，枷鴇（9／），（！38）t7と・の例が隔・

（ノウ》イテは「そ7ってノ。　テ・タゐM・・r．タ売く跨，　カ4テカ．鹸劒銅涼イ昔・硬

書争2x》か’、　卜・？T〈」は4f9’」外的にイテ・イタなt“♂・9う1久r25のが普通。
　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　t
　（ノ8♪　閣才乏飼助株1了いられる。

（〃）ゾリte　一n　1＊慢μ・に・の意。ソレカ㌧＝，ソンZiρ一　x，ソナ

ーscなと“k毛　。

（20）称業のため，ム中’て量ること。

　（2つ着欝之，簡藁でス食霧類｝なヒ・入承て背奏う裂。

（2Z）　シブヴコ1〈，入廓）食器葵蓼為診の3t忽瀞。

（23）　ア，り一テtt　t「　ta月か｛て」．テ・夕（デ｛・ダ）「71e・”鈴蓼寵（ee，力行

・ザ7f・”t“行ゑ殺下調1試イ音fes　ffりをヒる。　sた，　a　j・＆：の一例で毛あう．

か・，すぐ下のイフ㌦ソァのようt’z，サ賀下段働銅つ礪’合・イ足音イ更Wをヒる

こヒ毛あ5，

（29＞メシ4一’ま「薮をノ。iollμ：の榊イ列・

（・り算XX三代寝調．上下騨か・琴悌く旧い》。

　（26》ホデti又，　ホンデ噂ヒ毛。　（！の　亀奉霞tてい汽おきた・・。

（2回戦…・ゲ糾・・負野駆き騨’Si　，∫・　・：＃　1　pt一例爾・㌦as

いは言廻廓fラ’1　，か。

　〔2の　ナけ又、ナーヒう。　（ζ）　ノーラ，　ノラ、　（9＞　ノ，ノー爪周いρ
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この三石’・ついマL土　eeのi〈．・・a，／一ラ・歎骸亀魏くみを庭し”｝，ノkナ

ヒの閉しミ上・下闇像など・〃）差は黎、・φ㌦／（n・方が平泉首勺rx去蝿kt巳歪σフ数

う‘く逐｝・う　ヒ言吾7た。

（2ヲ）ムッカチlt又．　Aキ・カナとも。「友才島ちノつi弓，麦m説穀作蒙り

こと，。

（30）　うフ“レサンが一テは「’気角棚〆い翠kてノ。へ．サカ・ス鳳，　r一面採（’

するJの意の動翻そ亥四丁察。　「一面Rか’ゾ’Kて」の意。理’｝τ葵奮韻。嗣説

彪よひ“（2、）　毛審選1〈ていア」Lkゴをない。

（3ノ）美野寿勢疏鳳力“ンナ　づト　ナー（がいな尊薫い≒犬1《廓漁い。

ナイ：ナーはai；a：のイ射とtマ、　自《滋’言奏諺や、　1嫁“（‘7”　fSれてい　5。）

ヒも闇こえ5とずふゐ＼・今・猷之婁イε弓汽＊う‘〈ヒっマ為く。

（32♪　スカ＝偉ヌ，　ズカともe　（／／ク）　φ》カもミ承と∫司いt’Ui葱う。　言

い切t）助1：季義し、マ．劣肇tES原因をホs。　向拶萸のイ動守を示す彬のヒミて，　化

1気寸カイ　・サrカ　（sヲ〉，　…∋’vアニ（！5デ＞1　＝（KS）ヵ・“倉怒めらnt去。

（33）．ン躍又，／kも，言い切・ノ文の中？r“（1：iヒ言魯を希＃，ヌ．1ダ’レン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e
カウレがイす（8sページフのようK疑鯛文α中　　e・・も嗣・、られう。

（3Y）クワ　コーチ’啄，　「喬X櫓携フーてノの言・・容費’lh’・

　　　　　　　　　　　　．
（3s）書争1ぞ｝Bの1＆名，

（36）　こ・η；あ倉ワ．縛ic　ic8β石囁，カワン　トシフ　が、

　〔37）　「：蚕を門司わ15かっ疹m’iE、3冬3鞭の着、　一L｝だけfe”，』m逢・。

（3り＄＄t渉／Aφ前畜を養fプマい》。

（3り「掩だけ一・…りの意。汁ン・較・贈綴鶴中、一倒勧ナ。

（仰）　（i　f”（’¢㌦イネ三助し飛爾いらPt》．

　（タノ1　ゑ。条申｛〈池い平野隔晩Pメヒ・謬Pm地危．

（4λ♪重里を主殆大ウkす5十準ltl価す・七区の内m一つ。

（93）L室蜘（／・”7），　（／9F）のよろ’〈「・vK飼～て，一’ミ向かフて」の楚；

で・綿いら拠｝。

（女9）　「婁司うこMをする」　の意。

　（k＞＞　デヤト1レ　キト婁レ’ケンドの箇Pr，　「釜2層司う人が’でやて寮でい5

1f眠と・　“の童のまい三之み。
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（妬）キ六一モ　ナニシの箇F‘　｛T，　「考望垂才寺7で“の1憲か，

　　　　　　　　nv
（4η｝　このあ煽り、言い塵〈、言い三慮み61“あ＄・

（99♪ワづe厚又、ワンti　e，ワンカ。と看。　「臼冷」1穴拍照す5炭解採名調。

3e（今ドt・S・（1・＞diようKyプンを嗣・ていうがミ承は多・fE）・　1〈8吏審・

姦言・・方だe黒ラ。諦k＃βm（ヲθ♪　書15耗球だと馨）・

　（タ9）ユーーソヤー1飢動翻¢言・・叢り携除痛定の動鰯詞ジャ　（夕）が適

樗・さ続いたG9。　raみ．　このあたり‘1t，イセ考発言の引戸が複i纏kZいる。

（鉾）巻落の糟款もくっqマ齢＼て・・る．

ぴつ燦鎚（タヲクを参囎（マいfcた噂旧い。

（S2）　カ6ソゾ／ナぱ「チ？＃’ナ’ズ（“あで」　の意。んゾメ‘レは「（’t‘学い

th　e・癒の動愚子項曝莱。こ・酪顎下騨。（ノ殉，（／クリcaヂ9・げth

幻彫る。

　（夕3）ヴ自’ま過ま覆量を承プ〃　こミではi：’遜勿炊閑い方のよ♪’＜屠ラi”’，

（ク幻，　（e9）　ノk　k”の　イ多ツ　ヵ’♂あ　さ｝。

　（舛〉大蟹予寿男鈍es解言兇にイ病母1ザ、このあ在りの興型．的な農燈ff9弍｝ゑ下

図の蕃うであっZ．契の闇が疲町2・aり，又，餐熱風ヒも～な・た。その

た酌｝くこの＄うな餐言や、グ箆滅の認（拳／4の裂言毒出でく5。　な＄（、　こ

th言争　1　ケβ　の聚言の　中の　　「…　…　　　＝　ン　ケρン　　ガ　イ　コ　　　カウダ・。　ク　ラ

…」の図点の箇ECP’よ．共遡語とあ三喫嗜葡がヒ慰う。

（SS）フデコは訴～争ごa■．ネーは紅の三輪赫わ親芋。
（s6ノ　∫麦三国巳　（7）　を参夏整、しで　いたた・’きた、・ρ

御）en：　bの交奮例，

（拶♪　「手を加え5、「世齢すb」の意。

　〔丹｝　サカilt弁・オィと壱，竣ぎ己（3£♪　k参箆馨‘てし・資た”tFたいρ　な≠《、

ミσ）自慾’談＄中、寸力、イトカイの奈鞘rt．　葬｛今dの誹言1ミのk凝…あら

淑仁。ひと。を耳るヒ．こmk地本寒《もので・ltrzuかもしれ塚い。

（6の薬連語「やはll・の掴当砺噛言叡今6・dで・はや。ハ・シであ｝。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e
稗の言金ぐ手で‘tヤv〈。・1であき。匹たs（．β・dの遡身重は、β’譲靭知
　　　　　　　　　　e慶　ご｛k谷亀戸凶マ・あ〉。
　驚

臼F脅 中命間 輿噸

（6’♪ゾマー／X毛間こえbように啓し・’られ5渉・㌦／勢はき国璽承tkよ，〉ペ
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受けヒ角た。　ソマー／で工期t　9”ρ麺｛，｝≒木イガリ出1職の」であう）．

（62）職・く⑦馨〃

｛63）こ・瞭髄言卿、檸参笥駒・数箇ド陣てくるが，土地こヒゆ以て

穿ニノく3派イ丸‘履細てkマ・つ翻心1寧羨Kマ衰日ρ

（6幻　ヒトネや淋「〆閏」、一つの寝床の童，　なあ、場解2満すのドlr；1，

こPt例。ようG勧詣Pt　3爾・・ものが碧通である。

（准）注まこ（診）2Ae照くていr：アで書たい・　爾採倒ヒしてくC「陶タ子ノ

ー一 @（ノ29．　）　乃ど・があ渉ガ”、　～の二は共遍（て文京御i”L梗田されてい5、

C66♪丁零プるの竜。

（イリ　奮定辞9呼応Nて1「訂籠の：童9示サ。嘲下｝て可能動詞’ま東な・㌦

（K9）　ノ音節名詞1す王疑性駒IRは護呼1　ないσ

（67）　タQ一は又，タロとも・　茅物2遊卜すb，　（／96），（／籾

（ク・》オキ・レの命令愚才キつ咽fiをホすテが続・・ブで形。

（ク／）3主鶴（6り2参蟹Kマい宏rc’きたい’

（72》　才つスの香定的才学続砺。蔓i：《潴のイ列でもあろ。

　‘ク3）　r・替やh・髪遇ぎる4の建；・．　OP；bのイ列，

（74）シ王宮る（s3）を参照1ていで隈掬’守汽・・。

（クS）　イ　ン　ク“シ　蒼な　「，ieg’　鉢ら4　の　意㌧　　テー’・　ダ㌦　　ダ’ラ　　（ラー　・　タ　・　タラ）　な

k“n紬く日駅輔…音硬砺芝とうの慮イヌ，シヌなど，ナ育ゑ唐芋陶7ざけ7・’

　藪が）少い。

　（ク6）　タレカツカeレ’テ‘害ヂr塗Ptら’fしてkシ覇ら古Ptて」　の憲、　～渉ツク。‘一；1，

「戦いIL・気しく疑1煮い～ヒをへ’ずうa　の童の翻飼捜頭象東。受身彬

で・髭F7㌧、らr到しき｝ことカザ多、、　o

　（ク7）　畜い望みの箇Ehρ

　〔ク8）　オレ‘1ヤ1よ「居恭臓≒屠’》ことが’で・等は」　の憲。可酸勧飼才し‘レ

¢瞳痢砂才レりR旧記ワが飾《、㍗御．伺一樹’ミ　）7のがある。質梱翻

査1窒＊ytlよ㌦上下一段動詞のラ行ゑ段イ（5の禰向があ5。　ミiレ，ネ星レを例

言群して，榊糠彊竣へ・一碧稀αB〈・なSs、この二級睡中．
シ管五段化の・形は才レ”ヤ玖珊‘3（曾2）のデロ紳があう。　暮rns，　（89♪

t励ゴであ5。（〃り餉eである，
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碧lt・

寝・レ

素、轄碑

ミン

1そソ

ネン
r

f2ン

連盗心

ミタ

￥夕

季冬毘形　 逮体fト争　イ反是脊多

認　 ミ・レ曽　ミ・｝ゼ
　　　　　　　　畢

レ
θ

塾
孝
ρ
わ叶キ　利目
e　e　e　　e

命令静

亭　”
N．　．

ミレ
●　　　夢

ネー
：．

矛レ
ー　　　 一

概禽聯

iヨ｛
tt　？　一”

？ヨー
て

苓口幽
e　　　”

（クヲ1　この箇Pt，　ハうカケニ，　ハうタナ＝Xgヒ・・z聞こえる。　Pt礎、の人綜

ハン ^・カニ・かyも言う・グ■明。一品・ハラカケニXl・τA〈。、尻葦くり〔

た裾を油絵務す〉よb爪1て　6）蔑み。
　　　　　　　　　　　　　ノ
（90）才卜トイ1まト孝；尾＝＝．SZ弟・4の竜，　o

（8／）セチ：コ〇一テ庵「責あて3の：意，

（82♪」訳書己（クの　ま参照1て、・ずぐ〃ぐ守汽・・。

（83）　うは之京〆あ）マイ＆をうrエS！・　t伺：巷を寸之め5応’じ，　S室言乙〔ノ33）S

参鰍ていr舜ぐきた…

　（8卒）3轟き宅（∫3♪　を参解曳ていアぐ震｛斥・・診

（的　「吉落が・の意．

　（892　ゴーラ1奮珂童の：to

（87＞輸・K44の飢民を言うゆ〃で・’韓…　太禦梼男幻チ赫弘代・ミS

R・L　（a’、オ（死息β工門の脚・朗ズ徳を三・丁童diしρマ・と曳τ．？pt・　t碧／

ネニ才　 ヌクヒ蛮う。

（8の　訪（ケ9のkk。

（97）弦弟（クのP拳麟（7｛tたた協た一。

（9。）3，案5乙（夢8ノ　芝参裂ざ｛マいたプぜきた・・。

（9／ノ蓬記（μノ　毛拳鱗lzいth露・’亨ぬい。

（卿このみ1＝・ノ，層言内容和解篠。

（93）㍗墳ゑ華が急Z・・ないaの，奮。　　9

（9客）　木瀞r7　k・の運送の次めの書灸イ1薫の一つ。

（9の右図の＄う’r曳太芝莚ぺて3蒙をイ乍・j　，｛こを紅5　馬．・N：一

ぜbようR～てぬから木霧を緯隻出す5ミと．。　　　　　　’φ．・．1’

（％）赤酔邑r樗条魔望か。　こミで1宣樹木bl末杖の意。

（971犬野寿男向はクサうカーZ間く。　鴨ら（（マ〉、・意ろ’，
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C79）ク駅抽ヘラ1御冠・。
（タ9？ アレ〃・ptナ」まtあんra　」。　（／9ノのソηf“一＝な・Kn　sc　1司薫貧ρ

（／・・）ド75e　一一一ナケリャー。寵唇勧翻くs’）の画定卿式・Tキレーナftlぐ

一（寄餐であseほうの如く2・・あ〉。　1撫か㍉て．この笛砂，塾多妻sg・く

Arと・ん触で和掲笥とr3・5．しかし伺一伽〔御♪メ勇似イYf］　mドが

一＝　州。（／〃／）岬例“1・鋤せて考え5t・一・疑闇・イ躯拝励f解．

蝿疑Pt痢慮力．あbので‘・x　txいt・u馨・う，　いわ13“、　rど’うtaのだ’うう、」

ヒでも三八すべ雀。

θρ／♪3圭蒙・（〆ρつを参照1て、・糸t～守たいρ

ζ／ρ衿犬聖寿努Lttとそのf司催でth　b孝＄’　＄偽くSP炉鳥現イ釜）　わ．峨いenて

尽く熔う。「叡獅と謬尺誇をあて1・が、PAssが5＆’　b．溺・・馬肥九

（／・ηプ（の’鋤教詞・ナ・クρ喧’窟ぽワ舶一湘当す5．

（／04）三主声己（6り　2参解（て篭・たお塾き！＝い砂

（／eS♪テンキリ越r歯茎一・一番上一・一番哀いaσ、毒。アンキワカセキ・t－3

「最kの称蓬伽k　のQと．

ひρの￥辛丁旨彫確，あ参いは4ネth・もくれfaい〃，峯のこど。

1／P7ノ三主診乙（争＄〉「凌参員霧気てい潜索・’㌻たN・・

（ノ・8♪地域を指す。靖1’1下メ記・オ，誰曽eの理彼地碕渉S’iES・t亘rk・・＊、

泓考＝’りの上、∫糺）今1くあたう。

（！〃9）為》竜は、ヤ穿1・1を感’さんで谷t亘内しの真索‘窒イ立置す5大層3＝名。

（〃リシ主記（／／♪　を参照（マいお’ださたいθ

で／〃♪　卿こbの交替4列，

　（z！x）言言更争9の’名，

（ノノ3♪　この箇所、文．参幽1汽よう1ミ聞こえ5げれど㌔　ヒ’〉〈ても童：P≠不

開。　　　　　　　　　　　　　・

（〃り3主書己（〃♪ミfts駿（2いt一・1セ璽きたい。

　（1！S）　こ⑦箇Fケ、文なイも（t　Sう1ミ即ミえ3けれt”・7囎ξ魑。支拳蟹RN。

（ノ／のてドーーソ1寅柞。コナラ、　クヌ：ギ、転回ナラなt“のゑゑ写象．

（／・ク）細書己（衿を糎蔓12い汽鰻養い．

　（／！2）蓬記（ク8ブを勢照｛？・・委た・・き喪いe
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‘〃9ノ鉾（奇この豪雇・蓬諮（1）左：参し留1之いたfa・タた・い。

（1／2・）ヌXと｛1　一お團のよう12・勿・凶（た君寝

塔t（て、　そmuにく刈草i＜＜Vフ・r～こヒ：ゆ

（／2／ノ言程（ヂごに鞄（いノくの参ZEρ

（／22♪身がゲ、　ty　f＄。拶鍵霞β4か（／27）！。あ多e

l！23♪訪（季ハ’の名。

（／ぞり廷3乙（32），

｛ノ2f）　塚をかヴる，　薩〉倒をみう，の嚢。

（／2　s）向こうE昇ピ言クミヒ・

（／2の注書6（69）を多霞く？し・hた’煮たい・

¢るの　クノ／　へ＝モ∂ナ貫御勾h・，

役Kも」ノ　，老の点、　ア；9fi’6kρ

（6り　を一霞1？いfe　Tz“笠たい。

／撚辱

㌧
づ

珍rtをE毒・・声受グが（イ鯵え，‘2・，「摩の

42ヲ）蓬艶（／28）1参襲（？・・た1ぐき遭い。　ク／麟厳嚇の拷搾σ

（ノ3ρ）ジ＝は『てコ。　（2のと’at’く，わるい・露勲男例鵜

　（Dり　 ㌧之1マ」の嬉ρ

　（！32？　ナ惇、ツ孝マlj四序す区の中’9’的㌃大参塞ダ

（133）イコーは勧誇9意。同一吾ク罵で・イコー（／解ハ賓葦蒸，シマオー（

／針りr武ま京擢登をあ今わ｛で、、｝。この膏シ斑か“雷が誘しの章　z・・用・・うれ，ふ醗、

うの季発くこ｛C・が’普逆ごぐk÷フてい・・イ立t；多いρ　な額　 このラ1：ついで・叡

3主参6（83）を冬脚z咳P…｛・t一一い。

（ノノ幻蓬5δ（／33）2参蟻蚕（？tLプこだをたい。

　（ノ3∫）　あき》いはウセコUtヤー6つ閉才譲リウ・も　しけしなし㌔　こ⑳穫i！含，　ウセ

｛雀簸ぎの≠一心ヒ〈z恋いでい6．

　（ノ36／9V一一は和即。蔑・韓。　ヒ野帥」の童

ζβリミ・は三献蚕・噸・一召寿翻緯う。二眠と三論施・闇・病期。
（ノ38）　　　ヒニ　リ　　　ヨ　　一一　　1＊ノ潅司料　。　　　∫；　　・　　9｝　の　　支　　ヲ甘　イラ三Jo

　ρ59♪．k＄　t瓦r7Ciから函南喜P｛tイ雨露す5ナレ…華1ツ材の犬学名．。

（／9・）ヅホ．．素は「粒」Ut彦。

（！｛f’〆♪蓬壽6（〃）を参霞（？、’1k参で＄償い・

を切ユ又・淋一穴野寿馳は如レt・ネーと聞く。？れ禍糾ゲ揺
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カ》1ない」径母

（！弼》1ぎい3定2メ～re‘＊な・・e闘毅詞的・て丸いでい＄・

（’eK，三主記（紹）　を参照1マい～と彦’fちい・

（！妙）すイモ慮蟹芋⑦こと。

（・タ・）3擁乙（〆9♪鯵・鰍7・・たt・’・eち・・．

Vμ7ノ　じエーラ。噛亨OP螢手受腰。

（！e8）三蛮君乙（6ア♪を拳蟹tていたtf”’　fちい・

（！Ptg）　「あ成掲‘t……」の萢。3自己（37ノ　を孝曳婁｛？いた准”2t”い・

（／sc）達意（133♪妄砂蟹曳マいただ密だい。

（／」〉♪　フ」ソヨカ。ミ賦■ijぐ簿⇔　増£g

（！sz）th＄り三田域1《点Ttす3男戸魚合・谷垣内・th夢の，た’妻を；欝蒜鑑マ。

邊丙と言う。

9S3）祥徳恵飼（劉・言い伽鰻効藷尾戚’vナτ・隔ことを麺1」と

陶す5。謹上彰と卜形であb。　（／sg），（／as♪．（／准）ta　t’を零淫tれたい。

（！sc）3主参6（／s）♪をjsk照くz、・養た・き寒い。

（！ss）ホ沿いま、鳴かよく噂婦」リヒ・・の憲｛特ッ．こぐで嚇．剛郵

マ寒くPにず｝、Oj竜。

（／♪6）訴〔チL久外qi〈．Oj寡雇。

（／97）ここ2’は、〕蓬路の残留物rc聞す3擬馨勧義箆。

砂の　s書置ヒ角交替f3‘1。

（1・9f）ぎ紅チ攻外駄の裳雇，

α6・）浴遍内’　Sp・1．…esの北翻・《隠す5†劇桝・壇β政転‘の天客。

（ノ6ノ）．谷畷内・卿数詞・の1ヒ・eib｛9？’¢位屡す5ナ癖ツ材の丈参．

（！62♪谷壇肉より奄、ムチlt’下3叡にあたも方。

（！63）三主謬乙（1SJ）　！審ξ！野史7・・たたきだい。

（！6の3主参己（32］　を参§穿〈zいちな㌻ちい。

　（！6s）ヨ主記（〆吻E参§窪し’～いたぢ享た一⇔

（！66＞そ気z・．一瞬「舞今ド葎〆い？いδ2μ驚総宅言〉。

　（！6Z♪　ラクサケゆ羅宏彙下‘†“印豪を丁等っこと。；袋豪1ミ．一す乙こと。

Vbの畜飢yこの獅齢受称・言づ．
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（ノ69）　　三」茜　参6　（　！ρoノ　　　さ…　ゴ参と　、麿尋ぞ　〈　　z　　・・　ノち　f＝“　t『　≠と・、、　σ

（／クの∫レ9…の交替例・荘誌（16）右奉韓臥？いノ・たtたい・

（／7・）ソン・Aネは地島昇入の峯　ttあ？5・あ3・・　la鵜・（鉤・ea

蓮のあ＆こと汐・右しfiしな、・。

（／・・）ア。硯赫陶．

（・73＞フク勃氏乎細ノ・醗夢ケゼ’神扇灘β∴
（／隊）三生記（s2）セ奉霞12（・r＝た’ぞ左い。

（！7s）バー．。　f宏雇郵陶．

（／9の三主記（夕2　〉を蕃霞t2いたたきたu。

（・クク）・観（ク8♪捧解（2・・ただ齢・㌦

（／ワ8）　イ　ネ　もレ‘寧　稿1番me　3　」　の　憲Pt　可参e重力詞．

（！ワのUンホ○’タ｝aナー（熱い♪　とと毛跨センオご「ク　ナーの櫛セ・1菊いぢれ

〉ことが多い、セン於撃ク　ナーけ．健原か寸ぐれr7・・．就蔭蟻汐㍉態Sl．　ビ

い・プ・憲．ここ・セン＊囚クセナンタ・も絹敵・一一、・気みが患75｝　7た、噂。

（4f　i）乏ドワ‘護重憂rgと・・を才窯｝れノ7のtht　7　t“マ“作？た三！象翼，

vg　2＞才一ニヴ‘f一は：た煮イす、ムキρノ才一ニツケ乞1’t，　米のこ・・く・ゾい麦粥

のこヒ

（瑚（幽）ク†フ・・7・クサフ“ツンドxS・・草籔櫨，
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　　　　　なんごく　　　おこう　　たきもと
II．高知県南国市岡豊町滝本

　収録・文字担当者土居重俊



A．収・録穿と恵～やあ方名につL・マ

な琵島高知県湧匡到底ぜ町霧某

£．ぜ之東漸ゑ⑦承嬢

　　　　　　　　　ふ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　高知黒副41∫・≠美し乱尚灸・多tiこあるガ＼取緑：地、三μ々。＞1）も芝・ち1丸尽

接1“lrちり、南画｝ii3じろ・牛lkあ・マも一蕎無二・・ちド近い薄霧拠ある。

遠く1ヨさ国専一㌢（いフぐ）攻があり、馬美ザ市錫センターi？りヱや

轟・倖マ乃～∂分・・〃・ろ・　ISり卸縞唖く・・9バび癒マv・

る。ぐ32号線要路）　睦ネ、μ3．2号綜遍鯵匂・／すこしλ，〆；とこ

ろで、・・9ぢが↓・1＼≧りひごエ玖、盆地ど言，て∫い揚所である。こ

コギ美1い潅ρ脇り、漣に1壕塗ウaSls3　eiか。・り、すエワ　と～1〈

：観．え地と丸な層．マいる。♂イ緬濁一引才藻ぐ弓・ζ浮けて＼・！ことミらで

・乏寒樹へ1＼、ぞ司（客面魂之t乏　ぴ＼）ジ、っ⇒いマ’許越前ヴこ／含み、一長累

糠阻親・噌勧骸・御呼ヱで・第鰍超絶の・袖・（
マ栄亡／こ・罵孝▽34み／0）q、野・率憲ムPt亡い〈～蔓免町》卓／曽｛＝

轟賢げ・吻継鋳い咽塞移！こる南～沸・墜芝げゆ橘ろ

・融磯吟醸勘・ス麟z4・・ん縁磁浄｝擁
ら、承約言》毫零す赫〃1・びμこAtt＞．！こ膨柴1才意い。

3．収録～た方言⑦特色

①・ve？e方言⑦申‘議リゴ、工被方言17ア汀謬予方もど詩立すろ方’「さと

こ召マいる雷㌦であ工號方言に高動市》　・・ヤICZlマ宴芸郡ρ・房も岡

部じらノこる）：と域ので宅ζ侵手ぶ索こ≧ば）Z・9K布レヰ心と1マ19幡

多藩魯全域1＼あ！ころit＞（イ嬬函こtl？t’）とに夫きぐ分けることO－tで

さる諌こ≧μ施・と唐μアpe・肺勧ミ愛∫る（前都甲
擁、捜渚μ乙麗〔一郎ドをアクセント）。）号＼一青》誘・落妾漉あ動で乳

・ト翼がある．一こ～1ごに属する捷牽に、でウ1㍉柔昂。・ζ象洋・盈峯

渡》と巳、才蕨》・匁を」叱こ、高知．地こ、K＞｝レ本・｝滅（L・告）・レイこ漣
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箆こ、縞蛇地v7、ノ（脅児・露・・｝♪とEVビに下イ主礎射2c　sづ，凶手

多と要撃も1ろ乙あ知楚こ1㍉｛ぞ、・る、高麺漣こじ碑絶する偶吟つく堂

箆已で・夫・り・本・｝箆鋭才、々↓イぞ堤外渡方名、仔予方言の影攣を受

　　　　　ふけマ9b、尚知地回と》ヒ覆す6！、アクセ・ト権糀・・’ど‘詠異9〈

認あ1玖6，イ『1と落ワマもやμう満池地¢c・1す宅ゴ≧、・ナ庵セ得rこ、

バみ的7ぺ土被一方・s’ど喜えろであろづ、

②取録漣煮C＞｝モーラ毒を・iるげ、高知タkとし2S言⑦一寿声的持級1＝融れる

　ρ

N　bu　pu　撫　斡u　ru　5u　zu　tu　du　KU　別　hu　u

T　60　po　rnp　no　ro　so　zo　t　o　dD　Ko　so　ho　Oc
，

R　ba　p　a　frnd　na　ra　sdi　z（it　r（ix　d　a　Ka　sa　h　a　a

be　pe　me　ne　te　se　ze　te　cle　Ke　se　he　e

bi　pi　y｝tii　nl　ri　si　zi　ti　di　Ki　si　hi

妙脳剛卿弓usju　zja　tju　dju　Kju　3」α毎u　lu

切O拓0噌Q嚇。りOsjo弓O　t）0（lj◎KjO　3jQ　hp　jo

bja　pjd　Mja　hjdi　lj（il　sjd　zjd　tja　djd　Kja　S｝d　hja　jd

Wd

　工仇でμジとヂ・ズとヅいわゆる・・oツザγを吾声学頭がこも岳老難多

5勺尽L巴擁する。1こだ1ほぼ4。対塁よあ・＜グξ別するのでお・で

・薙一年層に1才識罰飛力μ垂く影マいる。工被でも一妾卜偽琵）或℃祭

事爾今力を之く（　　か49為ミt・λエマ”もρ）グ、改燈影．と↑μも5うんよ
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〈品詞でれマいるρ

　グ者セガ行z偽ずプあ一母者じ鼻奇3ヒ二等勺で認あうれる。マれも倒を

40歳む≧工酪尺ぴ適用これる。

母勘1捌冴を幡ろ，励左右・弓寄・採マ凍統勧
圖とくζべる櫓二分鱒蛎1、斜脚劫1撲｝してき
こえ・才ら見ドよ’し1ご，ll・，，・・・・…，の　cにん瓶ら乙　i．・V・Zv．eZの〔μコ

の一奇智♪にさわみて迩・と’観察される．

　・母青あ垂1飼ヒ覗・象1才健とんごS乞　6うれ警い。Cαr｝paq　SV］に々

更て、〔an　wta　ujど発一そする、〈v’；多遵々添うけ多れろ、

／e｝／に蓑噛すろ⑦1芝〔ei〕で、〔£：コd才Mlみ六クぬ側護（”％e、

㌧e2　」など）L；ついマle・発ぜ1矛鳳！い。

一ぞ一ラ創境碓暑～ヒ舗砂・黒砺診1幌婦しろ鷹薦
でにい・・

　サ行者Cl｝チ者・／S／1鉱毒えを楚．で墜て‘以るiうで、　〔P］1蔓丘

く刺こえること、し吾）る．

　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

　脅テ者では£ts　uj（・［切コ、　グゴアー音で塚〔dZ　q）　一v〔dの外号σマー唇

通，であるρ　〔ti〕〔d｝コ控あエリ♪切e・ノ・い（い。

ぴ吻£r司μ嬢マいろ・
裾崎梯粗野に一1れ吻〕である・
　アり℃ゾト〆影建脚競である、

③支．ttエα才手そ．ど1マi？、72あごとトもaがある．

”動肉（一高塞勾・～ケ1）蓼動銅・劾動詞についマ・し，）のいもゆる後記

形1才♂剤べ・「肚以莇よづゼ～…断域を駕伽
・「 `テ妨・冑チ・ト・了ど～する．

　　　　　清変経活用・～ガ；敢・しゴ？t　Z・レ論戦、黎婦∫・！一’C
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へも麟伽｛て胡姻する。トソソナ讃ラ二一ラモー；敢・し、
レ　　　　　　　　　　　ド　　レ　　　　　　　　　　　　　　ぞノ　も　
」〉ヒ■　ノし　δ」　　　鍛二又ノし　ト　キ　」　　よ　ど　、

　「■カ＿」　t「妻ラー3「湧ヂラー」・ズごあ3うS：、でフでフぞんざい

蒙謙羨誘とでる宅．／こウよでセう繋み寵肱ボある。すべマの私廟卜

適）司でさる。
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　三モつ断1灘飛驚鋤でいう害ち似力一しイ嬢）カ。・　5’
　　　　　　　　　　　　　　　樫）ナソ脳（惹・・）の帆見る，（織薦γビで’μ加し一

イ，柄弓けが㌧イの
側縁現≧1℃t「　Z・　”伽・㌧Z」”寂・をb鶴足
醐る、「；rh々惚秒・i・　Z　（…　bZ　5教）・

　可論み理勝て㌦・し・㌦レ・目引・…一ス・レゴ旗ナ・口
でゴど’ηく吾）る。　t「走εヤレ’し」「メセζやしし’し」　「ヨー透iζヤノレ」　「嘔老こキケ

こナル・　テ乙ナ勉μを毛粋眺丁毎εと’言づよりも・｝争ト号療薪すとでも

宅っ骨揚含・で5る。Yぢズ可芳邑をあζわすア条、充序層1で宏一？9カる

嘱病を多く恥，蕩編μも。1プダレ蜘ン”でS5。（丸
韓ゼレセ・・断1勲♂姻するこどt6るの
醍暮礎グナィゆ使用℃ず、6。1～’！㌧・妬る，過婦
定1才「s2　・　Of。女∫惣ラ．1多∬蝕／カ，・点ビマ＾のtik、

「含惣・カ・夕・嚇導因・／貸書層・礎耐る。S・etす
　　　　　　　へ再戦塗る通欝で夢・なう博学幅・・ず緬u計あている・

観観～フペ扇げ海蝕劾ね・懐パもナゴ
知ナjP・・綱・・ある。Al巧えざい臓イリ1芝や5い威と
シ孫づ、

勧観1芝・茜一一　、Cl　iが逮ギ。一、賢げsづ）啄＿（

むい鳶通。
　　　　　　　　　　　　　　シ　　　　　　　　　　　　　　

し

櫃獄μ鴇四一ジ為脚コ6d．葛9e→「　…1・　・ラ・
・・m－」な・ビ“㌧一・かつ・・「＆クーカーラ／」μ拶分・vv

・… Eい・動気持、
命轍卿峨パ勲、ガ読ミ、・製、鵬綱・・畠
・B　th達）嚇1命・躯す…tv　Sい・響トを持フゑ商初筋戯・局
し♪し一で窃る。

　継即戦ま課簿”騰り・・…　「拷。鬼・レω蕩鬼一）．
で勧宅する。

　蕊読勧ぬ1マ難字．t，一ケ・P’・（陣ど）卜毛t「キ・、㌧ン
　・「　ケモ」　t「　ケ」　（じえエベぐ‘．ずれtt「e・免）　了ど’P’こ63る’
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い励ゲ磁け・磁傭い・9「行・／エー妬
ア望み虎貝マ㌧ぐ一’・一」（く1・・）η塗る〆・レバーユ砂型

マダワカランカi∋」

4半死
　地階選定謎涯手

事率岡’y・嗣梼鋤1環、1・ユートラ瞭バ絢で96曜
輔る趨定斜月1い鴫毅いう象於錠驚鼠グ協ること／as
条イ予である。

協力看纏
　旧島正実　　高橋’秀チ　　森田多響恵

暢刀三審

　＞9島氏。琢ム鞭》濁設してくμでり・遥汁鯵森②・馬鵜伽雨ゆ多くy

あ，　でんしマ《rtfさる。tえρ1凄名え・1奮糸寿にここらよく’膝力しマく

t（で。八。

B．表重乙　1　つ　い　フ

①ウ1芝鵬むね〔の。佑頁ω〕S？鵬、yi　sバノ募り7’
、畜懊聖。欄こえろ，
②　サ・ズ・セ・ソ　のδ－e　S2、ぞセ〔θ〕ビ近い、＄えを夢ぐ使

用する．

③　s　に〔一Lgi〕　に近い・

㊥　ツ　（t〔tS　u］N　［tS　uJ　￥、　｝ラ1芝Utu）。

＠　ヂll〔d3　i　J　ジけ〔3　i）　ヅμ〔ず昭へ〔dz　gjズに〔12u）

　　ドうlt　Qdu〕

⑥母一寺イζμ　コソドモ・イ／づクのよづ1＝ゑ蹴しそれぞれ・

〔鰍頑γ3。K・）罐零する・こ峰者螂を糊こ之暢
三塁ぐ瞬之ろ激臨う。　　　　　　　　　　　　　姻しass2つどき鵬詠緒
Zく海／こ下る，∫を抄いず＃a咳メ各・し一斗系に、1・客α、ゾを用いる。
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c．冴又録内容の孝旧説

∠ケィトル①滝os・b来～景魂～③4勧・子作

2．録静即　ノ97膚ワ閥／ZU
3・像÷場所鴻島穿話武宅（商知県南涯ヨ布岡を町蝿本）

4．諺1テ・⑦氏子その姥

　m島正亥　男　明、29三生潅董　透本・rう4X　A＞　eび至る。ク9

　与潤。軒欝Pt　s一＝きン様有疋一い・る．浅駅ずきマ藩劉h　うず。

　高橋香テで岨31毒i意職前ぞ・GSsオ谷⑦うヱれ40与
　濁触読の接滝本1拶ひ．禽粋的言”叡様有・S〈鳶す、

　田切多賀税す丸辱玄理職濁国ネ窮し・E）　1“うヱれ22与
　〉℃彦2，乏の後零本1謙多る。trく葬す，義鋳⑦す宅Σ蕉有てて、・3ヅ

　・lk　33ど（fえの少しネを準譲ρ腰）ze・1あ6。

8！緑者薄塊・η島氏、馬鵜ごん，、llS　xu　3　k、．x履の4亀v’z　N～箏。鉱

　頭蓋煮状況・寒冷重岡気とsし1＼喜編、

6’、ノ参タイト，レの概多為

　　①滝の由来t景観

　　蒲国一言毘沙門の瞳につい覗芝一華家我昂騰親卜～翔まos　sろ＝と・透

　嬬磯鞍薩グ謝持町・tマ柔窺いAzと・潅震碑磁
域の筆下・借・今で郎あ禄〆・rと戸部累一・餓・てい）・

　　②支押ネ示、様の探ソ

　　ミ恥祇オ如粂り一q才、初期じちぢひみグslあれ八こて、永解煎

　チrrビを妥・ノしジ苛1～で・すO’っrこ：と、いらいろあ孕行がる・て家

　tゲフ／てミとYどを毒1あッマいろ。

　　③，夜酬い

　　ぢ臨以・這憩ぬ・・L潮・痩四惣ゴ矧・小叡だ庭這
磁ン・梱1・・穀嫉凝鴫であ・虜避状抑肌目し峨
　祭りの茜》しマいろ．
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　④　ダ虜がたぎ

考の「支膏0・／こぎ・といづ峰奪季セ券習疹1才、ツ宇Fドケといつ痩

・状愛β・1・い・5Zとを・彬しUマ、物統酪騰1・＼鷲・・／・

ごあ奨鉢伺》じいでん〆一フ、ct’　Sでんグこ一つ乞／て執している。

　②　肯⑦醒装じ蓮多雇曳’

　麦・＜Ptこごも疇バ艮男aJL古。｝多・し嵩イ参を薦マい／こてど、逮戯

貝マLtぐなマだ了’ぐどンlrこ1～、編胸に室フマ看帆ごもし2

よくい八ず二》し、けんい》～kこ～了ごについマ？辛り窃フマいる，

　④　小挙赦爵がvの恩い出

　者偽毅軒考虐凝蓄勃鞍、ノ或・搾鑓㌢どにフ・・マ盆ツあい・苛あれ

宅にさ（〆しワ・・rlこzをじい5乙・く運橡してい6．

　＠勘鍔砺
　ほとけぼあ5ん¢ぢ告げ、神窟あ祈祷、耳」・さざ防承翌、麗∂謙

　・水守謙・む≦｝どい様と宅，汽渡亨β蘭ず5祭丸嚇8。

　＠　」fil　f’lg”　e　7f　／i？

　灘・＝いも5病Bや1れマ、（迂tえど全滅即吟1＝ぢ1いり・ひどく

難儀げこと、一iZ　ti．］．g以｝嬢乏げ・ユマ淫につ・・て酬・ヴこい

tkEZIあフ　ていろ9
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　　　1滝Pt、め来と果鷹兇

も

識し予
（略号）（氏姦）　（性）　（生　斗）

　A　田島．正実　男明治Zラ辱生撚

　8　高橋秀子　す朗治3ノ穿生れ
　c　森田多賀記すktik　4一漁れ

，へ

セ
リ
ム
〔

オマソラ＿ソ，，ソカラキ允ゼキニビイモン，ク響
Zl　・x　rこvvこにヤφ　よケ夢・く　来て、・るv・◇　毘シナ門Ct　遽．

ノ　ユワレオ　跳．一ジ／　シルでイ〆ザ　オ／キ　／ラー　ヘエ

のいわれレナ　分・　知るコ・・グ　ぢ～・・で瓦？ご艮　μえ

又キ／チる　一キニ　コγドモノ　オリカラ　オヤブヂラーゾ　ヂン／

ねさだ　い‘　1ど6畠　着v・c　ぢヂ～・・γんe・初

てラ．一ニ　　ヘナンS　　　キーチ3　ル／ガ’／一　．アノ　　ビ痴　　モ／サマ
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オ　サンゲテ（茨）ブチコロス｝　ユーテ　：オワエラLテ　　（s

を　　さiブて　　　 βぐ’ｿ，殺’すと　一言’って　垂フv、けら小’て　 （s

ア）‘一ヴ　ラfル　　毛ン0　モ“一一　。　N｝　イ　ノチカラソカ“ラ　s＞／ゲテ　　毛

そうラ多文ゼおりklkO、れうeav・tう。〉，　いPt　yカ・ら　ゾ9　　逃げて　　も

ンド・テRタユーテノー・
　と㌧て　承次と「吉って珊え。

ア　ヤユサ・イタラプットで｝”ラニャィカザ・タ2位
あれ口　宕。て7ざ、，lkら，　？。と　も’どらva　lで　 いヴ獄汐、・1k一ん

4ガ・

拓て．

プット　毛／ドラ’ヤ　イカン。　オコッチョッタヲ

くFつと　　 もとノ聰らねヒ；ガ　　㌧、ワなレ㌧　　9～’こって、，7二ぐら

グズソグズンヨッター　　　JC7　一7　tyター　シマイ　シVイ　コEや

ぐずぐずし？い旅ら

土
一v＼ら。

クズンクスンヨヅタう

つ・v、fっアぐら　　アそいくん．　チぐ・・〈んな脅ごとρぐ”

Fvカマッタラ　シマイヨ。

ぐ・「「　　〈“可“し？、’P（ら　　　　つヵ、「まつ　氏ら　　　lk　｛i〈んcf’．

ソリャ　誌マサンヒF／ンクノムスノ才（βソーの〔cンーの
それ｝で　あ寡旅　　誉め家！フ　　イ彼左　（βん，ノし。）びんん。）

　　　　　　　　　　　　　一，194一



B

ハ

ムサタンデヌヌンデク1レ／ガンデャキづ．（。ンー

族拶も1・xいで盗んで　　来うの9’　v＼り，　（cんん

一。）アノ　ツクー｝ソドケノ　マクング「イチバソ

ん．　）　あ‘（　　っ4e　とIIワ幽の　　4乏　　かぐ　　一ノ番・

タe　（。アー。）

tN．　（cああ。）

ソレγガ’ @ワント　アヅタワヨ。

それv　N”　　つんと、　　あっPく：矛つよ、

ソレカランガ　：エーワヨ。　ソL；クヲンズ7矛〆・

それハらバ　vいよ．それ〃、ら削回．

でヤワオコ・ゾチ劉レモン斎キニ
親ほ．　；ろ塵こ。ていう　　もの衣’諭・ら

，i口／9　∫口．イロ　コーショーシテ

色芝　　　色ぐ　　：交そ歩　 して

ニ　セ：クヤ　　イカソロー．　ぐβ　ソー

レく　　しなつすしげv、kアr4’vτぐろう。　（B　　そク

ンガソ　　ドーシタチ　　ム人クフクシフクヅタラ

　　　　　　　　　　　　　り　刃ぐ　　　どうレ兵フて　　むすσ＼しか、っ六ら

イヅンユーカン毛か汐ルロー．
ノ　2蓮し　　ア鵡　　も’　　カ、カ、うPく“うつ。　交　老歩

ソー　ソー．）　ソ／　ア，イン，グ　ワカ・／

そう　　そう。）　　その　間　　　　 ラ旨い

　シテ　毛ローテ（笑）　（βソーヨ。）

　して　　もらって　　　　 （βそク，。，）

ンデ　ナグヨン　ゴチソーニ　オーテ。

　　　　　　　　　　　　　　　　で　　ゐ終転亀』　　御馳メヒK　　寡．て

　　ンー　　ソ

　　んん　ん

エスランガッ

つらがツ

　　　　ガー　アッテヤノ

　　　　物　　あちらm

コンF’ 堰@tfオ　タテテ
詠度σ　人を　立てて

（fiンー。）　モラウヨー

（sんん。）　　もらうよう

ソー。）　　ソ／　　アインダ

そう。　）　　　その　　戸爵

　　　　　［ツ〃モ

　　　　　　カ．欝も

コーーショ’ンフブ。

　　　　　かで。

　　　　　ムユカ毛

　　　　　っ≒θう

　　　　（P　ソー

　　　　（b　そク

毛ノワン　ゴ’チソー才

丁者1？　　ゴ御馬セ」走1

ギソチソ　トゥx’キリ

，iYつちり　　つめきり
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B

c

A

移

刈

c

t〆

ア
て
一
　
っ

コ
飼

コーチ

飼。て

ソ．

ない．

毛P一タガP
もらっtてη＼．

毛ロータワ。二。一ボ　かタインダク：　カー＝ヤ　／カ

もら・丁・わ・　女覆」7、つv〆とこ｛〈　／飼わ禰亀『町

カイケツズ1レマソデ77カー7V　イ．77ンカ。
　　　　　　　　　メ　メ　　メメメメ
解沢　すbま　2L『　ハ．　／飼わなけ村ゴ　いワ幽η’い，

ソソヤ　チマン去　サゲ　プがナンデ　チャ　ント　ガーニャ　ィヵ’

それ口　　あやんど　　禰　 さがr∫　②　 あやんと　／飼わアXき）re　いワ

ソ。　（cアー。）　（Bンー。）

却い・　（cああ。）　（s　，んん。）

フータイプー　乏ノヨ，：三一。
貨用の脚、う　勧よ。　＋、房か存ぎと

ソレ／デネー　　エーソtiN　）tヂャヅタヲ

それ2・翫．　よいの　μ“っk5

一．）　ナガナカ　ムトクガシ！ンズブ｛

ん。）　　V”・アXv＼　 んハっカ＼しいの　証

ナ　ムヌメワ　オヤ／テモ　ナ・イ　コソデモ

な　娘は．　親臨　払い　子で・レ

　カンドーズル。

　勘当す5．
刀ンドー　ヵ／ドーサレタカ．
メ　ソ　　の　　 うく　　　　　メ　 メ　メ　　ア　　ズ　 ズ　　ウぐ　うぐ

聯当　　二勘当　　ごれ蘇ガ＼．

ヵン1㌧サレタ。（B　ソー　ソーe
雇が当　ぞれ旅，　（β　そう

言。て．

クLタケンだネーぐ。ン／
〈4へたビアをしと’辱≠！3え　（Cん

ソ／ヨーフ←　フンンダヲ

その4’うプ」’　．LS・レPci＋り

ナイキニト　ユーア

ijiV’　P、らと　「言って

　　　）（cアー。）　サー・一・　ソノ

そ）。）　（cああ。）　であ　その
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c

rcンドーサレチ・ッテti　一t一コンF’ナ・ヨチクh
二勘当　ぞ崩ていても　弱ん　ぞあ　三度　heLk’「芦し

Wソガフッ㌧テコン任ンカ”ソデキ外（　fiコ・
てよヵ＼却＼／xさくなザて　　　こと“む　かぐ　　♂5kと　　（β

ソガン　　デキタ。）

　が賢　　できな。）

メ’　ンヨイ。）　ジーッ卦

レ（　溶～易フ1ンご。）　　し）’、、つと

才ノ　乏一　才ララ！モ

ねえ　　しう　　お碁旅ちむ

アキラメテ）アキラメテ

あきら・めて♪　ゐ5らグプて

イ　ソコンテ

て　そこぞ“　め2・1斥し

オ　ンタワヨ。（cンー

を　し森ので、　（cんん

ヤ。て・・転．

二ニョー ｩぐカタン・ギ

々一彦・〃、蘇ぞと　言っ

。でケ穿一ヤンガ　アノ
。　フKくき・・μえぞんかぐ　あの

ム）⊥　フターソン，ガ“

ん．）　その　　」二　ペ　ザ

ツカト　エーゲソド

し刃＼に　　よいけれど畠

忌
み

モド

　　　　　　　　　　　　　　　こど’も

コー　ユーコFニ　ナヅ．タラ才一　（Bマ

こう　いう　こどに仙／’rら翫　 （ね

　　　マタ　コーンヨー二　／プヤンダ／タラ

　　　粁k　　：交ぞ歩　に　行3k“しkリ

　　シヲーコ／ンガ　ナ・イキ　（fi菰隻

　　しか、な　が’e無vカ、ら　（s親汐

　　　　　アソブマシ，一ト

　　　　　　　　ら　　　　　あワまし“うと

／ンデタシ　ノ／ソデタシンデ

　　　　　　■）？・・倉レ　；3’

　　　　　ソー。）（βソー

　　　　　そう∂　（β　そ）

コー　：コ声二　方ツ

いつ　　ことK　　1ジっ

ハジメアコソレイ
1丁びのて　一帯ブし

ソー．）／レンテ

　　　　　そつ。）　そesでt

ユータラ　ァー　アテ・イノ　一才ブ，ネーヤンデャ

　　なら　ああ　わλしの　入でいみえぞんPぐ「

　　　　　　　　け　　　Aグズ7タンキオ巨　ヤヲレタ1’。　（βソー

　　無一理〃、lk；ゴを　f・られ浜ん．倉’3了。（∂んん

　　　アノーエーナカンプマッタラシ
　　　あのづ　vl‘い　／ヂ　吾“・2ら　宏

（βムソカタンギ。）　ムリカタンギ　ヤラ

（B無ζ理v、t；プ。）　　rt無理があ七二ヤ・ら
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しタ｝ウンが協一．（Pンー．ソンアノンガ　アッタ、）　ソbソ

れレん手ぐ。て　籾えv　（Sんん。　そんなの　ハ“　あ，哲。♪　　そ豚

が協一　オケネーヤンガ　ヤマンダエ　刀イコ　77イ＝　イ4ヨッ

バ織，惣・・継姻かぐ　ム田へ　カ＼いQ　・lill胴・弥　行，てい

タラシ！・（夢ンー・フ　ソノ　｝ナリノ　：す声コンガ　ごヨーオぐ

存らしい・　（i　んん・）　その　瞬4　　男　　ヵベ　　6庸

モ　アリ　コ毛　アンタあ。（s　アソヤ，）　■一ケナ　シラン

t　有り　手も　あ。kん7・”7て．〔sあう。）　　犬5な　　・臼

キクカンラン　ユー　ヌモ｝ソンデャッタニrr・一ランノt・　（s
菊　　w・しう　　　宕う　　すもとソ　　　手ぞ㌧　1〈　‘うしv・　　veえ・　　ζβ

ンーのソレ・ガS－vン1⑥オtr7一ヤンニマヨータモソ

んん。）　　それかぐ　た3／こ鼠　犬．きい紹えぞん侭　迷った　　渉の

ヨ，：ホラ．　（s　ンー・）　フ六／アンデ　三7イコズ7イフ　ムヌメ／　ヌ7

よ　はら。　（1んん。）　　そ4itk．ピ　　か・淀vx’ii　l”9，　　イ良《　ガ、

，イゴカイ　ユータラ　ワrrイシン7ブ　キア　テ1・クソ｝“一テ．ネー．

＼・こ／飼層いヒ　言。殊り　わカ＼いしが辱　釆τ　弓％Z、．　ぞ　　心え

（sンー　ンー。）　アノ　77　4コ：才　コクソ　Vエタソナインダ

ρんんんん・）　th・a　か・こを蚕糞El変えkY　fXん

リ　ソイ｝一　テトゥン　Fi　”テ　クしヨッタ　オマラ．

却＼　そ・・っを　　手力歓。て　　　　 ぐれマu衣　　厚ら。

づクソカエタワ＿＿テf　ン　 一・ 磨@ンー。

蚕・糞乏疫えkグ　　争4鉄　．　片．　　んん，

プンf”　’才クターヤンワ　ウン｝　マンタt“　ソノ　Aキン

リ’ge　e‘　入穿い拠え．～んk．　うんと　　2ft　v　その　　と享，

ソ・一v2易一ロクシケバーヤ。タ＝？一ランノー．

’ナ　　フζ　　す　つて　七　Gいμ㌧Prらしの　　ね穴。
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。

／fロ17ンガ’ @ナガ・ソタス7　アンタ“。

　色気かて　無・ウ＼。森ガ＼　字な“。

漉ノンナソンナづターぜンぜン⑤シヲソノ・ガヨ．ソ

んん。　そんア♂　そん穿　　こと〔証　　・全＼・然　　知ら富い　のよ。　　そ

ノ　キテ　クレヨウンノンが毛　ドンプニ　ンア　ヤア　クレヨル
の　　斥Z　　ぐ小てvう　の　毛　　　ど璽んτ♂r　　して　　釆て　ぐ琳てPゑ

ヤラ　ソラ　セヅダ・イ　シグザッ／ク　ワケヨ・ジューブンニャ　ぐ

・《oら．　それロ，　絶対　　知ウなρ、・医　わ4」．　すか　1κ厚．　r

βンー・）　ンラザッ．タ　ワプヨ。不グヤ。　（βンー。♪　サー

Pんんの　　．知らが窟、・k　わげよ，　／茜。　（sんん。♪　ぞ乃

ガイコガインガ　　スンデ　そソ　ドヅテ　　キテ　ヤマンダエ　　イト

履・いこ飼・、・ぐ寸静　もどフて彩　少田へ　艇

トリニ　イ手ヨッタンが才一。滑ン〆。）不ノテ　トモンダチγ
叡り侭　　41『1　nて、・kのiQ（”Pt’惚え．　os　しん。）　そして　

友逢侵
サンニン　　ムス／ンガ　　／キヨァタ　ハコロンデ（β　ンー．）　プー

多入　　娘〆　哲。て・啄と・う♂（脈ん。ク　劾

　ヤ〈ンダノ　ア／　Vマ　クフ／〈ンデ　（βンー．）ヵ．タンti’
　　　　　　　　　　　　メメぎメ　　　　　　　　　　ズアメメ　ム　周　《　　あの　　ム　　ノニ野辺．？”　（6んん。♪　一〃、っ〃ベ

レタト．　，ソノ　オーケナ　オトコンガ’　キテ刀ラ　タ〃ソデ　マ

ijlv　ikんlk㌧て。その　フく5・rx　　男　 が’ @；択てヵ、ら・　　ナノ）　厚

ッつ｝④mタインデイタf・ヨコソシャニ〃ズ7xテ7　・　（

んとク〆　ガ、っ・’♂　　行遼んグπ．プ責劇κ　かがえて梅え。　ぐ

sンー．）ソ滑ゲデ／モンダゲガミソナータヌケテ
1んん。）そのこと？・1　友達が’thんな　助ゲて

クレ〆　タヌゲテ　クレー　コーア　タィテ　ヒゼヅタケンド　ソ

くれ・助って　伸と言。て施漆　叶ん玄陶れど　そ
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コナヘンニタンボシ♪一7ン1“　Y　グレ・／チャーングキアク

こ・あり〆高耕しぞ・解れど　誰　汐　・べ知ぐ
レンラシーワA・弘四ンー一．）／7・ンヲb’隊／ノテソが不

駆アよいらし㌔輝り　　けら。　（Pんんん。）　それ2・　　友　達　　TX”　（7

ソトー　ブツ　1　ケ／サ去ウX　　ユーアネーζ’　」デ　ケイサ｝ク　ン

んヒ侭　でつと　警療へ育。2轟え．　2・・警察

が行クレタ片ヤハチか薄可⑦アたテ。労
バ　 蒸て　（es　P（　と～夕伊　　ハ宏一守＃〈を　　あのラ　フうわど

ヒゾがシエコイノDが茜・外・〔Pン～）チラグ
東　へ　葱’畝　とこう〆。宏イうグ．（βんん。♪　ちらグ

。li　V7一ヤンノメーミエ列才毛一タヲネー（Bン
・と　亡い姉姻の　厨へ妃話と　舷次り献　ζβん

一．♪ハヤオサエチ・ッタ彦ンが茅一．凹ンー．）示ンデ
ん。）　　甲くも　つ“N　2・之でいkん　　∫壱2弱κ，　（’　1）んん。♪　それZ・

ぐ一 @ソー　ユー　不ワヤ　ナりηヨンyプ屍　ナ〃ッ．タキ　・＝〔Pン

護る　そう　・ゆ　〔巧　イ卯し？i・’■　勧、・lt〃、らρん

一の」「・　7デ蕊鳳嬬7キタワケヨ・　（βンーソ〆
／〈：。）　それぞ　　も　もどっで　　家氏　わげ♂。　ピβんん　そウ

ガ。）ケンド　ソノ　カ・イシャンが才一　アノー　クチエ　〃イシ

ム）騨ど　その　，A．雅　一・N’t　4ka・kあのう　内へ　EN　rt

ヤエキチュー　アダグワセキニソオモ・アマモルコト
へ　釆マ・う　聞　鼠　嚢雁と　狩。τ　イ多　詑

ブゲ牲ケ沙（βンーソト／デワ）ンー階シ毛ンド
　　　　　　　　　　　　　　　　｛フ　　できラ厚れど（lsんん．　うト　でIO　 んん　　デ主　復

ソヤマ毛レンキニホンデニンノハノニアノーソノ才
　四　　守撚》いV、ら　それ7’　湧勿　　幡多κ　ノ）aう　そth　＝ら’

　　　　　　　　　　　　　　一200一



3一

一ケナセ／／がアル惣ぐβンー。）不ンデソコエイ
あ’卸∫　畷糸工場バ　あ初、ウ．　（珍んんのそれ㍗　そこく行

7ト　ユー　づPデ才一・（Sンーe）ソっマ・デ　ニンゲチヨ
けと　いう　　こヒ　込栂ん。　（Bんん，）　そ二狩・　　　逃．・デ？

ッ烈ユーコ材チチ〃ラ物サレタワヨ．（・ン～）
’吹と・ウこ廷　又・・シ　廓ワ梯わ♂．（βそう．ク

イー③ソンナホ・デム柳・耗アンタラジ．

ぽい　そん取　それ？“　イ無理かなき“む　　あっならしい。

あ・旅・　あ・脈・　漁理ガ、森、プも　　あ。氏。　彦ぐ9んあ，次の〃鉱，無

　　　　い狸ガ、数3πta
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②琵集。

①やドb？ネオ「肛）1」。「嫁¢インドを扱く」℃貧あ嫁角薯と
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19》ま・承9：銑・’Nしで4）、妻づ㌃気潟↑あ6。麺渕卜　y．／1－eご窃る
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の刷詞，エタんぐa・努菰卜1？こAles　xeご薮去す）。プ毎調偽に勧き

重ち’づとする、冷灰撹臼夏暁でsらう．

＠ノ・ナれ亀。

③戚舳，
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5．看⑦服翠z遊戯

葱手
（田均）（氏名＞

　A　田島正実
　B　商為秀テ

　e

㈹　（生年）

男明♪俊嚇却
で身分3！一移れ

森・9多簸や夫正縛翅

A・ソ／ナー　モッF
　　4ん　・“・　9　も。～

　　・）オマ／ラーノ

　　・）ちなゾゴこ9　05

　　、。クぜヨ．

　　いrこe・ね。

B

7・レイ・・ナ／・モ。アイチノー（8ンー

吉い　話　t：七。て才ア・マaa　k（眠ん

コン htノ　才リ俘ヤ・　ド／ナ　カマヨ　シ／チ

zビtの所ににごん「g馳駅こマ
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2・　’？ネー．（3ンーe）・・加オへ・・カマオベク・三
寸リィよえ．（9んん。）1芝・・ユゾ1￥、1鈴壌ge＜．　x・り

　　　　　　　　シ々ラシー冬一ρ
　1汽！l…i　・L　k。

喰，傷ヤ。ク。ヤ。窮ド・ガ蓉　プィワ・ζじ　ト溝．
醤X・．也／・。一tp．／・かころでbt　仏・で・（C　とても・

）ツベ／ガ’イナ／ザラ　ミエ・レモ／残舵（起ソーヨ・
）　尻　 ヅ　 ヤ偽4gt・　児之ろ　むρ｝！t’ρ・c　（呂ヤう↓。

）ミ・一｝・　一一ヤッウワヨ．才ナ・ゴオ。（B／一．）㌔一

）みkv　一（P7汽Ciで。す　レ．（5んん・）・㌻ロ
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ワ　セ。／　クノ

1芝節句の

2）

ツベてクソト

反笠くりと

ユー　ラタンガ
　あ　　　　　　　

いり　歌　ガ

ア・ク7ヨ・（
あ。〆こあで。

B

A

B

オナ・ゴノコワ　ナキエー。
　すの　子μ　メ．玄い｝之いる・

病コーノ　ジ／ダイこ　ナッタラ　アシモ　・＼。キリ　ジブ／ガ㌧

　学救α労寺4Xll　’幽rこ94＝7tも　12・5ク　向多’グ

ワリ・ト　シタ　コLオ　ヨー　オ，X’工先一／カ’》マー　ワリコ

いたす9》1△Q～レ　£〈　覚’ヒ7・・）e’こ　ゴあいXこず

トノ　タイ　ウイ〉急　一／ラ謬　ノー．　つグコトノ　クミワ　タイ
　　　メドスメ　　　やくア　メ　ア　　ソ

弓あ　メ気　ノ＜♪浮　　だ　れ　え・　い／こずζあ　葱旦μ　たい

テイ　イ，竃・レバ’一　アタシモ　ワ〃⇒　シタ、

ゴい　ン＼っ■いるく倶＼　わ八し毛　いたずIPI〆こ。

アタ％　ナキミプ沸・・夕．び　ソー畑・）（芙）アタ
らlz（1芝　メ主1トみやだう　く。（A　ケづヲ・イよ→　　　 あ八

茶　ゾ・ガイセゴが如一アノーサ牲ナラソ茜
こ艮　存多1＼　う9〈　グ　）あくマ14え。　え．の言に字ウんで・

ウロー　　まりャ　。　セ＿》盗　／ニ　　サキ乙　　アクシメ　ガ　サキョ。

、だろうρζ・　」響ρ～噸ド　え‘＝　おな｛　ザ　え　よ。

ソノ　ソノ　トシ／ギノ　ヒトノザ　アトエ　ナラン考ツタ。

ft　a　・2（　Pt　淀　C・1　人　グ　猿へ　∵C，Cブ・・いk．

フ々ンノ　ココ才　　ビッ　シリ　ケノレ〆ヂ譜　ノー・　ホソト　コカ

あ△tPt　ここ》　lsっ傷づ　疏るKだ4よえ，ρほん～にここ艮

ビッ　シり　才マー　　コηサブタニ　 ナ、　ゐッ　ウ。　ケラレテ　ケラ

いつ℃　なも。一　ρ・でぬブこにな3マい／こ・　渥就ら召マ　uY，nc
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A

レテ　 ソー　 ビッ　シリ

9れゴ　うつ　～9フ亨ゆづ

マー　トモ／グをンドーシγガ’ケ／カオ

望あ　 麦　達　 ～n　志　グ　けしP・ン

ワ　ケ／刀オ　t／ガ’　フシ／ギン沸一ト

にけん・’レいふ伽く禾妥議だと
Cシケ・ド・ノワ⑤ヤ。、回

　　輕蔑で忌B鳥艮w。／、　iO　i）

　　リ　ナカサレノレ　モノワ

　　リ　3立ザ5れう　渚μ

ケトノぐサ・一i・’　e（cア・モの

蹴と反’5Bマ。（cあA℃。）

シφフ，　イマノ　コ

1たざ・　〈外あ　チ

オモワ～ヨ。

思づPtさ・

シ汐ρ．ゴドヒ．

軽蔑これる。ミどもあ

ナヵサレヨッタワヨ。
～主ザこれていたわ弍、

トキ・ニ　ヤソへρ

Z　3”C’．　trt”t？．　／？e

注丸

（）　 「ノ（　a　ど　羅；、・0・／ナ／こも　軽　マ’‘あろ　づ　。

②「ソ．、鍵づ1冷湖こえる。

③，鰍為憩ρ・、

㊥t⑦ゼli、デに近，い。

②シデドウ侮清いP碁軽蔑され・・じ宛梱や憎め
／れて睡臥・威レ持・マいる鳥ζぢも1＼にわとヴ）銚ゑ、

④この激・］k　as　”ジ立ザ舗る・と輪廻ズ磁さ描・
と敵｛ムザ、承来艮「為孝・獣》ぜをフa’1りごみ？する」＜／t　’、

曝。
　カ？1に加エ（隷5・膳蒙）トめ1ガン・・嗣斜嵐持．
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6．・ト・学記法ず）く銚 思い　訟

エク

難乏守

σ僧号）⊂氏迄）　（こに）　（宅　寿）

A　 、9島正実’　男明治2ラ耳主れ
　　　　ニレ　　　　　ゑ
B　 向縞秀ラ　 云朗鴻3～一年芝れ

。　森＞v多算恵一ケ夫正4一手笈れ

e

B

A

c・

ソノ　ジブンノ　ソノ　ジラ’ンノ

ラρ～　2璋分あ　そ跳　靖寺分・⑦

ノ　ジプ／ワ　ハナ　八入　マノ　マ尺

et婦分1し＼ナヘト・・マz

潟ヲゲガ　オマゾラーノ　ジブンワ
だっ　た　ゾ　 あ×，〆こた90｝　丑寺多’L？

アアイラー一　イx　イス。（しイ　イェ
　　　　　　　　　　　　ススメ　　　　　　　　　　　　　　あメメズ4っ！＝し！こ亨1芝イエ　／iス。　CCイ　イエ

ーカ。　）八ナ　イェ　 イ又　イエ

ゐ
魂

力

一
糾

三
三

　　ン　　　ガ　　アテイラー
　　　グ　　わ！こ1「s’？”

ミノ　 カサ　 カラカサ／

ミノ　ヵサ　 カラカ→ナ

　　ゾドンナ　ガマッタ。
と蝿　ノし　「K’　　6；～　　〆ごフ　　〆こ　。

イ尺・）ンー・（じソ
イス。）兇！＜二。（c　・そ・

　　　　　　　　　　　　　　イzみ。
づワ’。）八ナ　イエ　イス　イエ　イスと、

〆カ“ヤ／ラーノ　ジノダイニワナ＝カネ　㌔一イク允グ
多貨匁さLkgPt　N寺e弍乙zL？お2しv・れ激　秀　まb

ゴワ　モー　オ尺xザックカネ（？

・該1，2・しi　芽乏之ζボe…／こ夢・4よ。

オシエ9　別シ功・ウ／オシt9。オソエ9．㌔一イクS
澱え八　数えrこ　づん　被え！こ・救え／こ。　教蓄　初
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A

3ク／：ゴワ

　喪に
アノ　シヤノ

師式Pt
シアソザテ

｛あげ”1

／ガ

才シ　オソエタ。
　　　アメ　あ　メメメみ　さ

なし　Gsしえ〆こ9

　オリニワ　センセイノガ’　コー
才メ㌃一‘kび芝　え璽二＿　 ρ圏こ　こう

コー　 ンヤノラも　一工　ヘイッ　テ

サ
び
上

オ
ン
ぴ

海
竜

｝　
ア
㌣
鴻
プ

ー
フ

タキ

A

　　　t5式　易へ　入・マ象后みK一　V

一！i　Kケイレイオ　ン■ラtヤ　イカ鴫グヴネー．
ゾ最祉序しンとマい’・’‘瑠こい（プ惣・z洲試え・

ヤブ　ク　・マソ　ウ　ウ／　う一／　ヤツ　ク　マン　9　ラ／P　 ソノe
穆IZ　鍔 ！＝　うメし　うラk．ig，　／＝　薦　〆こ　う∠一。　 2セρ5

ソノ趨乞一　トキニベ・・ノデア（契）　マ・卦
へそ砧ず～マいろとトに旋9∴　士マ　　　tskとL：
ヒトノア奴・クエ（芙）　・一　ウ㌧ブイ鬼一キ尋
入あ　瀕あビへ　　　　 こう　うフむいている・弱点

rg、隊）（篇＿）・マ・ウワタ％一一一“（X’）tt・　”一ト　ソ

え，。　　　　　 ）司っ　八　‘1一，／こし抹．　　　（Sんbじ　ケ

リ，　エー　ワスレ／、　志ソデ’脳モワ　タベゐラレン　ム
れ》　蔑れζれγい。　やれでぢ芋億k（ミゴいてNいσtgいと

～ア（災）　イーヨッタ。シキノ　ト㌣＝㌔　　テ／｛た一セ．トゥソ

玄・て　9．マい／こ・式thとき1＝R天兼却

舞　キソデ／℃㌧／茜　工一アノー。（し　ソー　ソー・）

だ　紀え節　だと”観てねえ・びヤづヤう・）

マ並ワ　アッタモ，ク

前bl　あ・1こ4！・

づマワ　　ヘイカノ　　藩　　シソ毛　　ナごモ　　ナソ漏　　　　ヘイキソヂ’

全9tア登下。）s　与、真・必有・1　一向　 手気で

　　　　　　　　　　　　一215一



c

ミヨしケンド争一　アノ　ジγダイト　ユ・一　モノワ　（B　アタシ

況マいろけ遜どイよえああR季イ）くと

xこgtの

才ノかて㍉　イカザ》タキ乙ネー

「書’う　～i＞A～・～　ご9あ！こと

ココロカ　ラ　　オゾ　ガ’ミ　ヨッ　タ

B

e

A

ぢがゴ∵け川ハ・1ナネ・ρち！こヲ・！鼻之バこe・9　ぢジ∠でい八

土9
es　9．

キ。一6・夷〆ゴ牌一シ＝，　5②ソ。，frtシン・Yg．
　教奪伽　勲ン4之え．s・K・い　予撚と　義、索Pt　言召

）・feト（しソー・）　ソレオ　エー一一1’ボェ九ラ㌔　・？PV／

’書と（じkん・）そ諏レ覚えζれマいγければ卒

k一
董に
ゼヨ．。

あよ。

ソしナ

それン

サセ／F　エークキニ（じ　ソー　ソー・）キビシカツ9
で「一ぜf♂”v＼d”ii；フ〆こe・9（二。！　’e？’う　ラう。）さ・ψビ（ρ㌧～Pこ

ナライハジメニ　＋＝e一　エワサしア

習いL才ヒあ1＝’x　krlNわ一liもされマ蔑

　　　　　　一工一　 ユ・ワ“P：7　タリ　 ンクラ

　　　　　　説えCrカ；　！てり　1たウ

　イカ・ゐウワn．

サイサイ

→針しタワ。　’ソ＝～ッ　幾グ

」れr渦つ。つ影kリ

ヤラフヤ

やζ「ボさぞいけ「di’偽△4・を。

疹一ンンノ　惣一力ゐノ　イチベソサヤLワ
修身Pt蕨sg　＆　a－8　えへμ
ラも　クゾこゴ’ノガ’　ノ17　つちックネーρカナラズ

　　ノこコ

々　塚

ノこコツ　テρ

多蒙・マ

クづ
、
菌

げ㌔
敦

ノッ　｝n　ッ　タネー。

滋　一目　ゲ　あ，マい△ぬえ・ザな・ζず謎．マ・＼△ね之。
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　　．工一ρ

　　ええ。

B　ソー　ソー　ソー

A

（ン

B

　　　　　　　　　ノヅ　チョ　ッ　タ。　ソー　　　ノッ　・チョ　ッ　ク　ヨ　　水ソデ’

そづ　そう　窺つ　のっゴいた，ええ　の・マい六・　やれマ耳「

　ソレオ　 ホ／デ　エー　ヨマン／1碧・・一ナ　 モノワ　ソトゥンギヨー

　それをそれで一三むごB9くでさ争・工う㌃滝に　亭　董

ヅヂキ沿　工一テ。（じ　マ。コドヂヤ・）
（？　でき・i・いと　重ワマ。ご。　A！ぐ　ブら）

マー　　ト・一　ジワ　　キu　一イ　ク　ワ　　キビンユ　カッ　ク　ノー・　（Bキビシ

eG　J6剛マ激一％1ずeび串z・da　k・ご時ひ馬1
カヅ　ク。）イ　マ　F　　う一ソこゴ　一　テ・

〃・。△。）今と　噛っ　て。

マッ　コト　キビンカッタ。　ンー　 キビンカックρ

！ことtk　さび／ρ’・た、∠え　きひ：亀！脇！こ・

ア抄うー・陸アタ・オ物工・デ⑤ヤ，ネ。マン
f訴ノ

窃△し△9函とさ＄たしv　礒マ・老洋！で・7卑

イア　方マント　エーモソがアクシオ勃ゴデロクネ／
湾争一τ　谷・ぼあ望いという潅グ　あ！丸しレ　域　でき・参

＝　　ナヅ　タ。（Aソー　　ソ　一　　ソ＝）（cアー　　ソ～カ．）　mクネノx・・　ナヅ

しk　　「xっ　　rこρ（A’そt　う　　　そ　　一う　　　一2il　　づ夕）（掃そうv；）　　フーく　毒・　　し＝　　　〈；べつ

テ　アダ〉多　一一　mクネ／　イテ（cソー　ソーのへ一カラ　マー

マ紅u∫六＃　行・マ（c以んん・）そ教・・ウ鋳

／ゴト／がコドナラ／キニじクネノイアマタァ、逃
社考・t在勘丁似袖・9ピ玉算チ・マーt△ちの￥

一　Ptクネゾ　づカンる　：ゴネ／　イテ：iit’一。Ce　／一。）ジェーサソ
メメ　　スメ　ソ　　

　　点キ　行。ない，ゑ年号・マ4よえ・cc・とんb十　L

　　　　　　　　　　　　　－217一



　ノ　1’曽ニ　アノ　オカーノ　サトエネ・一　イみコノ　ニ9一ボ’Ut

　の路卜＄　Pt　9・い筋　’yへ編・・t：　Oiす身ド

　イヶ　イケ　（cンー／。）　ヤうしア　イヤソヂ　タマうザッタ

　卿～伊（㌦んん）・剛贈・贈で八エ曾叙・
　ケンド　オカー／ヵ”　ナクヨーニ　ユーロー。セカラ　オカ＿ソガ

　CWtビ9・あさんが　タ平ぐ芝づに言うだろう。やれ9尋かあさんヅ

　　ム／ゴイヨー＝　オモーア　づ9。　ナ；オモワズ＼一一　イタワヨ。

　　’むごい2うに，忍っゴ？3／こ。湾ξぐもろ之・ずトイ。たわ乏。

　　（c　／．）イタV／i：N　ミ。一・一F／ゴトワ　セ／砺クソヂ
　　（cん・）ξア。a‘ナれビ　突嬉偽e～“制‘才　いズ　宏ヱだ

　・？　一1タ・（じ　ア㍉）（kウ大）九一サ・バーン轟モノノー・

　　っ八9（c窃あP）　　　ナ　三ぐ9いだ℃畠4Q　k。

　力又工ノ。
　激之寿a．

C　アテンク♪　キa　一ゾゲイワ　オノナバッ　カリ　ymク＝一／霧　“，ク

　わ！こ～とこク～　kづだ’い1才　一々　1才っ〃・リ　六ノ、！ぐ・r丸

　キニノー、（Bンー。）　ビ／試一ノナガデわナんヵワ
　e’くね乞。（Bんん）　貧乏ρ1　・ナ　マ・・　すにv・リ

　　ロクニー／ラ塔　ッ　クキニ・　→ナー　 オ’rテネーヤ／ラーゾガ’ン　 ガ㌧　コ

　　λKだっムグ9であ　果さい者診5民Xこ～ゲ　学投

　一L　づクニャ　ネー　 アノ　シウノ　シ9ノ　ヘシノ　コンド’モオ

　へ娠野鴨第あ￥易デ6多ボ各こビ6ン
　　オーテゾ　　ガ》　コー：t　　イタトう　ぜρ　（B　ンー／タ　）　　ンー

　　肇。マ　そ手下へ行。たんだ㌧マ。（巳んんん・）えi〈．

　叶一テソ　　ガ’ッ　コーエ　　イタ｝ン　　ガ’ッ　コー工．o

　　鄭マ　そ技へfy7　rしとク・？＆へ。
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β　 アテE　 モγ｝ごッ　ア　 キア　セ，カラ　マタ　ンンづトγガ’　ユトニ

　　￥・？　・；しももこ》ゴ　毅輪《鉱it　e・∵　挫劇

　　ナラ／ヤ／　づ’・一／2一：ニ　イヵで㌔　　イカ／　ニーテン　ガ》コー一

　　f‘いへ・姻そ＆へ伽・覗ゴいけ仏・ビもマ　学救・

　　・しづ〆ザ・一。（c　ソー　ンー・）69ト・ロゾガ’ミンナ

　へ行，rび・厩。C・kんκん・）年〆＝ところv・み奴

　　一　セィトソ刀“　・ヨメサノガソ　ヵ㍉　コーt　キク　エーテ　ソレ

　　　　生捷V’t嫁鼠グ　学殺へ珈・と量。マ欄

　　／ガ’／ヤゾデ　クマライ／デ　（・ア＿一．）　モー　ケンP

　　ゾ　いNで！こ3　C　・g〈マ　（cGAS，）・1う（ryLビ

　　・zうネソワ　マー　ソ㌧・も一S　5＞、（e／一。）　ソF・〉

　　六訓芝鵡　卒　業　lkpびんk。）　卒
　　／三一Yアへ．カう　ナ＝ヨ・茜キー　ンラギ9”tx
　　ま　しマft　“・・C・澱ごちすぐezもネ登へ

　　ヤウ。

　　来！・・

滝記

①／。5i・ヒu／i・　4，t，／・）S　o｝　tk〔。・・e｝　uJo層協3。・≠

｝けエ．（rsむイえオが一薮）9］するn

②レけ一工で・の気心であろづ，

（うサ・エ1？、翻欧嶋・・菊磁であろづ、
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7．遮儒習俗

鳶｛手

（切各号）（氏姦）　e崖）　ぐ生　 与）

A　鴫正実　男明海ヲ穿劉・（

B議秀ラ畑膨／辱騨
G森田多麩す六正勝鋸

A

s

〃シ冷一テ㌧マソお昼づ／茜ρユー・一ナ
）茎崎ど玄っマ　っ写9　Mとけbt嘉fえだ≧　重う‡う？

コトオ　ナニカヨ　キーテ　ホトァバーエ　キキニ　イ9　コト

でと》叙だ君購貿1む1ナ1拓へ闇きに序〆こZ～

ゾが　アノゾガカヨ。

v＼　窃り　グ）9・イよσ

ア・・．（Aアル・・・）俣）ア／マワノ＼・一x％〃
ある。（△　窃る9・叔・）　　　ちえiり　早　ぐ　主）〈

ト・・ナレタヤ＝ホリャ。（A／一・）溢ジントヘナレ
～　稿注淑八ザ9　159。　（Aええ・）　主　・〈．X　殉佳燃

ゴドゼガ％一ジ／ガミアアカラ④魂一クけブ停
マど・t9“・主んe’こな・〈彰費・ζニナ九1・1　Jz　・）卜

才ヤアヂノ　コト・ぐ一。カシ　イーE・テ　シンケイヤミ＝　ナ・

ぢセじ。，〉てどliザリ言。　nいマ2：・？襲やみにな。

タ　キ　ニ　　ノ　一　。　木　／デ’　＝　産　　一　ク　ニチ　ブ　リニ　　　コ7　ド　モノ　カ”　　》／

Xze・ζdよえ。ケAマ“ニナ九loJ・：りに　ミこもヲ’“死
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A

B

ソドラロー。

しだろう。

ロト　sft一テ

ろう～思っマ
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マェ．〆ガ’　トレルでノデ　 カシテ　クレンカト　ユ．一テネー。　（9

来v・剥しる1・で麺マぐ撫い・・eち禰え・（・

　ソ＿　 ／一ρ）　ソー　 ユ．一1ヨー一．ナ　 ジ9　一キョーソラ㌦　“1夕界

んL　 ノぐん。）　 ヤう　、・うようく（　 ♪lx　　》ん　　 ／ご㌧　 ／く4K

㍉（Bンー・）マエ・ホ・デヒ・・シー・（・．　F／
z・（9K．．　・K．・）前aそ老〔でrv　kzch　Kの

タンボ’オ　カッテ　ンヨル　ヒャクショーワ　ソレワ　ミジメナ

田圃を～考　マ物いる石魏に々ψしにみ1’し繍

ミみナモ／残。タワ・・（9ソー■　fS・ト・tt・）
み　 こ一ts）・と一　　も0～　ど’ごフ　　rこ　ρ｝　さσ　　（呂　　ヤ　 う　　rごフ　　　 1こ　ち　ラ9　）

ムカシワ　コ9v　ソト　ビ／ボ’シφ　ワケミ1ネー一・・。

一昔　ム之　同母　分　　・貧・乏1〈　わけ∫4aえ・

ビソSi　一シタ。

貧乏｛△・

コ斗　ソト　ビソfrJシタ・

ひビく貧乏之鳥
ピ／ボーシ女、

貧乏1《。

渡蟹も

①稿了ごグず拠とめマ、赤ぐなり9s“む・

④・錨」の麺繍3，
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　　　　　にしその　き　　　きんかい　　　お　と　こう　こ　ぐち

III．長崎県西彼杵郡琴海町尾戸郷小口

収録・文字化担当者愛宕八郎康隆



A．工事斜壁とその方言陀つveて

1．地点名

ナがサキケン　xxシソノま『グン　　キンルイ馬一　オ　メゴー　　　　　　　　　　　　　　　　　コク｝
一長蒋：県西彼狩郡i聴町雇戸甥P小ロ

2，『文録IVtz点のオ既観

（位置）西彼杵半島輔練岸蕨出しでいる尾戸半島突瑞雌置

　　　　乙てのる。

（交通）対岸の義二秋ナガクラ♪へ肝心2便。分吉丸が㊥テ‘rr　Vlるit

　　　すき’．な鳴融’民ズクール蔚みが魏・ク乞悪善へ亀

　　　　・でいる・土地・丸鳩魯家肝船（・ノ・型♪縁脚∠τ美嫉へ

　　　疾：る。匁お、匿路ぼ、尾戸ヂ凝〉菱づトρま遍廻ク乙なけ握ぼ」麦

　　　浦へ行け跡便である。

（地勢）三方、海外園ま牝貨後ta・・J・高い山地である．田挺泥乏乙

　　　く．畑肥述それ偉ど多くない・

（行政区威の変動）

　　　連邦守代隣邸の勅イ初令隊（欝肉細鞍な∂
　　　は，大村藩：家毛剃箔氏に停められthが1／1・ロ労P餐の啄は、藩

　　　主によ・て縮洛セれて吋・．β肪｝ス峰、表く，小創欧

　　　　　　西彼着那一章癖才↑彦戸卿

　　　に属しでいなが㌦その彼、昭牟ロ44年の行政：改革一淀よク．琴・

　　　海四脚・な）　fa．触赦，獅卿．1曜葡教雛
　　　ソン　　　才寸の二才丁の合イかんよって放つ疲めのである。

（戸教・人ロ）

　　　小ロ筍5落のア：数は8／戸．入口3タ5㌧《．である、ぢ奮みre

　　　琴海町のア敦2ノ％ア、．〈U’Ct・8853K　Z一ある。〈〃75．6／Pt

　　　狂〉
（主な産業）
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　　　半農率i魚形態の部券で珍るが、それも．大’方ぼ諒震形態て・

　　　ある。例之ば、専蒙農釈ぽ4アtCすぎデ、護灸尊業題家も

　　　／0朝駆ぐある．農業でぱ，粥鴇のごまが、亥編のκ・宏

　　　耕や衝重づ霧グなどグあク、適業て・（x、重て糊漁．　瀞走網’

　　　煮，一兵珠履殖㌻と・かある。

（宗薮フ全戸、H蓮京て葡る。

3。弓ヌ：・録しi2r’方薬の特色

①方言区画よの位置・騰棲誘方言との聞事

　小口方’言ば、もとより、肥前方畜：に包；捨され、肥前方言の掃徴ぎ

内具しているが．ミれを参ナ乙楽焼置的κ留ると，小ζ7方官ぼ・方官

区画的凋畿西彼国方言（西彼行墨画域の方言．ちなみ旅．この字

言‘礁例之ば，島原牛島皇宮や表博ヂ島方言，元笏革具などと汀吏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソあ　メする）｝2属し．その中で，者分宕（’トロ方宮）は、外海方官（9率

鯨の贈錫辮方叡穴稽秘プ肋妨属する。ただ，小躍
大村轡離岸馬下ホしでいる尾アヂ島の史端紅ク．ソ（芋控ク携：（東

’方）匠脇むことか噛で｛るとミろvaあグ，ずでん．2コ気録地鳶の概’擁

の頂でもふれぬ虞う旅，画く’大打鳴被思し、擢での往ミ果るク’な

‘ノ盛んで“あっfaこと・もあグ、いくeGtl“くかの大才守二3’言：とのか〃、わグ’合

ψ襲季むこどびできない。これな，ひとり小τ7’方’言〃ζ躍らず噂，穴才す

シ加捧伽，例之1移尼場方容（跨津町）rcついても，i地のG■

が，その鳶董指摘しているのば働聴に値しよう．殊婬小ρぼ、辺：勝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハジクナ　　　ナグシ　　　　　　　　　　　　　マク　へら　バ需今P落（旧壱ρ雰名・で宮之‘ゴ．又塞衛㌦杉；尾．の張r岳・・多亭）が大村藩

叡老．冤馬装の箔のるところて一あっなのに対して，小ロ今ρ疹のみぼ

欝主直轄の地であったど客やれる。そのよづな薦．異が羨ζつたの偉、

藩が、小汁幻聴（農尻鉱毒搏つ）の稲の利用価値を認めでのこと

だ・thと言ね＃zいる・小藩と大村va2rどのか。’わヲの塚＆裳禦わ

せ：る．
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②音韻よ：の才藍色

　（｛一ラ表〕

u
㎞
撤
創
痕
別
ω

η
ヒ
D
圃
9
P
憩

。　a　e
ho　ha　he

ko　Ka　ke

ge　ga　ge

so　sa　se

20　7a　7e

　　ca　ce

to　ta　te

do　da　de

瞬O　na　Re

セO　γa　ヒe

po　Pa　pe

be　ba　be

mo　粗a　粕e

　　N　　　T

　
げ
き
　

る
ユ
　
の
エ
　
げ
ユ
　

ほ
オ
　

ロ
ヨ

膨
－
占

　
h
L
K
σ
φ
S
7
C

）u　）o　）a

hja　hjo　hja

畔kjO　KJa

sj’u　gJo　gja

sju　sjo　sja

卯巧02Jd
cju　cjo　cja

韻　　 nj　u　γり◎　捻jδ

yi　ricj　M　rJo　lja

P三　　　pj　u　Fし10　　Pj｝a

bl　　切U　bjo　切a

ml　　何U吻0　殉a

（wo）　wa

kvva

gwa

　　〔音声的特徴：〕

上表；’？：炎って．｝li貢砿説9可’ずる。

　・／e／贈るところt・Z　’莞入中’eve・r∫eエ〔」e〕（例えば〔je・tsiJ．

　　（jent∫i）わが審：）か濁ら影〉れるグフ．　これぼし／e／と解；釈される。

　o「き↓格助噂言司のところtま、ふつう「ハ；’　」であるか、9守として「「ヲA

　　（〔wの）て一sることがある。e“’．これ1わ恒掌的π実理するtのz－

　　tdiい・　（WO）　と　したゆえ，んて・・ある。

　OVN／ja，K》吟は表示して、〈なwか㌦含P分・的’に．〔na3ahesawja：〕（痴

　　れ｝収），　fn・a・vja：tot：el（なおしてaδ・いて）などか尻られること

　　ewあグ　、　ま　た．（kwi：tnOPt〕　（”食へr牧7）　aよう　va　〔Kwi〕　O．鼻〔らザZる

　　ことがある。
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。kwaば〔kwa∫j〕（東6），〔iくwai〕（会）．gwaぱr8wa・3iセεu〕（九・ff）

　など，主Xして．老卑着va毘られる。

・8U’8。，9a，9e’9i商U，即，騨9モーラの音脅蘇卿¢・そ
　Kそれ・〔gu〕’（90〕，〔ga〕’〔se〕，〔Eli〕，〔Sju〕，fsjσ〕，〔gj改〕で・あ）

て．〔D〕ば・語中、諺屠・舗らρ4Cることばなし・・

・se，　zeでは・〔∫emba］　〈し創ナ紹め，〔∫・：9・〕（せいごく蜘・］’

　型のく・の〉），〔ka3e〕（風）のようRな’ハ汀蓋化V一・Ey＃費va屡ら

　れる。

。za．z泌聞聴して客えば，〔dの〔dzの・〔di）〔d21〕と〔tru〕・〔zi〕と

　を区男弓しなva。

　〔注冒ず博き静徴的事象〕

（A），母’意関で慈

　（t）　（ev　i　）　〉　（一L．　U）

　　タグサトル’（冴跡取グ）．ヨッタル（4人♪，アル’才ツタ（あ

　　　・てva　fa）．トル才ツタ（取・てVl　fa），スルオッタ（摺・r

　　wセ）
　　などのよう1・Z　，（V　」がPのとなるのナ多く憂い出される。こa

　　湯量，ラ行辞令隔は〔Uとなワやずい。

　　　フトノX’ン（一畷），フトツかン（一才国み♪，フッタチ（ノ〈尾，、

　　　フキー（多ノさt2）

　　など凸，〔ヒ：〕が（ア〕となる（〔Cj〕〉〔蚤U〕）のも，比較爵ケよく互い

　　出ミれる。taかva，「シヌオッタA（死んで一一いた）の（ni）〉〔nu〕

　　ぬ夏うれる。

　（2）　（一vB　〉　frve）

　　　デケン（で驚ない）、オケテ（起きで）．ヘーシテン（一y銘乏

　　　～バ：カーレ（～｛ごがグ）

　（3）　（o）　〉　（u），　（“v　o）　〉　（tv　u）

　　　オミ（薄♪，ヤボイシヤ（薮医者）．ヨガマス（ゆかめる）
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（A’）．寄騎関係

　（1）・今・β’、そ宍』蓮，ず覧て・＼〔0：〕のところ0・“〔U：〕と実i覆されるbのグff血

　　つ。
　　　〔U：ka〕多い，〔U：1〈a：5e〕大，罫，〔U：m17u〕大・」〈．〔30gjしミ：〕5～俵．

　　　（η13i　va　kj　u＝〕糎られよう

　（2）〔ai〕の町銑

　　　呵a・baη〕毎鴫〔lp・∫a・〕一杯，〔tja・t・1炊いて．〔∫alte〕注

　　　いで．〔nagja二te〕流して

　　このようyz　．多く〔へja；ユ潜窟れるψ阪時鳩〔sα七ε；〕（
　　老急イ奉）　や　〔～3ura：〕　（へ・ぐ　ら　い　）　と　な　る　こ　とカいある　。

　（3）〔oi〕の獄「窃乙

　　　（he：七e〕干して，〔ke：da〕扱いだ㌧

　　などのようva，〔Oi〕の相互珂払Ie：〕ゲ、時々あらDれる。

　㈲〔Ul］の鰯化

　　　τ∫i・ta〕伽馬廻t磁〕伽劾．眈d・〕唱いて
　　f9どのよ：〉～2、〔Ul〕の労丹4i鴛訂諮ζ（i：）b’一、　fi5’ぞあら4つれる。

（B）．オ発音4～Cff象

　　当シ也では、ギ発イ律化斑象冶・”厨互押しい。すなわち．

　　　主椿の「の2……・カジクン　ウーか　家族P”多w

　　　逢俸格の「のゴー才ミ≧ナカラ毎の中．フッ撃墜ヒニEr・・）

　　　　　　　　　　　N・タ三でクサ　田の孕；

　　　”　y（　・　M｝“…一一一ビーキ≧ナレバ病気n食れば

　　　理体訊のうえge一コi　フネ　こD・ra．ソ≧コうその頃

　　　　　　　　　　　は，アン　フト　あの入

　　　助蜘「で（，・「ど

　　　祐」　「なKども4

　　　のう宅灰・……・…幽～デン　～ドン　～ナイドン
　　　　　　　　　　　　　＿　　 ♪　　　　　’　内一隔　　ノ　　　　　　　　　　　　　～

　　以よのぽか旅．「カZサマ」（神様）、「アLx　3（綱，，「ト

　　≧ニサ≧」（巖様・）ノ　「ナ≧かA（残い）やラ4ひ一音師「リ」（卜
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Zノクッ　〕恢ワ除ける）．「ル4（ドギャン　ス」li　t　ナ｛・ec“

）するねk。）．nレa（クとa　＜耗b）など幅ひろく夏）’

宏ミれb。

（の。促音化現象

　　当地の促’等化颯象b．先の才発背4と理象と並んで耳ム閉しい。

　　ラ行者節の「ワ、「ノレA「レ、．か行青節の「カ』「ク2．タ

　　行音節の「h、などに，　よく段られるグ．　「リa　「）レ」「レ」

　　に関’しては．Dで述べる。

　　　アッヵ　イロ　赤い邑．タz．カ　ヤマ　高肋∠ム．ワ2ニカ　フ

　　　ト　差い人．サルキニ：7カ　・歩き陀くい

　　などのよう碇．力言能形容痴7での「カ」「クAザ．lt’”e・化する

　　づ頃釘が日麦ぬしい。まな、

　　　oミカンバ　ウエライタエター・下町差櫃之bれkんよ。

　　　es（一ホン才ライタッター。一テ乙て謝ら4t　thんよ．

　　のように．こ文木額1（転成・の）の「卜夕一」の「卜」ガプ気管イζす

　　るのを始め，　「ナカッジャ　　ナカa　（ないのZ－tatない）のよう

　　レz，交中の率：体助嘩河r卜・P一，看胃蝦塩婬よ・て促で斎4と：ずる。f

　　褒．「～　アックチ」（～入達）など幽〃2む「卜」の促・・iE｝一化か

　　見られ9。

（D），　ラ開音節の笈容

　　当地1のラ行音節』ぱ，さまセまな茨容を示す。

　（1＞イ足Aa化：プ頃向

　　　「りa　一・…一～ヨッか　　～よリ0、ノ　クッジャッタ　　〈ソ（

　　　　　　　　縁）だった

　　　rルa……一ハッタ　券寅。スッhワ　す5のぱ，ノミオント

　　　　　　　　ユート．・飲んだりしているとUtうと

　　　「レー…・1ニダッアロ　謬かが

　（2＞驚下野傾薗
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　「リ3「｝レa「レ」に覧られることは．ずでレ2，Bで述へ；旋。

（3）長令化｛頃愉

　ラ行を節卸分が㌦：菊褄研奮の’長4奮促かわる畷象炉．tnti　gk：勾pよく

　璽v省ざれる。

　　フトー　一人ノナマコみ一　なまこ採ヲ，ナッター　ズル

　　なつ1姪りする．ヒバ“ンシー　テ」禦の？†

（4）脱落

　　イマヨか　今よりか　〈rり」の脱落〉

　　トッコテン　ところてん　〈rロ」の瞠落〉

㈲．者便

　（ηイ看便

　　　力’エノレオライタ　帰って3’られな

　　　コギ才ライタ　扱mでみら昇th

　　など．眼られはするカv、「～才ラシタ講の「シ．．1めところ詑．

　　いわゆるイ者便かあらわれるρ

　ωウ者便

　　　ツツーデ　包んで　ヌーデ飲んで●

　　これらば、老年肴レ2見られる。

（F）．矢登呼現象

　　’長・令音Pが、笹呼されるあのが：臥られる。

　　　サンづ’a　3丁．でッシュかン　一週間．ナゴマデ　遅，くま

　　　て榊

（CT）．将徴tS？一長一k

　　意地5にはノ文表畷のits看ab　Pのう之va．特．翼な一長呼現象：があらわれ

　　る。厨一影奪の諮卸であれば’、ミまうて巻該養呼現象があらわ

　　れ’るとこ雲眼らなしつ炉・、　わりと厘ア蔑乙てwuるものめあ，る。　（づ列．

　　バッチンメーン）　いずれπせよ、委呼の起る場合，娼βの
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　　前接音節に高看があソ〆長者金ρで．乙やくるtク控下吟ずる。

　　　クーノレ　くソと縁♪，ミャー，ク　腋　，イーク　行く．

　　　シ，、一ズ　（なくて．タブール食べる，iンヤ＝チガーシ

　　　しゃにち新しノバ’ッチンメMシ　薯微ノソイカール　それ0’

　　　ら．イットヤハいカーン　　しどゴらくの，閉喚

（H）．文アクセント傾’向

　　適地の文アクセント傾向吹つのてば．今ヶしくわとく述丁るA“

　　巴τ’あるが、ここで・ば．るつと6得徴：幻な文アクセントづ頭〔向（

　　つまり1食．文アクセン〉の型）　を指楠’する陀とこ’めるeその型

　　というのば、諮畜P上に夏られるrL．．＿＿」［である・

　　　o一ノ　　イマゴラー　　アノ　　ズジベー　・・……　。

　　　o～　 カクりサレ　カクリサレトレバ’一…’一一e
　　　o　～　　ユーナベー　　2『ジ：ゴロマデー　一一。

　　　。アー　ハ　ヨンジューネン　才マェ9　d■　一　イク　ジブン

　　　　ナ一一　ナカッタッジャッグロー。ああ．ぼ　　40与（前）み前

　　　　靴ちザ行くレ箆1ま’な汐’つた人だったうう。

③文落よこの身長色

　（｛）シ主aすへ：●S表多感法

　　　0～シmンバ　デケンゆ　　～（なければいけない。

　　　。～シxンバジャロー。　一x．…しなけれぜ帽ナ々mんだろ

　　　　　　　　　　　　　　　　ラ。

　　　o～シワエン。〈不能の表現〉～かできなw。
　（ユ）文末詞落

　　　ナー　・ネー・ノー　　／　　ヤー・；ヨー　　／ザL・ザイ　・ゾー

　　　／ヵ一・キャー

　　　トー／テー／eン／バジ／サー

ザィナ　一一．カナー．hカナー．モンナ〔．　Fナー，バナ．ト

バ’ナ
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　　ザイネー．カネー．トバイネー．トネー，丑ン，ネノクネー．

　　ダイニヤ

　　カノ　／ト…ヨー．ハ“y一．1・バヨ／トゾー．トヅー，1・ヂ

　　イ／トカノFキv一／hノぐ／トテー／Fザー／タ
　　一．トター．eンタ　／タイレ，タイcr　／ダー．ダイ．グ

　　ーイ　／Fコレ・トケー

　当柁の文末立てコよ、「ノー』がふるわず，t「バイ」か憂ら賓な

　V｝　o

（3）敬語漬

　rシャ1レ」系の「ス」（未溶彫「サAノ連用’形「シa）か盗ん

　で．ごく言い隣／《放誘。並んで「ラス」ζ憂られる。また、r

　ナサ，レ」からの「ナノレ3．「ナサリマX」からの「ナスk（更

際昭ま．奉撫ゲナッセ∫ナ。シ・・．運剛彫けシわ命
　’令・形「ナフシx」e一あるのみ）e’Vあるe”、「ナ又Aか上．vaゑつ。

　いわゆる丁奪の助勃観としてば、ザデ又、「マ為かあり、あ

　らla　a・六感現認謡いられる．・マス、の命令形ta　「マクシm。

　である。

（4）棲続法

　¢・棲続詞「

　　V・わゆる贋揚の『〉のと：乙てば、

　　　’ソリカラ・ソッJ2iラ。ソンテノソソテ・：テ（そ夷で♪、

　　　ナラ（｛珈なら）eナur（そ4Zなら）・アロ（そft㌘ら）

　　などがあソ＿逆捲のものとして1欲．

　　　ソンジ：9ン（従けどめ♪．アフテ（疲ちZ）

　　などかツある。

　9．棲痂助祠
　　「ラ：ユ「ケン」t「バ隔kぱ．1心落のものであるψツ、」毫緯の名の

　　としてぱ、

　　　ナンドン・ナンドンカーノタイドンノドーン・ドンカ．ナ

　　　ンシarン・ジ9ン．トニ
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　　なと・・があワ・多穿多で・ある。なかでrナンドン」「夕’イドン」

　　は・、それ．それrナレド丑」「タレド乏2va発するもので．右

　　態の；夢象である。

（6）遷ジ重態叙法

　多く　、　「～才ノレAかつ訂いられるψw、β手〃～”　～…ヨノレ”毛あら

　われる・爾ゆ者kZ用p彦；上の．差異ぱな）｝。

（6）断定蕗の助動言訂

　主に、「ジャ」（疲案πぱ、連承前の「ジャッタ。．堆量形の

　rジャロ」があるのみ）が屠いられ、rヤAぼ、での，推一三彫・”

　ヤ∬aととも終’：若年者々亙られか“ちであるσ断定の鰻re峡

　t「ジマイロ．もよく屠VAられるか、9＄　va「ヤイur」も閉かれ6。

　「ジャロ！ジャイm。耐塩凱用法よ｛まとんど菱らない．ま

　th．る地淀ば、・である．からのめのxS之られるrジャノレ、

　P・・，　aわめτ盛んで、符婬・～モンジヤ♪レケン．が慣飾獄

　として頻二出する。

（の瓦書訂彦

　主裕表示の「ノ．（ま砲まtrン、）が蛮んで一あるか、蒔κ・あ

　もあらわれる。連体；椿の「コドンガ’　トヤ」（手々の頃）のr

　ガ’」も運：られる。「ぎ議裕ぱ、多く「バ軸n㍗表環：される0”、瑳：

　与：着て“ぱ、9＄　t「z「ヲA八間かれる。「へ議裕ぼ、「二Aであら

　わされることが多＜．「サミャn「サニャ」「サネ2・6用いら

　れる．搭助調の「からaば、誉詑τ配ノ「ガラ議であるが、rカ

　ーカラカマレタ・・（蚊に喰ね駅た。）、「7ネカラ　イキ

　才ッタ・3（船で逸っで・へ表。＞v　t’a厨彦かある。まh、孝

　体助詞「卜」ぱ，3わめてよく行なわれている。

　係助詞「ば、ぼ，双のようta府在形をとる。

　　ムカシャー　管はノラザキアタソ？一　テ癒あ々クば．

　　イマ：：ゴラー　今頃ぼ

　饗乱・娠ンタヘンナ。（わか家で｛a）ば、玉込形の抑で

　ある。
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　ほe一　ta注目冒すギき助詞’としてぼ．「テロユ　（ダッチU　カ』エル

　オ’ッ　ハー一…ヨー。講かが簡ジ弔っZ））るわよ。）．「チャ」（イク

　トキ6セ　ぞテ＜fff　Z・6），「キ～ヤ」（モライギ’ヤ　イク。貰い

　に行く）などか触ある。

（8涌宕

　動詞｝？ぱ、「ウウツ．（植える），「タブソaC倹べる），「

　オクッ」（起竃る）のようlt二畷藁葺Pのるのが，よく行なわ梶

　てψる・ま彪，事例容言可，‘ii多容動言司1よ、終止・運1晒蝋ばt「タッカ、

　（高い），rギユーカ」（急な）のよLうに、5ケ誌諮・尾皿形ぐ縫：

　一され一区別がない。7お、　「クル満（季る）ぼ、芙通誇での

　「弓了くAに労る。

（9）接辞

　　キャークサレテ　腐っτしま・）て

　　ヒッチ・ゴーテ　。違，って

　　ヒンヨがメギャータリ　ゆがませなり

　　ヒッ　トデ’ア　　とび出して

　　フキスエトッテ　そのままにしておいて

　なとの「キャー．「ヒソ．「ピン。「ヒッ』t「　7キ」が見ら

　れk・

4。その確
　〔ナ膨薫麗定の理：宙〕一長崎県隆‡也｛｝Pの’方言オズ泥をづヤ塾する．有力な一

　　　班点どすることかrひきるから。加7年置．吾P落の規換，まとまり

　　　カw冷婚でノ当地出身の：かき専攻の学生の協力噛得ることがで’き

　　　るψ’ら。

　（協力着の氏石ユ予尾芙和子氏，平尾掌太即比

　〔協力内：容〕平尾美和5Crcに司会役としてa協力のぼij・　va，生診鐙

　　　としZの・砦方言の庫翻心鰍乞で協力軸承・乎reT太彦賦

　　　は・予尾・炎勅5氏のう（で．生粋の工鑓ぺ．で，農1・漁業菱矛箆験t

　　　ており，やばリ，方言の斜面的な解謳で協彩奢得た・

　　　　　　　　　　　　　　　一259一



B．表記シ2ついて

　　　（つ長’音のr－」て．半’長・・育藤7タ事象．を・bあらPずことueした。

　　　（2♪イエの麦記にぽ．〔ブe〕の～まウ、択・〔jeコit」塗いものる含め苑。

　　　〈3）〔al）のi訂説ど管：襲含んでの、　ラ」ヤー　，　ミャー．　；ギヤー　．　ヒ。ヤ　｛な

　　　　u’・（St・・ぞれぞ’れ・〔tja：〕，伽ja；L〔Sla：」，［pja：］n音をあらわし．

　　　　テァーぱ〔tε：〕をあらPす。

　　　cm　rキーモン・（食べ物）の「キー。（a　・fKwi：〕捻延く聞こ之る

　　　　ガ、　クィ　て“あらわすの淀オ愈拡かあったので・，ラ主盆乙でことわっth。

　　　（S）一ノ壱，ア族’音表記2とつぬρw、抜t之ぱ“、「サン　オ；一t　一」　（セ

　　　　の捧），rサーイ、（「で4z」と回書つれる）のrサ、ぱ、lj　k（5な

　　　　〔Sa〕て晒ぱなくて、〔sa〕と〔＄0〕の｝’霧酢音と毛簾こえて微妙である。

　　　　ラ主記’㍗ぱ〔Sり｝とし7いるが、、この矛璽の者一かヘテープのあちミち

　　　　vaあらわれる。

一260一



C。牧録丙容め概説．注記

！，タイトル’　「轟弥りの諮、・’”‘vt「心愛’縮婚窮銘、

2。録肯年耳日『晒和51年（19％年）4罠｛旧

3。録音賜所潜ロ訟、う各氏宅愈湊間

4．話し手

（醜名⊃　（性）（生年）　（職歴・役職歴）

藩σ誠冶　　穿　穴正4tZi　三軸・町会議匿

罵工Vミ

ぢ．録音覆境

・女・　朗’沿30年　　農業

（居住歴）（言謡蘇辮蜘

クト俵歴なし方∵言ブ三宿7

　　　　　度ク’なク

　　　　　島い。

外づ主歴訪し方言保穿

　　　　　全島い。

録音環魔臨響がな応接間（と害。てS．くだσた雰團疑の）て・

蝕5であ・た．夜だ、蒔に車が通るので一部倹・fa・厨二者逆

馬客．？尾Mv　5（訂会者）の2eて’ある．画題の雇閉嶋もッ

とも1げ・農くla’い夜。方滋として．あウ0・じあ，当：地渥合’》た¢盗題

表を作ジノこれ底諮し5の・・一…人、蒲ロ誠浴肉に残し、亭情をよく

説晒い含・諮襲してもらっ庭。し旅がって．平尾美釦子さんぽ．

訂’含着とはいうものの．文客通ワのそれて・はなく、’含諮の涜れが

スムーズva運ぶよう，尻守ク授めようなゑ笏をと・て貰った。乎・

尾さんは、エ滅人て・．齎ロ氏，とは遮滅レz当る．尾kさんとt，じ

ip　5βζん衝鐡がある。まk、愛宕ば、理場浅体験すべく1可薄しft

が、ぽとんど登三洋ないよ5欠努あぬ。もとよグ、嚢宕ぱ、録景

に臨む前ta、詫；し手となじみ縄乙む好間芝設～ナ、場か聖くなら包

vaよう湧乙慮しtζ。
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1．タイトノレ

2。鎌音年fis

3．録音場所

4，話しs
　（氏名）　　（性）

　幽卿政右衡ア亨1翼

「正月の諮」（ノ喰野勧諮」

　H解穿Z75ソ年：（1（176年）　6　月’6　ヨ

ヤケ中ユヱさる宅，居室

（蒙年♪　　（職屋・役轍歴）　（房住歴）

朗溜0年壌業教脅委翼　タ｝ブ主夏女レ

竹中　スエ　衡爾斎2タ三 農案

rr．録音環虎

　　即席者ぱ、愛宕，

　　つとゐ’⑤｝くだ’vA　k。方彦と乙て．

　題表門初、
　　2よくti　gNし会詫蔽して毛らっ殆

　　ぼ，訂参：看とt・xいうものの．

外づ室歴なし

（言諮確微）

方言es．　hg

愛かをク

るい．

方言條有

罷るい．

　　　　　　　　乎即下鋼各（訂AA者♪の2名。話麺の．展闘起弓

　　　　　　　　　　　　　　　　あらかびめ．当地婬’含フゑ諺

　　　　　　これ2諮しテの一人、th　MJ政石欝κ衡契押し、茅滑

　　　　　　　　　　　　　　　。しながって、乎屈巣勿3ぐん

　　　　　　　　　　　　　文字遍ヅのそれで16t　’Vく．含諮の就

れがズ4一スκ運βぐよs・ぽるの平々陀発官を亡てる夕づよう々

しk・乎尾ぐんICt　．工陀：入z・，ぬ博底と獄劉戦τ・ある。v中zエ

ミんzむ．じ9うぶる衝訟かある．ま夜，俊彦ぼ．瑠痂鮒奏蕨ず

べく2干した々t’、縫どんと発客しな）・ように努あた。必と♂ク，

’髪鳥越、鎌者蛍臨む前次，搬〃Sとなひむ痔闘2殺～プ、場ゲ聖く

ならなしA爵乙慮しko
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1，藷作ヲの話

診しチ

（鵬） （氏　・｛｝）　絃） （生年）

A　　庸ワ誠冶　　鯉　　穴正4年生れ
B　　尼．1　サミ　　女　　瞬斎3G年！t［　＆c

A

B

　　　　　　　　　　　　　　くり
マイチバーンイマワマーシーカ　ツクワガ㌧ハタケジャー
ま　　一　番　　　今は　 まろ　爵ゑ、隼リb・・　　丈匿τは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　くカ
　マソユーカクガアルケンカーモィそノー
　ま　佼穫が　　あるから　　　必ラ　嘗藷髪
（3）

イそノー

甘脚藷を

A　ンー　ナ

うん

　（4）

ツクランケン。

d皆らないから。

B　テ　ツクラ…・・

A

B

A

B

f？ら

ソンドン　ヤフハ“ソー　ム方シ7　マー　，イモツクソガ

tご‘ナど　　ヤ・ぼ。グ　　昔・は　　まあ　　甘藷：タ鴇ラか“

イIEiガ

甘藷が

シxン£ンジャッタケン　ナー、
，専・門；かったからta　Z。

アー　イモックワが　シェン鷺ンジャッタナン　イEガー

ああ　甘藷：づ筆ワか　専所だうたψ’ら　　　　サ・s弩　v”
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A

s

A

B

A

B

A

s

A

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ε）
イ乏デン　ィそデー　モー　ソ／　／一カワ　ケィザィバ　ィチネ
メド　ぜぶメみ　ざオ

甘藷て勧甘藷て“も　若ラ　その　濃：家ば　綴済を　　一三顧「

ンカンノ　ヤッワ　コメヨソEi　イ｛ジャ1ンタ｝ジャリケン　ナ㍉

脅　　　やつ（：程療）は米よグゐ　甘藷だっ必のジゼグらね之。

イモ：ジャッタ　ト。

す藷だ・たんよ．

　　　　（6）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
ソシテ　イマぞダー　ソー　ナカッタケン　コソヤ　ココン　コニン

そして　　今設で’ば　　ぞう　なグ5旋ψ・ら　　こ梶ば　　ここの　　家

チノ　マエモ　　エー　ナンガー　アワヤ

の　　壁厚　　　え之　　イ解が　　 あれば

オー一　V力方ラ　Z上■　t　　wネノ　キテー。
犬阪から　　　　聴きな寂各が　　式阪船が　　 やつτ承て。

才幽ザかカラ　7みカ　ダンベブネ／　キテー　プみか　7ネノ

大阪から　　　六．豊い　 団早船か“

タンベブネ／　キテー、

　団早稲か　やつで柴て。

キタ　キタ。
やって来ブ之やって家た。

アソヤ　ミノズケジーッテ

あれは　蓑助爺・

認鵜㌘ノ（護嚇

　　　　　　　　（g）
ミノスケジー／　ミドコロ　コケ

　　　　　　　　　　嚢助・爺が　　　　　　 ここに

やつτ塞て　メこさい　＃Sが

　　イーヨッタur一　ダー。
　　言噛ってのあを“ろうよ。

～スケ

オンドンが

私たちby

ビッタワ　キヨッ外グン　ナー・

いっtCt　Oい　　凍でvaたんた“ψ・ら麹之。
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B

A

B

A

B

A

ンキヨッタトー。ココン。
ラ！しやつ1ζ家でい彪んま。　ここ～z。

コケー　ヤー。

ここitか梶s？　z。

ココン　サカヤン　ハナニャ　ヨンニュ　ッケオソタ　ト。

ここの　ラ魯履の　　夕下目ば　　物くさん（諺〃つつ1ナてm疲んよ。

ココノ　：コ／　ハナン　ドコラ　アオアオシテエテ　シarコワ　7

ここの　　この　　タ乞の　　ヲツケ’弍　　　ノ寄馳々とていて　　　　ノき！漢　　　わ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）
カランジャッタトジャル　そン。　イマコソ　コがン　アソシナッ

からないの露。th／C鳶“から。　　　　今こぞ　　この£5ve　湊亀くなって

トレドン　モー　チョット　イマカラー　ワシドンガ　フシガ　コ

いるげれどφt5　x陰うtて　脚力・ら　　私たちbv　名が

ドンガ　トキチャ　ゴジューネンマエ、ゴジューネンモ：スレバ

5どta蒔でも　80年前。　　　　80制すると
　　　　　　　　　　　　　（1の
（B－Vt一，，，，s．SEI，li37　tt一一）紮ζ三1

コ

7一ン。
　うん、

アオアオシテ　ミエンジャッタ　ト。　ヨイヨー　モ　シロモー

者烈て（底の駐な〃’販んよ．　　！まん・zebラ／A〈t

ア7タト。ソ’ヌ：リャrt　一キナマイモックリがS一．イチ

あ魂ん鵡　　そうすると　　夫きな　ま　す藷保リク》　　一
　　　　　　　　　　　　　　（の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（｛2）

バン　エー　マ　才モナ　サク鼠ツ　ンージャッタトジャラー。ソ

’番　　ええ　ま　　主な　　作物オζ㍉なん多ゼうう。

一スレ・バー　ソノ　ダイタイ　　イそツクンノ　　コテッチーテー　ア

ゼう錫ど　その　だ・・たい　甘藩葎’ノの　こととい・て　琳ば

　　　　　　　　　　　　　一265～



B

A

B

A

B

A

B

ラ　タネ・イ看バー　シオッタ　ト。　アラー　ノー　ナエトコッテ
　　二野∫Fワ（の｛t夢）を《ていたんよ。　　あれ（at　　ね之　　 苗ノ朱72

　イーオッタロー。　マッパー。

　富ってし、ただろう。　　 ヤ》っ‘誌θクσ

（笑）　イ乏ド：コッテ　イーオンタ・

　　　　藷床って言っτいた。

イモドコッテ　イーオッタタイノー。　イ＝ヒドユー。　イモドコ

藷床。て　宕。ていたよ拘え・　　藷床。　　藷原凄

ヲフシェーテーアフンエトケバドンクリャバカースレバ
　　f？。て　　あ　d7　7　z　iF’t7　ta“どの繧皮くらv・　するど

アリガ　イモ：バ　ンヤーテ　ヨカゴト　メダチオッタロ　汐一。

あれグ　藷を　　さして　　よいよづκ　芽が出でいをだろうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　G3）
　　　　　　　　　　　らに　　　　　　　ややアッテー　シモー　シクヴツコロ　　スレバーイマサストジャ
　　　　　　くアメ
ほら　　　　　6ラ　4尽頃’z　　すると　　　今　　く1すんた“

ノレ　乏ン。

　るの。
く　ラ

ウーン　タウエァカ“ソー。

うん　　田枢えあか鱒ク。

ンー。

　うん。

ヤッパ　＝方ゲツモ

ヤっは。ソ　2か耳毛
（i5）

ドー　（笑）　イEワ

どうして　　　・藷は

　イマゴロンゴト

　　今レ貧のtう～ζ

0ツ
　
　
。
7
舟
ク
6

クロ

　カカリオッタロ　カ　イモ：Fcrン　ナカニ．
　かかってい旋だ’ろうカ、　務ノネ：の　　iil”て“。

　　ソギャンハヨモエンE一ン。イマ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　xx潔x　　そんtd’　b？　写く　游之ない　b　to・

（沖つ纂㌘誘ζバ僚∴㌃φ
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ム
q
R
｝

A

A

B

イマゴロンゴト　ソノ　ビニルバ　カプシェンケン　ナー。　ンニ

　’今じ貢のま♪～ζ　その　ヒ“ニールを　被：せないから　　ねえ。　　うん。

　　　　　　　　　　　　　（16）

硫磁昏睡∫。．巖（A竃鍔」マ裏ζつ

（｝リ

ァノー　シオッタ　ト。

あの　　しτい巧んぼ。

　　　　　　　　　　　　　　　　（t8）
ハヨー　デクレバ　タウエマエー　オスカラ｛　タウ・エノ　スギテ

早く　で宣ると　田才遵前lz　遅いと　　wj植が　避ざて

カラ　サシオッタ　タイナー。

P’ら　一さしてeeジ2ん庇“よね之。

サシオッタ　ト。

　ミ！してい1をんよ。

（ゆ

イぐサシガ　シンドージャッタ　ター。
　　　藷さしが　・苦労だ）庭よ。

　　　（2e）

ζ）銘霊ぎ盆

マナントユーテモソンソントージワズイカヨリカイ
　　　　　　　　　　　アおアどどま　なんと　官っでる　　　　ゼの　当・跨！¢　西払、よりも
　　　　　　　　　　　　　　　　　（2D　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22）

今バ“ン　シュナ　サク芒ツトシタラ　イモツクール4ギツクーノレ。

一番　主な　作扮と乙てば　甘藷作ソ　参作り．
ら

ワン。

　うん。
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A

B

ハ

B

A

B

A

B

ムギバヤッハσリ　ソ／　モー　シトビス～　ナッデカラ　コゲー

一夢を　や。ば・ク　その　もう　’4斗イ表9？　な・でから　こん叡ζ

ドクジッピョー　トッダ　コトノ　アッタ　ゾー。

　60俵　　　　とつ凄　こと’か隔あ。慶よお・、

ウン。

うん。

　　　　　　（23）
ア／　ア／　タビ／キそ　オマエタチノ　ウェバ　アズコバ　ハッ

あの　あの　タビンキも　あん疲fa　bの（ズ駒♪よ感　あそeを　8

タン　ソクットッタテ　ィ乏バ。

反　　づ影でい旋が 藷を．

も　　　　　ヘ

ワーノ。

うん。

ココノ　ブラクジャ　イチバン　タイシ・ヤッタ　テ『。

ここの　壱P落では　一番　　 大粁♂ぜっ必グ。

ウーン。

うん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（24）

　ハタラキ才ッタケン。　ワシガ　ヘイタイ　イクマエジャック

　イ動V》ていたから　　　秘がv　兵隊於　4テくぼて“海ち凄汐鴨

テー。　プンマントー　サンマン　サッサッササンマーン　コ茎
　　　　どズ　どぢぜズ　おぜ　　　　　　　　　　　　　　　　　　メメメ　　ぢドえ　ヨメ

　　　　　3万と　　　3：万　　　　　　　　　　3万

ンカ　イクラカ　ゴシェンェントカ　イモベ　ウットッタ。

5㌧4かいくら、ψ、　8’チノ写とti、　　　野島　　売っでい1ぞ。

ソーソー。　ソギャン　ウワオッタ　ト．　4カシャ。

ぞ）そ）。　　ぞんな捉売っでい重ん誌。　菅！訟。
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ラ主記

（D「シーカ＝の「シー」織．〔ui〕の湖4〒｝釘訂ど。

（2）（3）「イモノー」の「ノー”は、主裕「ox“a　l？タ守応ずるON一、：文功歓

　工　、　これを　「を」　匠言尺した。

（4）畜いミ：しの表理。

⑤「ケイザイバ」と・を藷搭π蓑理乙て》、る〃・“、文脈よは、「ぱ誌

　とあるべ廷ところ。　ρケイザ’イ議ぱ、「孜λ㍊陀辺二い。

（θ『イマそダー・は、「イママデワー．の縮形。

⑦「ココン　エンチノ　マエモー一凱蒲ロ菰帽向をの訪己．の

　葱で＼そこがラ勘裕の一包婬誉・ていて、大阪の団早事〃・停泊乙

　死。きれらの稲ぱ、蚤箆旅甘藷圭買）・付けRネ夜若の。

（8）「ミロ＝コレ」と誕ノ欝τこえる。意味不9亙b

（9）「シナットレドンユの「シAは接頭辞。

（1。）「アショ」は「アソaの拗1音イ乙。

（の「サクマツ」の「マ」は〔取りユit辺く聞こ瞑る・

（の『ソースレバー2は．以下Ptも多幽するが、誰：者（庸ロ向）の

　う風入薫くが頃危了と鼠られろ。

⑬「スレベ」と「イマ」との闇に．ことばあ薦略グある。「4jii

　頃taさすと芽芝摩す。だから、参さすえだもの。”の意こ。

（i4）ここに・一一v見屠突n「タウraア」ググ”とかrロクグワーッ」〃い

　劣ているかに駿えるのば・諮者が、藷の芽出す週期凄，ふど、

　勝四二頭諏土層後η・らであろう。

（IS）「ドー」は『ドーシテ」2言い・O’けたもの．

σのrクウェ」は、後出の「タウエマエ　シャータール」を言い1出

　そうとしなるのと思わ梶る。

（i7）「アノー2ば間授詞。

（i8）rオスカラーAは．rオソカリャ」（．遅かれば）の者kx。

㈹「イマサシガ㌔の「マ“IO〔mつ〕に近く聞こ測る。

（2の「ビンタ」は、　kか，5ぐゼのことで，rビンタウチAと毛宮づ　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ（2り（22）「イEツクーノレ」．「ムギツクール／」などのようPt、下瞭輝

　　　　　　　　　　　　　一269～



　γz一長者化するのt6t、1痔敏鍾て・ある、寵出。

（23）「タビノキ」は地名で、琴海町利根原ラ即タブ／木。

（Z4）「ン」は、かす∂’に聞こえる。

ゐ
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2．奉こぎ・参すソの話

諮し手

（略譜　（禽　　E）

　A　蒲ロ二王
　B　．尾Xケミ

ウ微

男
女

　（生　　菊

大正4年庄れ

眠治30年生れ

B

A

B

A

B

方ンジャッタ。

di．　NAた、た・

シ＝ンバデケーーデー
一千歯て“　扱いて“。

ハ9ケンクソ

畑の端へ

　の　　　　　　　　　　　　　　ザ

　ンェンハノ

　チ歯か

カヤラン：ゴト

一テ　
て
ッ
い

し
r
、

タ
お
イ
て
　
伽
テ
τ
ツ
）

りク
ツ
ヒ＼デバンエシンエシンπシンB

モ
符
／
　　　xxxxxx　　　　　　　　　　　チ菌て・
　　　　　　　　（2）
シトッテ　アシバ　キビツケトッテ

　　　　（・チ歯の）碑を彩び“っけCb’PtZそ5乙て

　　　ケーデイノデヤテ
　　　才凄いτ・　才鼠ってさて

Cン

返らないSうにぼおいて

ハタケンクリカラ
実田の　　メ続〉から

リ　
グ
ク
く
ツ
フ

ヒ
ひ
）

テシ｛ソ
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A

B

A

R
μ
A

　　　　　　（3）　　　　　　　　　（4）　　　　　　　　　（ぢ）

ソーソー。　ハラ　アスコン　トミー　アノー　ナンバ　カゲが

　　　　　　　　　　　　　　　ぞうそ♪。　あら　あそこの　　　　　あの　　どこよりもEPsAp’一

ヨカ　｛ンジャ1レケンハジェ／キノ　シタノ　ナンノッチ　キノ

よい　みのだから　　　はぜの木の　　　下の　　何のと宮って　木の

紅（Bつノ溜ぼ糠才薮㍍．ノ篇ン
　ハシン　トコ　オッテ　サ＿。　ムギバ　トィヨス　モナ　トィ

　端の　ところ婬あ’）て　ねえ・　　毒を　　取ソ寄せる芳ば駅ク

　　　　（6）
ヨス。　アー　シエッテ　：コギオッタ　ター．

軸る。　ああ　　：愛急って　　；扱いでい海んよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（の
シ＝ッテ　コギオッター。　ケーデ　モッテキア　へ一7　シノシ

競。て　飛軒て・いた、　　扱曜・符・驚て　一チして　実‘・に

テーホンナコテー　アギャン
　　ぽんとう旅t　　　　あんなll　（つらいイt箏；～6きな・ウ・っプセσ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）
寝∫朔s筆♂蒜雲（Bソ「yンシカ　シヤエン　ぞんなlt乙ip、　て“eない）

　　　　（9）　　　　　　　　　　　　　　　　（le）
　アン　ハシカノ　ヌカットバ　アノー　ムギバー　ジカ“ジ’ガ　ス

　あの　扱ぎかすか　　ぐミるのを　　あの　　　拶・盛　　　　ジガジ：ガ“する

ットバー　カマズン　ナキャ　ツメクーデサー。

のを　　　かまずの　中詮　　葬めこんでねえ。
　　　　　　　　　　　　　　　（の
カマスンナキャ　ツメクーデ
かますの　　中舵　　言参め竜んで鴨

ソィバ　エンチャン　そッテギテ　アグテー　ソノレバ　ァノー　ン

それを　象へ　　符ちク昂・て　上ゲτ　それを　あの　ん

一　ムギスッテ　ユーテ　4ギスッキカイッテユテ　アッタ　ター、

　　拶・すソといって　　・参すク筏械・といって　　あっ委んよ観
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B

A

アッター・

あ・た。

　　　　（12）　（f3）譲夷瀦姦窟（B笑）31ごノ銘，留二ぼ．

ハバノ　コゲンナ　　t：ロ　ナ方ツタ正7一。　：コノ　ハンダ’イノゴタ

ウか一　　こんななば衣くはなかったろう。　　この　飯各ぐらmだ。

一　 e

B

A

B

A

B

A

ソヤヤンマテワ　ヒ：ロ　ナカッタ。

そんな按までは　　ノ云くぼ　なかった。

ババノ　サン　ババノ　ニシャクゴズンバッカリ　アッタロ：〃．
中が’　　3　　　「ヴか轍　　2天δ手くらい　　　　　　　　あっ海ろうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）
ニシセクゴスンバッカツ　アッタロづタッタ。　ナがレノ　才一力
　2尺5’すくらい　　　　　　　　あっZを，S’づだった。　　　一長ぐが　　　あ．よそ

タ　イッケンバカソ　アッタ　ぞソナー・

　　一間くらい　　　あっ後　毛のねえ・

アッタ。

あっ々。

オーカタ　イッ　イッケンマデワ　ナカッタロ。　オーカタ　イッ
　　　　　アズアメ
およセ「　　　　　一闘蒙τツぼ　　なか）冷ろう．　　お・よそ　　一

ケン　　コー　アッタ。

間　　乏互二く　　あ）た。

　　　　　　　　　　　　（t5）
工並コ　アッタローガ。
　　　　　　　　　　　　へ一間　 之黒く　　あ）たううが。

ゴ函商館リ憂捲∵c完）惣疋廊誘
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B

A

B

A

B

A

　　　　　ソシァ　アシェワ

　　　　　そこて　　汗は

バ　カブソ：オッタ　タイナー。

を　　カ㍉3ぐっていた　 よねえ。

アミガサバー

編み笠を
　　　C18）
エ≧　ジミガサバー。

ああ　ジミ笠を。

アーン。　ジミガサバッカシャ

ああ。　　ジミ笠は“かワ

　トコッテ才トコッチャ
男とい・て　男て唱

　　　　　　（t6）
ソヨーホンヲ

両方を

マー　ヤク　サンジャク　ク　ナンジャクニ　サンジャクニ　ゴ％
　　　　　　　　　　　　　スメメボメど　アぶズアアメ
まあ　約　　3尺　　　　　　3尺it　　　　3尺に　　　5天
　　　◎？）

一ク　コレガ　タダノ　サンジャク　サンス“ンジャケ　サンジ炉ク

　　　Qれかv　疲だの　　3尺　　　　3寸一　ft　“から　　　　3尺va

ニゴm島1貧轟f．孫コ3議訊墨慕（B

　　　ナツノ　アッタカッ　プカッジャルケン　ハンカノ　ノドサつ
　　　護の　屠い　　農りだから　才勲・かすが・プ昊ヘ

ン　イッテ：コンゴト　タオルデ　コー　クチバ　コー　キビッテ

　　入っでこないようR　ク才ルで　こう　口を　　こう　しばりて

（B笑）　　　纒£、読1；孟三二謹

護評ジ認∫（∵の
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A

D
P
△
d

　カブッテー

　カ、ぶって

ソーシテー　アルバー　ムギスリデー　エー　ムキヲ　フトール

　そ乙て　　あれを　　みすりて“　ええ　㈲鴇乏　一．ん

コッチ　フトーノレ

こっちに　一ノ丸

ムキオートッテ

向さあ）ていて

ムヤオートッテ　ソシテ　アルバ　ウエバ’　コー　ニギットッテ

向：3あっていて　そして　あnを　　上を　　このt5　OZ」擾っていて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ig）　　　（20）
ゴリッゴり　ゴリゴリ　アッテ　コーシテ　スッテ　ソシ　スリア

　ごワこつノ　ごワごり　ぼら　　こうとて　すって　そごて　　すワ

エテ　サー。　ソシテカミサンデァータラ　マタイレテスッ

　あげτねえ。　そ1て　上の方へ　出したら　また？y？zでず・
　　（2i）

テ　アンタライ　マタ　バソ7ナ　シゴトッテ　アノレモンナ。　マ

て　あのくらい　また　鳥麗を仲夢，て　ある　述のね・硬

ター。

ん累に。

アゲソバカナ　シゴタ　ナカ。
あんな　、馬・ノ亀な　イ丈夢！ま　ない。

アレガイチバン　ツラカッタ　ナー。
あれ（参ずジ）が‘一番　　つら；ウ、つな　％～え。

ソラカッタ。

つら々、つた：。
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シ主記

G）「シェ　ンノく」‘ま、緬参などのJfl恵を扱く欽翼。

（2♪「ヤビツケ5ッテ」IEi、「キビリツケ｝ッテkで’、　〔リ）の腹落．

（3）藏声語。

（4）「’ gミー4と断こ之；るが’、憲ご味不明。

（6）・「ナンノもは、「何て・t”yt当ク！どこよグtAと露訳乙た。

（6）風声語。

（7）「シノシテ」は，終止形・はrシノスル’」で．穀類などの，表笈と

　実と芝Afi　SKするの意。

（8）「シ？エンユは、「しは得ん」。

（9）rノ、シカ」　は、　丹宏穀ヨ手ンこ室中シ2舞う　、　のき“もεと・・の牽瞬・φ・な屑o

qの「ムギ●ノぐ一Alま、後の『ツノクーデj淀右’φ、⊃ていく。

（の）欠の「ソイaと重なること毛あって、ノ蒼・：斧不明’瞭．

（②rアレ誌は、参すり薇械叢さす。

（13）rイクラバカ“1ま、rイクラバカ・リ4の〔リコの月玩搭一。

（14）rナガレAは、長方彫、長方体の物’の一長辺の’長さを言う・

（諏5）話：着は・、「●カ“滝は忍音していな’いとてき：う∂w、ミれヅ聞こえる。

6の垣戸男恵取不能。

σの「唖コレ誌（ま、厨‘前6り二二を一lfず。

（18）「ジミか“ヴ鴨』は、藺：車で編rんプゼ・山型の笠。

（；？）「ソシ」は、「ソシラ㍉の言いさし。

（2の「又りア「ラエテ」とti聞こえろが、「又リアエテ」だろう。「

　スリアゲテ」がらのめのと老回るe

（2s）ヂアンクライ・…・…・…アル・　£ンナ。”は、及語表理。
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3．西がJXイ乍　ヲ　の諮

諮しチ

　（鵬） 　（瓦　　名）　（：姓）

蒲ロ譲洛　 男

ノiよ　サミ　　女

（生　年）

大正4年生れ
9月ヲ｛≡チ30年　ξ定＝イ！乙

A

B

マ　ソン　ジブンガラー　シーカワ　ツクソオッタ　｛ソナー。

ま　その　貯・分から　　　面《は　イ繁っZいfa　　ものね之。

ヤ’ツパー。

やつは。リ。

シーク9ワ　ツクリ才ッタ。

西瓜は　　イ？っていた。

シークワワー
xどxx　×Nxx　××メx

シーークワワ

ーカワー
xx　yx　xx　ptx

瓜は

O

　
む

タ
π

　　　西瓜は　　　be　fJua
　　　　　　　　　　　a）
イッタンバカt7　X“ツァーシ

ー及くらいす“つ

A　ウソ。　シークワワ　イマンゴト

　　フん。　　西瓜ば　　 今のように

ッタ　モンナー。

た　　毛のね之。

B　パー一　ジキマキジャッタ

　　ああ　直蒔：きだったんよ。

A　アソヤ　シグワツノー

　　あ衷は　　49の

（3）

ト。

醐

シ
欺
甚

A（

ツクソオッ

イ乍ってい

灘
旭
n
ソ
グ

カ
グ
バ
ぼ
キ
き
マ
蒋

凱
直

　
　
り
モ
も
ナ
で
ジ
い
セ
な
　
む

（4）

シー　ヤッノ曽リ　アノー

　　　ヤっは。リ　　あの

ジキマギデー

直蒔さて“
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B

A

s

へ

B

A

ツクッテー

作って
　　（6）

ン　カポー

の　林左

イマワモ磐アノーオンシ＿外工一
ノi＞’ま　　もう　　　あの　　　乏蓬）床τ“　　　　フこz

ン　アノ　カボチャトカ　ユーゴトガニ　ツイデ

　　あの　　南f」VとO、　　ノ冬fbVとφ・～ζ　　接いT“

ヤジ　キロテ　レンナカー　デケンジャッタ　モンナー。
漣引Fを凌謙、って　 蓮d饗～ま　　　た“あだ5た　　もめねえ。

デケンジャッ9　ト。　カヤッテ　ツクランバ。
友“めだ）たんよ、　　　替えて　　作らな！アれぽ＝

キv一　カレテシマイオッy　Eン。
本｛ま　　祐れでしまつ？い勘｛の。

ソ
そ
の
イ

　
　
（

ウン。

うん。

　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
ツズケテ　ツクレバ　イヤジ　ギロテ。　ナンドン　ムカシャ　ヨ

縮ぴ《　　づ象ると　　蓮年を瀦謙って。　ジビけ・～ゴ　誉嫁

　　　　　　　　　　　　　（9）
カー　シーカノ　才ンドンガ　トビゼ　ヨか　トケー　ツクッタ

よい　西瓜か鴨　＝私た多か“　「トビセコのよい　所陀　　づ警っぬ

　　　　　　　　　　　　　　（tO）　　　　　　　　　　　　o｛）
トキャー　ワシノブ　ヘイタイー　イタラ　ノー　イク

夏季は　　　：私が　　身ア碁（旅　（行ρ・なし・）　クん　 をテ＜

ラー。　アー　イッチョカ㌧　ニジュッキンモ

　　　　ああ　　i…イ固’がも　　　　20斥も

一ナナキン
　　脚27斥

ンー。

うん。

アノレ　シーカマデ　トッタ　テーa

ある　透・瓜まで・　　とつth　ov・。

一ンユ．
メアアンアメ　おズ

　ニ20

マエヤッタ

前だったうラ。

　　（12）．．

鞠　　 ニレ！ユ

　　　　　　（13）
アリヤ　アノ　マングラジ訂誌グケノ　アノ　トビゼノ　ハタケー

あれな　あの　「マングラジザダ乞の　　あの　守ビゼ．の　畑だ必
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B

△
月
β

B

シャッタクンサー。
から　ねえ、

　　　⑱）
オガ　シエデイタテカラワー　アノ　アかシマデ　ョカ　シー汐

：私がラ阿戸に　凌家入ってからぽ　あの　赤島で　　よい　西瓜を

バ　トッテー。

　　とワて。

ウン、

うん。

　　　　　　　　　（｛5♪

穿へ霧添ガホシ㌃憂必（A㌃1）諄
　　　　　　　G6）
ヤテ　ウエテ　クサレキャーテ。

蔵して呪えて腐らかむマ。

（笑）ナセテ　ウェテ。

　　貯：藏’して　：値えて。

アギャン　コトモ　アッタ　トゾ。

　あんな　　ことも　　あったんlt’よ。

ウン。

うん。

アンマイ　ヨカ　シーカテ

あまワ仮　よの　面瓜・て
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（L17L）　　（18，
ヨガ　シーカテ　ホレテ　タコ　コ　コーチ　ソンキャークサ’レ
　　　　　　　　　　　　　　メコく　　　　ぐぜ
よい　西・ルしって　先忽れて　高く　　　　買って　　　　　腐って

テ　ソンシタ　ワケ　ター。（笑）

　　榎をしたわけよ。
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A

B

A

監

　　（20）

メテ

めで
（ユD

マー　シーカ芒　イマノゴト　ミチガー　イマワ

まあ　西・瓜る　参のよづlz　　道bX“　　／参ば

　デケテ　ズグー　ウ　ハタケノ　グルッカラ

　で芝て　すぐ淀　　　知8の　　　まわワから
　　　　　　　　　　　　（22）
　ワケジャ　ナカッドン　ツミコーデ　イクケン

　わtナて・ぱ　ない1ナれどわ　績’みこんで行くから

　　　　　　　　　　　　（23）
ン乏　ナカトジャケード　ヤハー

ヒも　　ないん等しマナれと“　やつぱ・り

一　フトカ　シーガヲ　　ミッツズツ

　　穴乞い　西夙芝　　　：3イ露ずつ

一nd@o

次。

アー。　ミッツスツ
ああσ　　　　3イ固」ず鴨つ

コマカト　ヨッツモ，

ノ」、さいのを　4徊も

タンドン　ナー。

血けれビねえ。

ドーシテ　コロベバ
と“うして　　章3，3ぐと

レ才ツタ　Eン。

（tk，ってい彪もの。

＝ン・7　ニシッキン
xメ×xxヌ

　　　　　20斤

　　　　　　　｛一　ノードガ

　　　　　　　b）　濃道が

　　　　　　マ　 シxン7ッァ
　　　　　　ま　’全｛ゆという

　　　　　　　シンドーモ　ナ

　　　　　　　つらくむ　　なん
　　　　　　　　　　　（24）
ソワヨー　イノ｛テー　カガリ

そ宛を　　　担いで“　　λれ毛のぼ

　イレオッタ　ナー。　かがり

　λれていた　ねえρ　　　入れもの

（2S＞

＝7テニャー　イニャ　オランジャッター。

　　　　　　担いでいt6trあ’らな’0、っft。

イツッモ　ウエ　マタ　ノセテ　ヤッテヤ才ラ

5つ厨ゐ　　よ；〃Z　ま洗　斌’せて　 やってきてい

　　　　　　　　　〈20
E一　ビッシャル　イックフナガラ　ウチワ
もう　　お・しつ，ふ∴れて　　一一夷F　全’参し13　　　零’｝1れで

アノレ　シrDノ　フトカ｝ン　ツレナレバー

ある　衝瓜の　　穴ミいものの　イ中聞vaなるど
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R
μ
A
ハ

B

A

　　　　　　　　　　　　　　　　（27）
　カグンノ　かタホーニ　ミッツ　イヴエバ　ロクジスッキンジセ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　λれものの　）を労に　　　3個　　入れるビ　　60斤だろ九

ロ。　デー　ツヨカ　丑ンデ　ナカラー　イナイキラン　モンナ〔．

　　夜“カ、ら　カの鋸い者で　　なげれでま：“　　三三ぎ’えない　　ものん～え。

イナイエン。

担さ“えない・

コーフトか：／一Pt一。ソルバマ9フネノ診’キズバ

このあ次大亀い西瓜ば。　　それを　また　稲に　　　傷を

　　　　　　　　　　　　　　　（2CD
ツケンゴト　シテー　フネニー　ツンデキテー　ソーシテ　ソン

つけないようにして　　　播に　　　績んで“さて　　　そうして　　その

ジブンナ　　ソノー　：コヤ、ソテユーテ　イマンゴト　モー　ヤッパり

時分！欲　　その　　 ノ」、ノ灸といって　　参の訟う死　　ゐづ　　やつtgt。ク

　　　　　　　　　　　　　　（30）
り一シワラノコグチワモタン芒ンジャノレケヒ仁ン
　煮鍔音P落の　　小口却落ぱ将たないものだから　　家の
　　　　　　　　　（31）
ナキャ　タタンバ　ヒ：ヤーデ　イエン　ナキャー　シーカバ　ナラ

中γC　　畳を　　取ク除ケτ家の　ig　n　　　面＼瓜墓　並べ

べ．オック　タ。　ス1’一ト。

ていたんよ、　　す“らヲと。

㍍イ汐留篇≒テ撫二一（壕島ン

篶一『～轟力論鐸ぐつ宴ズ姦て．

ウン　オーカタ　イエンノ　イエン　ナキャノ・ッテ　ユーテ　イタ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶロ　バズ
うん　たいてい　縁の　家の中の・て言・て　　　扱殻

　　　　　　　　　　　　　　一281一



B

A

正
3

A

B

A

一ツ �ｨノ∵テー．（B∵♪㌘茎糊∫

コリャ　インチョー　ナゴ才カンバチオそウトワ　シキ丑ンバ

これは　ひとつ　　・長く　置かなけ孜は“と葱ラ呂の（⑫幻ぼ激物を

濡一議ご属篇f∴㍍．誕バ姦；ζ（B
　　　　　　　　　　　　　　ぽか
郵の窃∫黛灘一♂のノ～葱ζ翻わ易r．

　　　　　　　（33）
オキ才ッタ　ト。

置いてい％んよ。

ソン　ジブンノ　シーカノ　シュルイテ　ユートワ　ドギ’ヤントノ

その　蒔分の　　あ・f■しの　腫藝眞っていづの／6e　　ど・んなみの〃Y

　アッタ　カナー。

　あっ夜　　力・％～え。

ドギャントテー

ど’ん’♂のって

　　く　ラ
トモ　アーノレ。

のわ　ある。

　そソナー．

　わのね之。

ホー。

そう。

ウン。　ヨカ

うん。　　よい

コーンナ　フトカ　オぐしブラジークワッテ　ユー

こんな　　大さい　 南瓜西飢っで　　　mラ

モー　アノー　アワヤ　タネ　バ’ッキャィ才ッタ

bう　あの　　あれ13r　稜左　奪い・合ってV｝窟

　　　　　　タネバー　カェベ　アッテ　ヨカ。

　　　　　　　才童を　　　翼うと　ぼら　　よい。

シマジークワッテ　ユーみモ　アッタ　ターイ。　ソノー
穿島西瓜うて　　　　いうのも　　あ）hんよ。　　　　　その

　　　　　　　　　　　　一282一
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B

A

B
［
A

B

ノ　ナー。

の　ねえ。

アルオッター。　ホンーナ　タケン　タッ汐　ヨカ　コロンヨカ

　あうていた。　　ほんシ死　丈か　島の　よい　程よい

シークワノー　デケオッタ　トー。

西胆力’“　　て・きていbeんよ。
（35）

イロイ　ソン　ジブンナ　ガホーズイカッチューデー　アワヤー

いろいろ　その　八分ぽ　 ，嘉誘恵濁魚っていって　　　　 あれば
　　　　a6）
　ンー　カホーワ　クマモトーケン　カナー。　アズコカラ　ゴマ

　ラノし　嘉偲～ま　：熊，本票　かね之。　　　　　あぜ・こから　胡麻

ンタネノゴFコマー一Pクネバー｝ッテーZ2＝シーヵバ
の　：種のよう淀　 ・］・ミv・　　種：き　　　．取ワ寄・セ＝て　あの　 th瓜を

タネノ　コマカトガ’　ウマか　ウマカリオッタ。
　　　　　　　　　　アメアぶメア
種の　ノ」・’ミいのカVk　　　　　づまか、つた。

（3ワ）　　　　　　　（38）

フニ　イマ毛　アロンドン　フート　ム方シマ　コマーカト　アメ

ほんとに　今留　　あるだろうけと・すちと　　’昔・は　　　　小ぐい訪瓜の　アメ

膨毒こ誓1二染ζ蔦翫kが（B嘉蘇州
　　　　　　　　　　　　　　　（39）

ウワーニタシーク9ノアアルオッタト。ナンカ｝ノ
　　　　　　　　　　　　　ズア
瓜ta　’似た　爵瓜かs’　　　あってv・deんよ・　一長い莇・瓜の

　　　　　　　　　　　　　一283一



ジキ　ワレヤスカトノ。

すぐ　、割貿やすv｝西瓜が。

アリワ　ユー　ワレオッタ　ター．

あれ（a　よく　官llれzいたんよ・

　　　　　　　（40＞
パー。　ユー　ワレ：オヅヤスカッタ。

ああ。　よく　創れていk釧れやすか・ft・
（40

　　　　　　アメデe　フレバ　アメデ　ワレオッタ　Eソナー・

　　　　　　雨でゐ　降れば　雨て“　割れてva・ktのねわ

アメデ｛　ワレオッタ　）‘’。

、菊て・わ　　宮リれてい洗んよ。

一284一



注記

G）「シ」は、「シークワユま言い裁そうと乙たものと恵われる。

（2ゾジキマキ・’ま、種を苗床に蒔いて．彼に移植するのでなく、

　直棲、ma　it綾ま蒔くこと。

（3）「トa｛ま、〔tD〕レZ．ltfLく聞こえる。

㈲「シー」ぱ吸気音。

（S5　「ジ、は、「ジキマキ．の言vakしと思われる．

（の「カボー」は、「方ブヲ」h縮形。

ω「イヤジ．tci　．昏昏て・、蓮膏1・よ・て文物の青ちが悪く“」ク、

　牧穫グおちること。

（8）ここに、やや・長い間か“ある。

（9）「トビぜaは地る。

Gの「イタラ」1まζrイ9ランa（行かなレ、）の言いさしかと思わ

　れる、「イタラaのンkve　rンーaの．恩架を画す間忌詞噂グ：釆で

　い：る。

（の「マエヤッタラーaの「ラー」は、（　）5：）尿壇く聞こ之る。

（‘2）一斤は、6008〃ゴ〃’ら慰召6kg　ve蚤る・　「ま，ン」1ま・　「ケ」〃z壇L㌔

（13）「マンタラシg一タケ4は、地名。

（14）rシxデ」ぱ「「シzドx、（瀬アに）の縮形。

（15）「ホシ」は「ホシテユの言騎さしと、塁りれる。

（i6）「クサレキャーテ」は芙い声。

G7：）「ソン：tま、「ソンシタ」の伝いさしと思わKる．

Gの「キャークサ’レテ」の「キャーAは接頭診宇。

㈹「ドー2は、「ドーシテ」の言いミしと思われる。

（2ρ）ここに、’やや曇い圏が‘ある。

（2f）「マー @シーカモ　イマノゴト」とPfiリ出して、「管ぽL・かな

　くて一一。とft・tl？一る楕えであ。たψへ誰は、現狂の西かU初の

　ことveなり，勇び管の西瓜作りのS¢　vaもX’　V，（・3）の．・ヤハー

　…・一」レζ旗卜いていくe

一285一



（n）t「ツミコ”ヲAは・いbゆるウ省づ更。

（24）「カガリ』 `は．才旦、》オ季の爾端にさげる．藁製のλれ．もの。

（25）「フテニV一一iは、者・声t．i不萌瞭て“、意啄‘ti不明、

（26）「イックcraは、担い梅‘zよる、一担ぎ’分の荷e

（27）「イウェバ’Aと聞こ之る。　「イルレノ・く」ゲらのものだ’ろう。

（29）　”ツ・は・「ツンデ、（積んでつを言おうとしてのものと思わ

　れる。

（29）「ツ」は、ft5了〕に迎く聞こえる。

（∂o）ノム厘を才奇なナKいの意：。

（3り「ヒ：：ヤーデ4ia、r剥いでA。

（鋤「アノーAは聞1投詞。

（33）ここγζ、やや・長い間がもあ：る。

（M）「アール」は、身留数：的’な景音‘。

（es）「イロイiは．　「イ】〔7イロAの言いミし。

（36）rカホー」は．福圃県嘉聴郡ぐ．謡盾は、熊本県と記槍蓬，いを

　している。

（3の「フニ諾は、「オミンニa出魯か。

（・8ゾアロンドン．は∫アロードモAの？ft　4ts。

（35りここレz、やや・長い間がある。

㈲「ワレ才ッ　ヤスカッタAは、　eワレ才ッタ　　ワレヤズカッタ」

　をr言お・うとして．こうなうたと：‘思われる。

（4i）音声の蜜なワもあって葺潜取不貧琶。
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4．遊びの話

A

回し5
（硲・多）　（肉　　名り

　A　　蒲ロ誠洛

　B　尾X　サミ

（姓）　　（生　　辱）

男　　ス：正4与生れ

女　　朗ラ各30年生れ

ソースレバ＿才マイタ夢ノーコドンガコローノーマ：オト
そうすると　　　あんたなちの　　　｛チと一わの　頃の　　　　ま　　男

：コンコts　オナゴンコ7一　ンー　ダイ9イ　ドギャン　ソフー　Z

の｝　　　・女〃子は　　　　ん　　h“い苑い　　と“るなdZ　して　え之

一　マ　ア　アスビオツタ　ガナ＾。
　　　　コくメ
　　ま　　　　　遊んで“いた　　かねえ・

ドギやン　 シテッテーσ

と“るなtzLてって之。

ソン　テマッドン　チータン　ナシターン

その　テ毬なんか　つい宛グ　何し々ヴ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ω

葦意審㌃翻ぐ㌦つ㍍福1、一ガ
イマノ　ゴミデマソノ　アッタロ　カ　。

令の　　コ払手毬しが　　あっ海う）か。

アッター。

あった。

　　　　　　　　　　（2）
ゴミデマッノ　ソン　ジブンナ　コマカヴチ　アソター。　才マイ

ゴムi罫毬冶v　その　時’分絃　　刀・寛v、崎」　　あった。　　あんた

　　　　　　　　　　　　　T287一



B

A

s

A

B

A

B

A

タチノー．

すzちの。

アー　アッター。

ああ　あった。

ウーン．　才シトモ　アッタロ　ダー・

うん。　　お奇丑も　あっただ多ラta。

：オシトモ．　アッター。

お・＄王こb　あっk。

オシトモ　ツクッテー。
お｛チiしも　つ乍って。

シオッ四一。　（笑）

乙て）今た。（お・3王・を作）Tいk・）

ソン　ジブン方ラ　オトコンコドマ　ソン　タカンマワー　アッタ

その　8寄分から　　　男のSと一bたちば　その　　ケケ馬ぱ　　　 あ，旋

回　カー。

ろうか。

逃馬ンマノ

竹、影が’

滞日　ソン

おあ・　その

。

夕
。
ツ
た

ア
ん

鷺
ψ
チ
チ
ウ
冴
力
い
マ
さ
コ
小

ノ
の

チ
ち
夕
た

イ
な
、
マ
ん

オ
あ

〇一
部　
鵡
タ
2
ツ
銘

ア
あ

←

B

A

アッターe

あっ夜。

　　　〈3）
ンー。　ナロ　クート

うん。　それならすちと

ムカジカラ

管ρ・ら

タカンマ！7

C4）

ハヤットン　モ

ケア島ζま はや）ている
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ンター。

6

A

6

A

B

A

B

A

B

述の♂搾。

ン　アー　ムスコンコドミ　タカンマ

んああ男の与どもなち’よケア、馬に

∴ク（A読1♪

ンww。　’コマヲ

うん。　彼衆を

ノ｝

うん。

　シオッタ　トター。

　∠ての宛んよ。
（6）

マワイクー。

まわ乙夜。

コマワワがッデツクツクッア
　　　　　　　　　ヌメメズ独楽ぱ　三分で　　　　づ乍）て
（7）

ウクゴマット　ワがデ　シータゴみ

　　　　　　　　（s）
ノックリ　ナ。　：コマシタ

家っthりね。　鞍衆を

マワシオッタモンナーe
まわ亡て》漉ものねを。

フトー　ツクッテ　ナー、

C8）

　盲撃で
　　　（の
ワガデ

凌3きな誇う按　大ミく　づ繁りてねえ、

　　　　　　四分で
　　　　　（iO）　　　　　　　　　　　　（“）
ホイデ～　キシエゴマッテユーデー。　　＊
　それて“　’齢つ’ナ独楽。て・＾・て．
c2）

　　　　ドン　チータン　ナシ9リ。

　　　　なんカ、　っva々ワ　　ブガt2箆　クe

　　　　（β）

イマン　マエカクデー　オナゴドマ　ァマリヲ

　ろトの　　　　　　　四三ちは　チ毬儀

ノ　ホカニV～

　　ぽか仮ぱ
　　　　（14）
テマンノ　ホ

5毬の　ぼρ’va

アソtワ　ナカッタロ　カ。

呉手“ぼ　なかフただろうか。

　　ウーン。
e

　　うん。

ツーク。　テマン

つく。　　李毬の
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A

B

A

C．t5）

カルタン：ゴトアッタ

カルタのようなものば’

シオランジマッタ。

亡ていなかP後。

ンーニヤ。　ソギマン　コタ　シオラン。

いいや。　　そんtKことぼ　亡てあ’らん。

ン”。　ンー一　マ

うん．　　うん　ま
　　（｛6）

（㌧2∫。つ

オンモ　テマ’リ　才｝コワN　ア／　コマー

おもに　季毬　　　男は　　　あの　独衆

ヤッタロー・

だ）旋ろう。

B ジャッタ　トー。
そう庭ちぬんよ。

A

B

A

B

A

二　タカンマ　ナー。

それ下弓ア馬ねえ。

ンー。

うん。

07）

ワptマ7シャ
輸まわし1　6e’

O【タ　
ゆ
ッ
た
や
つ
ジ
か
ン
な

う
い
オ
て
シ
乙

むタ
戯
ッ
い

オ
で
シ
む

涯
も
ワ
祝
蘇7
章
お

ワーン。

うん。

B

A

ムスコンコドンモ　ナンーゾ　カンゾシテ　アスビ才ッタ　ト．

男の与どるならも　　何や　　かや乙て　　遊んτ“mkんよ。

な

7一ン。　7ユン
うん。　　ノ尽按

ナレバ　ヤッパり　ユキダルマモ　ックッテ

なると　ヤ，ぼ。グ　　雪h“るgli　t’　作7て

アスビオッタロ　カ。

遊んでい旋だろうか。
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B

A

B

A

B

A

B

A

　　　　　　　　　　　　　むの
ハー @ユキダ♪レマ芒　ツクリオッタ。

　　　　　　　　　　　　　ああ　 零ブft“るまt，　　デ芦ってv、1を。

◎9）

ユキダノレマガッシェンデー　オトコト　ユ　アノレパ　ソノレバ

　雪ノ含k単菜’て・’　　　　　．男：と　　よく　‘あ梶を　それ：；を

　　　　くユの
：オーテ　ケンカ　アゲ’ント　シタ　コタ　ナカッター。

令，て　喧嘩　 あんなこと鹸こと獄なψ・。旋。

ンー。

うん。

ン｛。

）ん・

（2D

　　　　　　　　シタ　コタ　ナカッター。（笑）

　　　　　　　　lk　　ことぼ　な0、つた。

　　　　　くねラ
（笑）ンー．　ソノー　オトコノコジャ　サ。　ワシドンガ

　　うん。　　その　　男の5で’ぼね。　　　　44たちON一

ウチニY一　：コマヲー　ミンナントヨッカ　トクベツ

時・vaほ　　糎ζ楽を　　窓のよワ0、　　　　；将矛リ

クッテ　サー。

作って　ね之．

ウン。

うん・

　　　　pa）
ソッデ　ブチァ　ユーテ　コー　マワストヲ　ソノ

それZ・　むちりてVN　）て　こう　　まわすのを　ゼの

傷ご鋤ノり纂霧＝ノー窒ζ、

テ　サー。　コマそ　ブチモ　ア／　アオ／
て　ね之。　　2去楽も　むちわ　　あの　　一青・の

ナゲ

投げ

　　コマガ

　　小さm

フトー　ツ

大3く

　　　霧でい（B

　ソソバ　ソメワケ

　それを　　薬め分・け

アカノッテ　ユーデ
：赤：の，マ）・・て
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B

A

A

　キレー　　ソメワゲテー

　芝れい次　1染め・分1ナて

ウン。

うん・

oo

ソンア　ソノー　：オ～キx

そして　その　　 穴きく

　アノー　クギノ　カワワ

　あの　　禽7の　　づ～’ワ陀

ギャア　ソー。　ホッデ
テ（をあ！ナでだよあ・。

　フナクギノー。

　擁釘が、

ソー　シテー　モトバ

く　して　　　元を

　ソノレヲ　　ババ’ヒV　　一

　そfte　巾ゑく

テ　サー・　ヨキノ

て　ねえ．　斧の
　（3e）

トデス　　ヨ。　　　　一一一“

るのて“すよ。　　そSCで“。

　ソースレバ　 ネー、

　そうするとねえ。

マッフタチ　］Neラット

異ふ洗つit　は。ら・と

ソッデ　　ソノレヲ

それで曲覧　そ初を

イロバ　ツケテー。

色2　つけて。

　それて？

　　フプクギノ

　　稲・釘の

　　　　アノー　ハンマ：r

　　　　あの　　 ハンマて“

　　　　　　　　（鮒）
　　　ンテエテ　ヨイウェ

　　　tてあ・いて　「ヨイウx

　　　　　　　　　　〈N）
　　　カワリニ　ソン　ヨ

　　　イでり旅　　その

ソッァー。　ソン

　　　　　　その

　　　　フノ　ヨ27

　　　　運：のよい

　　　　　　　　　（31）

　ツクッター　コマーアニャー　アリv

　作った　　　ゑ嵐案tC～EIC　　　あ捉ぱ

ニ　フトカ　イギッデ　アスコーオ　ホ

　　穴・3い　　錐て覧’　　あそζを
（2S）

フナクギヲー　アッタ　モン。　ム方シia

　酪金丁を　　あ）彪　るの。　　者L奴

　　　フトカトヲー　アー　ツ｝キバ　ホ．

　　　大亀いのi！i　　ああ　　危2　愛岬

　　　　　　　　（26）　C27）

　　　　　　　　フトカト1S’　一一

　　　　　　　　大さ）、のを

　　　　　　　　　Fキャー

　　　　　　　　痔控！¢

　　　需易篇ζ姦ソ潔泌（Bつ

ウチワッテ　キワキソ　マウ　ト。ソギャン
？アち割っで　　さりさり（倉分の鶴案のまわるんよ。　そんな

7ヤア　ごッシャ｛ア
才丁）1『　 つノ3ぐ乙て

ヨイヨンゲンテ　ユー

ヨイヨンケ“ン」で　言う

ソン　コマバ　ウチワン

その　猫楽ぎ　才丁参割

　　　クラワシエア｛。

　　　才アち当τて

　　ムコ　一一ノ　：7マ

　　ネ耳デの　二二〃・“
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B

A

B

A

B

A

B

　　　　　　　　　（32）
アソッバ　シオッタトデス　ヨー。　オマラー

遊ひ“を　　していkのて一tすよ．　　　　　あノし旋kち

ク9　9。　タコアグe　アッタロ　ダー。

旋だろう、　凧あ！ブ・6　あ♪彪Pぜろう。

ンカラー。

カ’ら。

O

μ
　
。

タ
旋
　
ラ
ッ
あ

ア

ウーンa　ヤッパ　オモイダシ＝バサー。
　うん。　　 や）1次。ソ　、恩、ハ出tl　，it　’ねえ。

ウーン。

うん。

タcrアグワ
ノ釈，あノブは

）
、
詔
ノ

（

タ
旋
ツ
）

ア
あ

タコアゲ芒　アッタ　トー。
承．あ～グもあっ賓んよ。

「デ
で
ゲ
が
ア
あ
コ
釈

タ
♪

ゆ
　
　
ゆ

ソ
ん

ンジャッタ　タイ。

カ’）kね之。

ノッア

て

ンpt。

フん。

アギヤントモ　プリ

あんなのb　あっ

オマイタチン　ジフ

あん後疲らの　YSLfSv

アル・バ　ケンクワ　サシxチv　アソビ才ラ

th・4Zを喧嘩　　させてICt　遊it・Z“いtbC
（34）

ヒ㌧ドロンノッテユーテー　ガラズン　ナン

じ”一ドロのっ？いりて　　　カいヲスのづ写のっ

ユーテ　アノー　シフノッチ

いうて　　あの　　渋のって

　　　　　　　C3S）
ドギャンジャツ　　　。

どンしなた“っ血h“ろう。

A　ヌンヤー

あんたは

ソギャン　コター

そんなことな

ツケテー。

つ～ナて。

　　　　（B　6」

ヤッハごり　ソノ

やつ鳳つソ　　・その

シオランジャッタ

しているζカ㌧鳶ぬ“
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B

6
P
ム
ハ

B

ロー。

ろフ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（39）
ンー。　ソギャン　コタ　シ才ランジャッタ。　アン　ソン　ガソ
う，ん。　　そんな　　こと！；丈　乙ていながっ旋。　　　あの　その　犬葬

　　　　　　　　（33）
一バマデイクテ　マー　トバシヨッタ　モン。

務まて“　行7ぞ　　まろ　（凧を♪飛1ごとてい友bの。

ウーン。　ソコン　カソーバッテ　ソコン　ウエ　ター・

　うん。　　そこの　火蕃・》易っぞ　 そこの　二よみ。

アン。

ああ。

　　　‘39）
ンー。　ズーッ　タッ方　トコレイタテ　トバサンバー　トバン

　　　　　うん。　すちと　島の　所陀　行♪て　飛！即さな！グ甘遇“下獄㌘

　　　　　　　　　　　　（40）

　コケニャ。

　ミこにばσ

ナ方ッタ　トー。

なか）友んよ。

読切貌鈷篇；叢ヤs’，s）o，コ1箔∫（B♂

　　　　（41）　　　　　　　　　　　　　　c42）

イマー　イマゴロン　モンノ．スルバッカ㌧ワ。
メ冨冥貿メ實

　　　　今頃の　者’か　 するだげ。
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A

B

A

B

マハナフタノーハナフタノμハヤソタコトワマーヤッ
　　コくコく　ンアアメメメンざヌン

ま　　　　　　　2乞才しbV　　はやった　こと15t　まあ　ヤっ
　　　　　　（43）　　　　　　　　（4）

パ　ココノ　：7ラクニャー　4カシャ　アノ　マプエミジードミv

ばりここの　却塔〃？ぱ　　管は　　あの　マサエミ爺どが¢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（45♪
　ムカシカラ　アッタッジャッタσ。　イッハ。ンテ午ナ｛　ア　ソ

　着から　　　あっ後のなり♪爽ろう。　　　一解同クな　　　　ろ　 そ

ノ　アラ　アソビデガ　カ　カケテ　ハナフダ　シトットジマ
　　　　　　　　　　　　の　あ寂は　遊甜歪かい　（金2）賭けで，花回しを　しているの宛“

ンσ

むの。

ンー。

うん・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（46）
ソレ　アン　ジョロキャー　ナ方マノー　アノ　ウタがタかう　ウ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～それあの　　一女解解い　　つ中間の　　　 あの

シマツオンジニ　イレズミ　シタ　アッ　アノ　ゴロンゴハ　イレ

午松あ・じ旅　　λ墨2乙友　　　　　湾の　　こ“ろっさのよ5尺λ

　コン　ナカマノー　ヤッパ　ジョロキャー　ナ方マガー　ヤッパ

　この　 イ4ン間の　　 や）｛まloワ　 つぐiぎρ買い　　 つ呼γ闘「ψ、、　　やつ左定。リ

ル　アソビテナカマガ　ソノ　ハナフダヲ　カケテ　シオッタラシ

　　遊び3搾間かw　（の　花才ムを　（金を♪賄けて　してのたら乙

カッタ、

カ、っ祷。

ソギigン　シ才ッタッジY口。
　そんな・〃こ　　乙ておったの洗罵ろう。
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A

B

越の

ナンドン　ワシドンガ“　コマカウチニャー　ハナフダ’ワー　ゴク

血“けと“　　タムたちが’　ノ｝・く：い謬寄κぱ　　　花芋ム～よ　　　　どく

ココニー @ハナフダアソビノ　ハヤッタ　コタ　モ　コソ｛　シュ

ここ旅　　旋，礼遊ひ，いか“　はや・た・ことにもう　これる　終

一シエンゴジャッタ　モン、　ワシドンガ　コドンが　ジブンナ

戦後旋・っ疲　必の・　　　　私凄ちか・　多・どむの　好分・／試

　　　　　　　　　　　　　　　　　　98）
ハナフダ毛一　ミタ　コタ　ナカソタ。　ナンドン　ホントー二

花字ムも　　　鼠旋　こと1¢　なかっを。　　財マナど」　ばんとづ腔

ソノ　ハヤつレ　：コター　ソーユーナ　アソビテノ　ナカマジャ　イ

そあ　ぼやる　鳶と1訟　　そのよづな　遊《ンベ5の　イ中聞て・ぽ

クラカワー　イプ　イナカッテ　ユータケンチャー　アノレ　イチブ
　　　　　　ヌズきくヌ
いくらかは　　　　　田・含って　　いっても　　　　　ある　一｝卸

ジ㌣　ハヤッタラシカ。
て’凸 iま　はやつ旋らしい。

　　　　　頓9）
ハヤットッ　トタラー。　ムカシそ。

はやってLlるんよねえ。　　　　管ゐ。
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強記

ω音声、意味ともva不明・

（2）「ジブンナ2は、連山ひ現象。

（3）「ナロ」は「ソレナラaの「ナラaの者麦イとのわのφ、。

（4）音声不明瞭では・きり乙ないカ・一s・ハヤットン｛ンター」va

　韻こkる。

⑤「コマシクソ。は、「拡楽を9りとltク。の意。

⑤「マワイタAは、イ音便、

（7）「ウタゴマットiと聞こ之るが、意味不明。
（8）（9）叫声　ov重　な　’ノ　、　著7潅耳又不欝息　。　意男憎〉　不　9fi　。

⑩「キシエゴマ」は、まわうているig　5の独楽に対〈て、

　ちらのまわし涯幽玄楽を・3ごつつけて倒す遊び’。　「キシ’エ♪レa．（・5；

　つつける．か3ぐせる）の動詞がある。

（のテープのA面がらB面財曇るところて一’　一97の欠如がある。

（12）音声．意味と・もに不唄。

（13ブマ［かタデー・とtat　en　a　kる・1＞”“、意味不明．

㈹「ホ3は、「ホガx」の言いこしと恩抄れる。

⑥・カ〃タンゴトアヅタ、のrタ、は、与ワ」の縮影．客お・

　「カルタンニブトアッタ　シ才ランジャッタ、ユ‘st、問いかけ文。

（t6）「ハハー、」iCt、かすグiZ聞こ之る。

（の「ワーマワシ’」は、竹の輸壊、1針金でまりしてずく遊ひr。蒙お＝

　「ワーマワンヤ　シオ’ランジャッター。2ば、閣い0’げ文。

（i8L＞「才・ば＼「ウal《近く聞こ之る。

（19）rユキグノレマがッシxンAは、rユ｝5ダ1レマaと「ユキがッ｛履

　ンAとが結びついkもので、「ユキガッシェンAの言いあやま

　ワ。この一文転問いかけ文。

⑳rケンカ」と、沢のrアゲント」との間it、ことばの石略があ
　る。ずな・わち．　r．・・…ワ宣ti華芝…するというような、あんなごど’●’●

　一」と考：之られる。

（2Vよくぼ聞き取れないが●、　rオンダ　ソギャン　ケンカ」（Pt　ta’

　　　　　　　　　　　　　一297一



　そんな痘嘩；）とも聞こ之るゆ

②こ之tz，やや㌧長い間ρvある、

（2の「ブチ」　は、紐二大のtsちの　こと。

餌）「ソンテAlま・「ソシテ」と1訂じ。

（25）「フナクギヲー」　とあるが、　rフナクギがA　とあるへこきところ。

Q6）「テヤテiは・「タタイテaの弓形・

（27）「ビッシャーデ』の終止形1次、「ビッシvグ：。

⑯「ヨイウr　　ヨイヨンゲンAは、掛け奔と思われる。

〈29）「ヨAば、「ヨキ」書’菖おうとしな祐あP、。

（30×31×32）に「デスaが承を出するのぱ、誰盾が、afl　va．｝司：序者の葦看

　嬬飢η’けようとする意識が逐い爽it　Mと港之られる・

（as）rハS｛ま、　rハズ㌧を言おうとし旋ものか。

（紛f’“ビードロ」は、　ガラスの　ことであるかワ、ここでtGl、ズブラズの

　粉之累あげの・ヨマ．（糸）va　tこれをつけfe・y．柿鍛で・

　糸を強くして．梱チの凧の承畿切るの奢競・た．

（3s）よく．聞さ取れちrいが＼　「タイロaが予想ミtれる。

⑯rソノ」は，闇役詞。
（3「Z）　「　、ノ　ン　」　　鑑よ　、　『爵才1乏言司1。

（38）「マーa｛ま、簡投書斑。

く39）はっ　さ　ワ聞さ取れないが、　「ズs　一一ッ＝　と聞こ之る。

（40）ここに・やや長い間がある．。

（41）音幽声子明瞭。

C42）「アノaは、二三調。

（43）「ブラク＝ヤーAは、少しあとの「ム方シカラ　アッタソジャ

　ッタロ。sに続く、

㈱「4カシャ　アノ　マサエミジードミャA（a　．適想的旅挿λさ

　4・t　beことば。

（4S）「ソノ：1ま、間投言可。

（a6）音弄P”　，よく聞さ取れない。　rウタガタカラAの意啄も不99。

cav）「ナンドンiは、「ナレドモ」：然禽。
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（U8）このあたソ．落干＼自効車のエンジン者齢が入る。

（49）「トタラー」は、「トタナー」カ’らの文末詞ク、。
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A

B

　　　　　　　5．恋憂結姥の諮

面し手

（三儀）　（肉　　名つ　 （姓）　　（生　算）

　A　　藩9　誠治　　舅　　夫正4年塗れ

　B　　尾．k　サミ　　女　　曝粥30奪生れ

マケッコンノ八ナシームカシ｛ヤッバリマケッコンブ
ま　嘱目喧め　　祐は　　　管も　　　ヤっぽσク　ま　　稽凌含～at

　　　　　　　　（3＞　（4）一　イマノゴト　ジx一ナ　ナカッタaエー　ジューケッコンデ

　　参のようit　爵雷nば　なかった。　ええ　　魯欝結ぐ昏て“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（g）
オラ　アレ　シートルケン　アノレバ　モラワンバー　ア又ケ　シー

・私は　あの人を女3v、ているから　あの入を　貰わなければ“　あそこを・々誓い

トッケン　アスケ　イカンバッテ　ユー　コタ　ムカシv　デケン

てvaるから　あそこbZ　4テかなげれtCt“っでいうことtGt　芳ば・　　たいめだつ

ンヤッタ　トタイナ｛・　オマガ’チャーント　モー　イカスッ

　旋んですよ飽え。　　　　親於　　ちeると　　めう（嫁：it）締かせる

トコレ　ニャーテ　カルワレテ　イタッ　ナシタワ　泌
とこうに海いて　　貸實われて　行ったク侮乙たク　乙ての勿のだ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6＞

鴇詣え『（BK）宴姦皐遜殻妻鋳㌘

　ムカシン　モナー。

　骨の　　入ぱ。
ぐ7）

ナーンノ　ムカシモ　シータ　Eナー　シートッタ　トターイ。

何かり　　管rし　　一好v1後者は’（華躍1契脊いてむ）茄いてい庭んだよ。
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A
ハ
Q
レ

A

　　　　　（8）

ンーニャ　シ　

）、いや

　　　　（9）　　　　　　　　　　　（ゆ　　　　　　　　ω　　　　　　　 ②
ココン　ココンFン　ココノ　ミチャー　ア／　シ3　シーテ　コ

鍵　　　　　ここ（費叡♪の人もここの　叡は1　　あの　　　　凌：多いτ（々家λ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（t3）

　　（14）

呼樋齢ζ読。㌔（Aつ（契）
（15）

シータ　モナ　イッチエテ　イタ。　（笑）　ンーニャ　∠・かシャ

k多v・肥人は　蕨・しておいて（嫁薦）行・っ苑。　　　いいtWまあ　　’管は
　（t6）　　　　07）

　かワイ　ゲマカラ　カンガエレバ　カワイソー　かワイソーナ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　スと　ズボ　ぶズ　ズなぢぜ
ヵ’わいそう舗ので今から　考之ると　　　　　　　かわいそうな

丑ンジャッタ　　トサ。　オンモ　才ボエトットテ　イカンチュート

rレの2ビう鳶んよね。　　　　牽ムも　ノ覚えTいるんだか・（ぐ豪　trz）行かないと

ノぐ　方ルテイタテ　　ゲタワ　　ヨノそンノ　　モッテイタテ　　ソン　イ

いう磁背貨・でヂア・て下鉱は犯の人か　将って行・て　その行

ガンテ　ユーテ　ナクトバ　カルテイクテ　ソシテ　ヤッテ　サ。
かないゲて言って　　ラ立くめを　　脊負）てチテって　　そして（ぐ族陀）やって柘～。

（B霧子笑）誌議簸ちとこよ寿裂」手♂

　タイネー・　イマ　カンガエテミットユート　ンーこや　ホンナ

　んだねえ。　今　薦えて啄るというと　　いいやまあ摩ん

コトー。

と～に。
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B　（笑）

ター1ノ

並
麗

　
・
｛
ノ

“
、
い
D
τ
一
晦

ユ
な

　
弾
テ
”
ン
陀
力
嫁
　
（

イ　
ソ
ノ
な一
陀

⑳
ナ
ま

（
　
　
し

　
つ
モ
い

シ　
も
㌧
玄

ト
訂
ン
♪
モ
靖
夕
後「
勧

シ
女

〇一トタツアア｛ンモルズ

　　段象》z）や）たりする者も

A　　ンー　モー　　ソソヤ　モ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∠、．rt一シラ＝“｛　ヤッ

うん　　もう　　そ4Zぼ　 も　そうそ）　　々季いた　　 肯でも　　　やつ

　カルワレ9リ　ナシタリ　シテ　キョーシェイテキ　ヤラレタッ

　脊賃われたり　づσ乙たり　乙て　　強制爵セ〃～　　（嫁：淀）やらμた・

テ　ユーコトデワ　ナカ　トサー。　ソラー。

て　いうことτは　ないんよねえ。　　　それな。

ナカ　ト　ナ方　ト。

ないんよ　’よいんよ⑪

ン　ムカシモ　ヤッパり　ジユーケッコンヲ　シテ　シータ　モノ

ん　・管鵯1，，　　　やつぼ。リ　　倉田擬シ凌脅を　して　　　冶Sいk溢と

一ト　イッシ欝ン　ナッタ　モンモ　マ　イクラカワ　ラール／。

　　　いうしょ控　　なつ旋　づ養も　　　まあ　　いくらか（6t　いる。

ソノ　タイハンワ　ム　ムカシン　モナ　スカンテ　ユータケンチト
　　　　　　　　　アアその　　太峯は　　　　 2窪のづ首回　　 凌多かないって菖うthからつて

オヤノ　アスケ　ヤローテ　オモエバ　ソケ　ニャーッデモ　イカ

親かV　あそaに（嫁契）やろうと恩っ後ら　そこta　うゑvaてτ“も　行か

ンバ　ションナカッテ　ジダイジャッタ　トター。
なtナれでゴしようのv’な・し（ってvoうRlj　dt℃、た9）たん¢h“よ。

　　　　　　　　　　（20）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2D

アスケー　イケバー　アノー　ニンゲンンモ　スクナィシー　アノ
「あそミに（受象ρz）42テけ1ご　あの　　　家：族や　　　　すくないし　　あの

　　あっ旋んよ。

　　　　　Gの
ソーン嶋　シータ

B

A

B
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A

B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くなタ
蜘　ヒ：ヤ　ヒセクショー＝ヒ　スクナイシー　ヤサシ方　ザイテ　ユ
　　｝〈xxx
　　　　　召凌生d■；夢必　　’ずくないし　　　　住シ多しやすいよ」と　言っ

｛テ　ヤソタリ　ナシタリ　シオライタ　トタ。　ムカンヤ。　オ

て（kft　ta）やつプセリブ与し多をりしてお’られ；彪んk“よ。ノ旨・1　Et。　；ち・

ンジ　バッチノ　キニイヅテ。

じさんや’1・姑・の気lt入って。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23）
ンー　ソギャンモ　アッタロケド　ア又コワ　カネモチケーン　ヨ

うん　　そめよう腔ゐ　あり；らジビろうけれどあそこは　金蒋ち亥ゼから　よ

　　（麟）

力　トコルノケン　シンドワ　シタケン〃ヤ　アズケ　ヤランバンテ

い荻だから　　享蕃は　｛ても　　　あそこに（嫁めやらなけれ

　ユー　iヲクテユー　モンガ　ニンゲソワ　ツンヌードルモン1＞v

ばという谷笈とesう　毛のP“　人F．ny　ltは　 つ4てそっているものだ
（2s）

イマワ　ソノレガハンタイジャ　モン．

っ後。今はそれか〃　反．クす≠ゼもの。

ソ）レガ　ハンタイ。

それψや　及ク寸鴨、

ヨンニュ　モッタ　　トコレ　イケバ　シンドスノレケンか一　ソン

凹くさん（財産を）才寺つた：家レτ脅テ〃ぼ“　辛苦ずるから　　その

イマワ　ヤランテ・　ヒャクショーバ　ゴーギ　スッ　トコレ　ヨ

今は段象陀）やらないの～々。　看凌生仁事ぎ　ひどく　する　　象契

メコワ　オラン　トゾ、　イマワ。
承」釈‘ま　　あ’らないんあゴよ。　　　今～試。

（芙）
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B

マジダイノズートコーカワッヲキタケンネー。
ま　蒔代が　ひどく　こう　笈・て　さたからねえ。

（笑）

　　　　　　　　　　　　　（26）
マ　ソノ　ジダイッテ　ユー　　　　ネ。　こンゲンノ　カンガエ．
　　　　　　　　　　　　　　蔑　その　蒔4やって　いう　　　　ね。　　若干の　　老之って

テ　　ユー　　ユー　　コトワ　ジェンフ。

　　xxxx　　　　　いう　　ことは　　・全音β。

ソーシテ　シテゼー　ヤッパムカシャー　ヨソン　モントワ　ア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kx
　そんな旅むてゐ　　ヤっ健σグ　菅は　　　イセ戸ヶめ指どば
　（27）　　　08）

z）油蝉士野徽ll罐∴糞漏1ζ、露ご，

1闘∴ζ麟（A二弩諸の㌢ξ．）ヲ急…
　　　（29）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（30）

ラワ　ヨソサニャ　イーク　ヨソ　ヨソン　モンワ　コグッツァニ㌔
　　　　　　　　　　　　　メとズド
1ま　棺所’へ（轍幻行く　　　弛所め考1・6t’　ノトロit
　（3s）

募ウ警1レ（Aン　Of撮鎗（二島㌫it
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鍛）

媛轟盗ツケン（傷営）惣とト窮鼠

チニャ　ソギャンジャッタ　ト。　ト：コロドン　ナランバージャソ

髭は　　 そんな血ちたんよ。　　　シ也の考？毎丈いっ姪初な鑓～ければいけ

　　　　　　　　　　　　　　一304一



A

B

A

£o
tt　b’つた。

　　　　　　　　　　　　　　　　（33）　　　　　　　　　　　　　（紛
ソンナラー　オマエタチノー　ソノ　「フッカ　ジプソナー　ソノ

それもrら　　あん宛tcちの　　その　莞：va　鱒’分・は　　 その

マ　オナ：ゴノ　ワガ　ンータ　才トコン　トコレ　アスビ　バンニ

ま　　女が・　倉Ap　Pt凌各Vl後証の　　町陀　遊ひ・旋　晩it
　　　　　　　　　　　　　　　　（さ5つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（36）

　イクモンモオッタWンドーンマダイタイガ’マ才Fコ
　行く　希も　　あ・っ旋ろう1ナれどる　ま　：大方b”　　ま　　男拶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（37）
ガ　才ナゴン　トコレニャ　ヤッテ　イクヨーン　ヤッパリ　ソノ

　　女　の　　　　夢ff一〃ヒ‘Ek　　（遊び旅）云ミや、　tナて37くようt定　やつ～ま。ワ　その

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（認）

鷺二藷露ズ（一hat，17．　）㌃

トットケン　ノー。

ているψ’ら　ね之。

ウーン　ウーン。

　ラ、し　うん。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（39）
ソリャ　才ナゴワ　ヤッパり　ジュドーテキ　アクマダソノー

それt試　　　凌一ば　　　　やッぼ。ワ　　’受’勤’97　　　　あくまてい　その

　　　　　　　　　　　　　　　　（40）　　　　　　　　　　（41）
マツミ。　ソースット　オトつワー　エー　ヤッパリ　ソノー　マ

狩つ身θ　　そ〉すると　　男‘ま：　　　え之　　やつIGt。ワ　その　　ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（42）
一ハッドーテキナアギャントジャリケーンモトカラデデ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンくえあ　　発動s7な　　　　あんなの2i一　3’ら・　　　　　もと1’ら　　　歩い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（43）
グデ　ヤッテ　イク　芒ンガ　オーカッタロ　　。　ムカシャ　ヨ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て　や・て　量る　者が　多か・々ろう　　　菅ぼ　鹿

ビャッテ　ユートノ　ハヤリオッタロ　ダー。

芝豊って　　いうのカい　　はやっていた渉ぜろうが㌔
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B

A

B

A

B

A

0
｛
　
。

タ
な
ツ
い

オ
て
ノ
っ
ヤ
蝉

、
　

こ

／

拓
・

か
碇
読　
ほ

ホホ嬬

｝タツ才キルサ

才ッドソガ　ワッカ　ウチニャーe

私たちか隔　若い　　頃陀は。

≡ヨヒャーン　ソロソロ

ズを蓬．it　　そ“うそ“ろ

。　オトコドンガー。

　　　穿ftちか乃。

　Eンノー

　　　　綿♪
ソUソロ　 ツン♪ぐ一フ’一

そ｝うそ“ろ　　違才Zたいウて

　　　　　　　ト

歩さま～）ってい友んよ。

ドギマン　シータ　　　　　ネシxンカッテ　イタッテキタ　ト

　という　　　凌夢い後言ONb　（いっしょ仮）寝セせな切かフてやって竃友

　　　　　　　（45）

筋㌃ノ鼠輪（6突）り潔』急茅鴇玄『
　　　　　　　　　　　　　（46）　　　　　　　　（碗）
カッタwドン　ワガ　スカソ　…ヨーユ　モー　ソノー　ケムシノゴ

かっ認ろうけれと・わ面分か吸：多かなcaぽんと狡るうその　　毛虫のgtkラ

　　（48）　（49）ト　ヤロカ　キロタ　モiンノ　アリヤ　スカンザイテ　ユートノ

に凄詠いな　回忌ゲた薦か・　rあればkSかないよ」って宕ラ者か・

　　　　　　　　　　　　　（so）
　マッチキテ　ジxタッテデ　トマラシ．＝ロッテー　ユーテ　ソケ

　ヤゲζ3て　　口言蒐vaて　　㌧白まらせろaって　言って　　そこτ・

　ジエタッ　トキv　ヤッパ0リ　ウスバラン　タ馬込ッタロ　ダー。

　　ロ言兇く　汐季獄　 ヤっt　Gt’。グ　むかっNkか触■ゲζ》｝液ろう3w。

ウスバラン　タチオッター・　ソギャン　モンノ　オソタ　バン。

むかっ版か立ってい洗。　　　そんな（娼かないの綬や㌶回る）者かみ♪たよ。

　ムカシマー。

　管（＊　。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　esD
ソギャン　トギャ　アシデ　ケリオッタ　ナー。　ジキーe　アシ

そんな　汐手ぼ　疋て・蹴りて咳ん〃・毎　すく吻。　足
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B

A

B

デコソコソヤッテー。（笑）
で　ミそこそ　’やって。
Oゑ）　　　　　　　　　　　　　　（53）

一一（x） iA芙）ア裏山；諜鉱磁ζ諺

＃2tl，∵覆㌃魏穿）痴最ξ，ζ姦孟㌘ぞ（

A玄；）観託密

：オー　ショ～ベンシーギャ　イカンノぐッテ　ユーテ　モー　タッチ

　B・う　小∫更し旅　　　 行かね～訳㌔て　言って　　るう　立って

　気ノブテ　カゴミオッタッテー。

　逃げ“て隠れてい旋ん1）z“ウて。

方ゴミオッタ。

　瞑れてva・fa。

　　　　　　　　　　　　（69

珈ンモンチーマ
　　　　　　　　　　　　　　　　　（5S）
　　　　　　　　　　　　　オトコノ　’…ヨンニn×カッタトジャ］U

　　　　　　　　　　　　　男か・　　　多がつたのだρ・ら

’管の　　：者て“め　　づ、の

オナコノ　スクノー…一シテー

　r秦VNn　すくなくて

　そソナー。

ね之。
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A

B

A

B

A

B

A

B

A

B

ソッデ　バカワレタ　トター。

それて・（女か・つ奪v・・含われたんだよ。

バ方ワレオッタ　トサー。

奪い／地われてのたのよね。

ン’e

うん。

　　　　　　　CS6）
ヨーユ　モニー　オィオ

　　　　　　　muほんとtcわう

ウーン。

うん。

聖アノ

　　あの　　女たちvx’

今一　ニサンニン

に　　　2．3ん

イマワー

　今は

パーy。

はい。

オナゴドンガ

ゾロゾロ　サルキオ’ッタ　ト。

ぞろぞろ　歩さまわっていをんよ・

　　　　才ッタロ

　　　　いたφぜろう拶・ね之

ウーカンドン

多uけKど若ねえ。

スクナカッタ　トー。

すくなかったんよ。

　　力ニヤー。

　　　　　e

ナー。

（弼）

ニナンニ　コグ

　　　　　小に7

ンー。

うん。

イマワ　アノ　オナゴドンガ　ウーカンドーン。

　今は　あの　　女た参v・”　多いtmと・＆。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（吻

バ’カワレ．オッタ　トー。　コッuチvン　コミ1ッテ。

奪い合われてい旋んよ．　　こっちlt呆いって。

オッドンガ　ジ

　愈thらの跨

　　　ホンナ

　　　ぼん冨爾
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A

B

A

B

A

ンー　ソ　ソラ　ソージャッタロ。　ドーシテ　スカン　モンノ

うん　　それぜぼ　　そうだつなろ：）。　　　どうして　　攻手0・ない看か、”

ジエタッ　トキャ　ヤッハ。ウスノぐう丑　タチ才ソタロ。　ハヨニャ

’〔7「説く　 ll等1ま　　ヤっtlke　tノ　 む’カ、っ刃葵毛　 立ってい々ろう。　　，軍く？？之、

一〇

　ヌゲテミタッ　ナシタリ　シ．オッタトジャロ・　ダー。

　逃‘ブて秀たワ　狗隔たり　　してい々んだろう・

　　　　　　　　（6の
ヌゲテ　カゴミオッ　　タ。
　　　　　　　　　　逃げて膳しれて憤一・…・・。

ムカシン　Eンモ　イマモオナシ　コト　タイノー。
　ン音の　 者；も　　今（の者）毛♪ffJび　こと　よ耗～え。

バ。　オトコト　オナゴッテ　ユートワ　ナンノー。

　　　　男　と　 女って　　いうもの《ま　イリV・．。

オナン　コト　ナナシ　コト。

　局L“　こと　　海アび　 こと。

　　　　　　　　　　（61）　C62）
ム方シモ　イマモー。　マ　ムカシャー　ヨメゴモリャッテ

　管il，，　今も・　　　ま　管は　　　安象貰いって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く63）
トカ“イマワマヨメゴモワvワタッタフトバンニ
のが　今は　ま　　嫁貰いta　fa・た　一晩で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く6句
1結舞（B詮の義f∴チ乱∵襲；二
　　　　　（6迂）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（66）
ハナシモ　トブギレ　トリキメテー　エー　チャモ　イ

誰も　　　　　取ワ忌めて　え之　お茶も

響：撮臨て）（B畜汽つ窃ぞ褻

ソーKレ
そうすれに

　ユー

いう

トーカ

遮い

オー

セ：口丁一

回って

　マ9一

　まな
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R
｝
A
〔

　ム＝コイーノレ　　ヨメそ　　ツレテ　　イクトユー

凌蛋入る（ことも）凍獣も　つれて　行くとwr　）

　　　　　　　　　　　　　（6”
ンニ　ヨノナカノ　ススデナッテキタトン

に　　世・の・中か一　遣．んて・　♪よってきたけど

　ナカッタ　モンナー。

　なかっk　 わのね之。

パー’。

はい。

　　　　　　　　　　　　　（弼）
ムカシ　イクラパンパ“カイ　ヤッテー　ソン

管は　　　畿疲　 く“らV・　　　：出ψ、‘ナて　　その

イッシェーカンバカノレ｛。、

は一一遮Feffは“カ、ワも（出ρ、けてmhろうカ㌔）

　　　　　　　　　　　　　C69）
ソギャン　イッシュカンモ　　　　　　　。

コトE　モ　カンタ

ミUb　の簡単

4カシャ　ソーシャ

メ皆・は　　　そうでぽ

　
馬
力
α
ン
い
ナ
表

ンバ
番

チ
ー
イ

？ん’9　va　一週．聞も　　（出ρソナτばいなか。みの

㈲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（伽）

ソ無驚葦篇福崎ξて（

ミャーベンテ　イカンジャッタ　ナ。　ダイタイ

　毎晩とは　　そテψ・なかっk　ね。　　　あ’よそ

　イケバ　デケオッタ　ナ。

　タテけは’ψ　（親》ウつまとまっていたね。

　　　　（72」

ミバン　ミバンナー。

3晩　　3晩la。
　　　　（73）
ナンカ　トコノレガー。

看v、　　所が。

パー。　ミバンナ　イキオライタ　ナー。

‘まい。　　3H勉‘ま　出力、けてお’られたね之e

　　　　　　　　　　　　　　－310一

βンー。

　5ん。
）易

ミノ・ぐンノ・ぐッ方リ

3屹ぐらta



A

B

A

B

A

B

A

B

A

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　へ

ζ見：軍1（々夏、㌻ご£る継続歯，ご諭’　（

　　　　σ男
ドギ∀ン

と“んな

工一ッ　ソギャン　カーンタンニ　クルエバー

え之　　そんな陀　断単俊　　（嬉：を）ぐれると

　　　　　　　（聡）
カーンタンニ　ヤッ

　閣単次　（々叡に）・やる

くウの

ムシコ　ナサルッテ　ヤッパリ　カンガエテエテー

　　　　されるって　　やつは。ク　老之てお’いて

　　　　　　　　　（切　　　　　　　　　　　（78）

組総∵二篇（A㌃／粥議；蕩∴ゴ
ラレンジャッタ　ト。

らっしゃら蒙かったんよ。

ヤッタカ　ヤ〔7テ　オモトッタケンチャ　ヤッバ

像敦泥）やりfaい・やろうと‘思っていても　　　　　・やつ｛CtOリ

　（79）　（80）
一　ソノ　コヤシェオッタ　トター。

　　その（霜談諮夜）米らせて鴇後ん庚“よ。

ソー。　（笑）

そう。

ンー。　ムカシン　Eナ　ヤッパリ　・ノースット

うん。　　’管の　　．iellは　　ヤっtCt。ク　　そうすると

ミバンバカリャ

3屹ぐ◎らwol誌

イエラカネー。

偉v・ね之。
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｛
b
A

6

A

廊瓢デ詔一．（Bつ記
　　　　　　　　　（s｛）
イマコロワ　ヤサシ

　　　　　　　　　一　今頃ぱ　簡単
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（82）
モラ才一テ　才モタ　モナ　イッシューカンチャ　：コンバジャ　石

（嫁を）貰おうと恩つた；看は　　一週間て・も　　　ヤうて塞なければだめ

ンネ。　モー　ドーアッテ　モラオーア　オ丑エバー。

だもの鉾～。　・もう　　：とりうしても　　貰お・うと　思え～ま“。

モラオーア　オそエパ　イッシューカンモ　カヨー　カヨーテ　キ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どズ　ズメアど
（vbしても）貰お・うと思えば“　一乏厘闇る　　　　　　　　 通．って

　　　　　　　　　（93）
オライタッ　ター。

来．てらっしゃう姦よ。

（B4）　（gg）
ソースレバーマーエソーノマケッコンシキテマシュ
聴うすると　　　　まあ　　え　　その　　　改あ　ゑ言妥管式緊というのご渓まあ　二

一ギノ　＝コト　タ㎜。

イ翰の　 こと　よあ・。

ウン。

うん。

ムカシャー　シューギマー　ソースットユート　ハデカッタロ　カ

管は　　　　祝イ義’は　　　　そうするとV、うと　　　派手なかっ；転ろうVe

　　　　　　　　　　　　　　（86）
一・ @才マエタチン　ワッカ　ジブンノター。

　　　あん後たらの　比い　　時：分の縮ぐ昏式㍑¢。

ハデン　ナカ。　ハデニャ　ナカッタ　ト。

ラ受手て“嫁ない¢　ラ瓶季寄ななかっ姦んよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　（8の
ソン　ジブンノ　ジェ　ジ畿ンデイクラバカーリ。　ブッカモ
　　　　　　　　ひくズヌど
その　　蒔の’分・の　　　　　　お’金て“　　v・くらくt一らv、。　　物イ面も

　　　　　　　　　　　　　一312一



B

A

ヤス7ブテ　イモノー　ソン　トージャー

安いので　藷グ　　その　当縛は
くE8）

ドーシテ　イクラベカソジャイロ　シランドン方　ナーンモ　ソ鴬

z“フして　　　いくらく“らwo旋◎．ろうか　知7らない（ナれと“も　イσ‘ti　　そん

黒白ご（A為≒審　り

マチデ　スヅチュー　コタ　ジェンジェン　ナカットルケン　ナ。

町で（旧婚式を）するということは　まつ凹く　　なかっ加から豚。

ンー。　ワカワガエテ。

クん。　倉分曾分の叡篤

ワノ7ワノフエテ。

魯分二分の家鴛

サゲーワー　ケ　ケンブツニンガー　ヨンニュ　ノミ才ッタ　トタ
　　　　　　メざ
ラ爵は　　　　　　見物入ρレ　　　　　旋くさん　 ・欲んで・いをん々“

～・ @オキャクサンヨソカー。　ケンブツ＝ンニ　デャーテ　ノマ

よ。　　　お’啓さノしょtL2め。　　　　　見物ん欠　　（酒を）£して　 ’飲ま

シェオッタ　モーン。

せてmtzむの。
（解）

ナンノトキジャッタ　ナー。　才リャ　ワッか　ジブンニ　才ボエ

　そうde“つた掴之、　　　　　　づ秘に　r滲い　　時分に　　覚出て

トッテー。　ケンブツ＝ンニ｛　サケ　ン・・一チxヲ　テヤータッ

いて。　　三物人詮　　　　洒・縫、三層を　　治し爽ワ
　　　　　　　（qo）
　ソーメンヲ　カシタソ　シ才ッタ　ジ。　ムカシャ。
　そうあノ（，＝芝　　！貧へこミせたジ　 してい〃をん譲ゴよ。　　管‘；定。

　　　　　　　　　　　　　r313一



6

A

B

A

B

ソー　ソー　ソギャン　シオ乏∠域。

そう　 そう　　そんな〃ぞ　　（てあ’られた。

クジラヲ　カ’マシェター。

魚京（の肉）差倹べさせfa。

　　　　　　　　　　（ql）
ウーン。　サカナー

　　　　　　　　　　muうん。　　斎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（92）
ソースレバ　アスコノ　シューギヤー　ヨカ　シ＝一三ジャッタッ

そう循と　魏この，三脚・　よ・、祝働だ・たと
テヨンニzゴッツ，ン撃ゼトコンシ＿ギャ制テ
　　tzくミん　　こ・馳走を　出しな所の　祝俄・ば　　ぼめて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くg4）
　ゴッツォン　デン　　Fコラ　クソンゴト　ユーテxテ　アラ　ヤ

　ご離疋が出ない稗は　くその．1　）・ez言・てあ’いてあ孜は

ブレシューギノー　アンドマ　ツマランテ　ユーテー　ワガ’パラ

みすぼらしい三三どかあの人夜ちなつまらないと官りて　　三分ψ’“腹

㌃畠傷菰。ぷ鑑二た（βつ傷議ツ∵
　　　　（鴨〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

一テー　ソン　ゾンブン　エテ　クタ　トコンノタ　ヨカ　ンユー

て　その　腹助ぽ・い貰。て食・N・・th所の祝磯！Ctよい　祝繰

ギ’ジャッタシテ　ユーテ　ホメテ　ノー。　ソン　ケンブツニンノ

な“っ1楚とちって　　　 ぽめて　ねえ。　　その　 星1：物ンく、がい

㌃（∵∴うつ驚鰹簾や多託ン．
　ニンゲンノ　ヨ／ナカPワー。

　人間閂の　 一世の中tEt。

ソギャンシオッタ　ト。
そのよう〃Z　乙でV1多2んよ。
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A

B

A

ンー。　エソワケーン
）ん。　　え　　　そうタe“　e・ら

　タメ＝ヤ　シェッ方クー

　ltめ綻：は　　わさ・わざ

ヤツハ．ソノ　ゴッツ才バ

ヤっはOl　その　こ藷七子を

パッテ　Yッパ　オモテ
なけれ‘ごと・やつば。ク恩って

　　召7）　　　　　　　　（qg）

　　　　ソー　ソ｛

　　　　そう　そう

テ　ゴッッ■　ウケタ

てこ“，馳走をcztrフた

　　　　　　　　　　　（督oo）
マッ　トソ。　ソコデ

｛まうんだ’よ。　　そこで

意2（笑）（6笑）

　ナシタ’ノ　シテ。

　づ下し夜リ　して。

（笑）　ソギャソ

　　　　そんなlt

芒一　ソノー

もう　　その

　　　　　　　go2）
テ　コッツォ　ウケトー。
て“　　こい駝走；隻　　受’ナ取る。

エー @ショーチL．ヲ

ん　　舵暫↑を

　　　ムカシワ

　　　管は

　　シオッタ

　　してい窟んまe

トリンマッモ：ナンモ　ナ方ッタ　｝サ｝。　ソト

万文グ締まりも　　ブ戴も　　　　な10、っ慶　んよねえe　　タ／N

　　　　　　イチバン　パジメ＝　二一。　ヨンニ

　　　　　　一番　　初Mta　ね之・　　衆くミ

　　　ヌーダーワ　ソーメンヲ　クタリ　スットユ

　　　飲ノした“リ　　　そ」めんを　 食（ごたグ　づ’るとい

　　ソノー　ヨカ’シ＝一二’ッテ　イワノレッ

　　その　　　よい　ネ三儀と　　　官われる

　　　ソン　シェンバケンカッテ　ユー一一テ

　　　その　　乙なiナれ’iズいけないと　言って

　　　シオ’ッタ　トター。　ユー　イワレン

　　　してい夜んだ“よ。　（入から）よく言われ

ム鶴ノ叢翻款ン．（B

ソートー　ヨンモ　シェン。　ソート　オッ

　　　　　好ひ》も　しなし◎。　　　　ダト旋　　　あ’つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　（守9）
　芒ンガ　　ヨン：ニュ　ショーチュバ　　ヒンノ

　＝者か・　　なくさん　　焼暫す＄　　　飲んで

　スベッァガ’ソテ　キタッ　ナシタリ　シテ

　じわじわと（象詑）よ＝ってきたり　何し彪リ　して

　　ソーシテエテ　ケンガ　ンデキャータッ

　　そうCてお亀いて喧：9華さ　して・“か乙たワ

　　　　　（三二vホンナコアサー．

　　　　　　いや　　　　ほんとP按　ね之。

　　　　ト。
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　　　　（暴03）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（淑｝4，

一卜幽　工ンノ　ハニャ　イテ　クタリ　ナシタり　スレバ　ハツ
　　　　　ラz　　繊の　端｝tZ　vaて　’食バたジ5ffJ乙たジ　するtr　耳1tS・s

カシ・カロガー　ヤッハ。ソ　ノマン　ウチニャ　ダッテモ　ニンケン

かしカ・ろうカい　やつは。ワ　　飲まなvaうらは　　言送Z－b　　ノ文朋

ニエ　ヌーダワ　クタソ　ズル　丑ナー　チャーント　モ　　シュ

ミん　・飲んだグイ禽ヘー鳶クする：者1ま　　ちゃんと　必づ　　ノ祝

　　　（les）　　　　　　　（te6）

つ㌦㍗スケζ磁熟ノ∴ン．
　　　　（［σの
　イ芒バ’　コーヨりか　ヨカ　モンネー。　ソーメンノ

　藷を　　食へこるよクρ、　よい　ものねえ。

テ　ショーチュノッテ　アットジャッケン　サー。　　　　“

て　：続動ぐで7らって　　　　あるのた“0・ら　　ね之。

　シテ　チャーント　カマエテエテ　ヘンソーシテ　イタトッ

　乙て　ちゃんと　厨念してお’いて変装乙て
　　　　　　　　　　　　　　　Ge8）
論．（6笑）

　　　〈togL＞

一デ　トナリノ

て“ @隣の
テ　ザシキサン

お・いて座敷：ヘ

アガッテ

M）て

イタテエテ。

そずつてお雪いで。

　　　　　　　　　　　　　　　　　ワーカ“エデ

　　　　　　　　　　　　　　　　　二分の家て“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナンノッ

　　　　　　　　　　　　そうめノしゃらイ可やらっ

　　　　　　　　　　　　　　　　フルカフリノて

　　　　　　　　　　　　　　　　ごまラカ、，3ぐ　ク　左

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

　　　　　　　　　　　　　　　　行っているん

ナンドン　ソンワレドンノー　ゴーギ　ヒンヌ
な“けと“・乙　その　　自イか蓬　汐・憐　　　　しこたま　　飲ん

　　　（llo）　　　　　　　　　　　　　（紛

アッテ　トーソー　フーカブリャ　才ソトッテエ

　　　　　ほら　　　　　　　ほう、O、ノ5ぐクば　 刃又って（，まゲζ

ドンドン　ドンドン　ワーガエノゴト　（笑）
と一んと“ん　　と“んと’ん　　　　倉分の霧ヒの6eづiζ

　　　　（闘リ

　　　　ソノ　ウチャ　ナンノ　アッテ　ミンナ

　　　　その　うらitば　侮一か　 ’3iら　　皆の

　　　　　一316一



B

A

　　　　　　　　α13）
ントパ「　トッテ　イチクタリ　ナシターリ　シテエテ　（笑）。

こ“爵弛走を刃又フて　　食へ“疏ソ　プ濾しfaグ　　してあ・いて。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（麗峯）

ソ拡〃即滅影（A笑）（笑）才ヨクンザ
　　　　　（lt5）

一　オー乙
，

藷㌃弄禁慧；ン裟ど∫．（6笑）二腸ニゴ

　ゴーギー　ソトカラ　才メテ　ヨか　シ／ユーギ　ヨカ　シューギ．
　　　　　　　　　　　　　　　スアズメ　　　　アアアメ　ベメ　ア　
　ひどく　　外から　　V慰んで魅　　　　　　　　　　　よい　＃冗4寂・と

　　　　　　　　G紛
テ　ゴッッ才ン　ヒンナッタッテ　ハラノ　フクレタグリャノ　ハ
rき7てこ“藷也走ta　’よって　‘まら　　　fiit」O　N一　ふくれkというイ1をの

ナシジャン　モーン。　ソトデ’ウタバ　ウクウトモ　才ル　ナー。

3息急ゼ　　 もの。　　　タ幽トて“　毎欠を　　歌うラ皆b　いる　？R之。

　　　　　　（18）

（朕）靭篇犠ノニ鵠リ翻二二裏ゑソ

1一デーeデニギヨータトナー．イマヨリ方一。
外で。　　それで　　にぎわイてたんよね之。　　今よりか。

二＝＝・竄ｲヨーッタ　 トσ

レzき“わってva洗んよ。

ン。

うん・

　　　　Cl19）　　　　　　　　　　　　　　（12◎）

イマドン　　　　シュ帽ギマ　　　　。

今て“は　　　　　 祝儀は
　　　　　（12リ
ムカシャ　ナロー　イマノ　シューギャ　アギャントバ　スレドン
菅は　　　だ’う1之ら　　今の　　　祝・儀・t6t　　　あノもなの（・衣裳）を　する～ナれ：ど

　　　　　　　　　　　　　一317一



カ　ムカシv一　ソノ　ハナヨメーサンノ　イシヨーガ　4ゴ｝ッ

も音は　　　その　花療象さんの　衣裳が舳　遍って

タロー。

v）夜ろう。

B　イショーワー　チゴトッタ　タ。　アッテー。

　衣裳は・　　　」運〆っていたよ。　　　　ほら。

A　三二二。　カミャ　ドギャン　イー才ッター。

　　うん。　喫は　と“んな旋縮，ていた。

B　マッパー　マルマゲ㌧。

　　ヤっtgt。ワ　タ（盤。

A　マノレマゲ　。

　　富山。

β　アー。

　　ああ。

A　ツノカクシテ　ユートワ　ナカッタッジャロ。

　　働速し・て　客う抑ばt6Cか。ftのだろう。

B　ナカッター。

　　なかっ海。

A讐二二ヂ（B爺つ識ζ夏一．
B　マルマゲンぐッカー。

　　ダ乙鳥は“かジ。

A　マ」レマゲ　ユータ　シャシンノ　オルゲノ　オッカントノ　ドケジ￥

　　九鷺を　絡。た　写兵ザ　　私の家の　お尋さんのP・“どこだク’
　　　（｛22）

蕩憲㍍売；イ♂（Bンー。フん。）渉忽猿
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B

A

B

A

B

A

B

、蕪5、細7忌篇チ噛（B二鵠鼠．）畜ご綴

ノー。　カカヤンノー　マノレマゲバ　ユータ　シャシンノー　ドケ

　　　　お・窃ぐんの　丸鷺姦　維っ疏　　零箕が　　どこだ
（123）

ジャイロ　アッタテー。

か俊　　　あっ々の陀。

　　　　　　　　（IZ4）
ム方シャ　マルマゲりンジャッタ　ト。

管は　　穴磐　　　だったんよ。

ソー又レバイマ　ヨーフクナンドーン　ソノー　ムコドンモー

そうすると　　今・は　ラ学服しIZe”’けれと・6　　その　　婿lfんも

ワフクバカッジャッタ　でン。

身ワが艮は“ク、クた㌔たもの。

貌
e

…㍊㌘｛；と㌘ノ）轟謡な．（B㌫）

　マ’一夕。

　該だ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（za　5）
小一フクジャ　ナガッタ　｝。　ワ7クジャッタ　｝一。

芹肩山て“ぽ　　㌔eがっ疲んよ。　　づ初灯艮だ’っ宛んよ。

マッパ　ソノー　サンサンクドノゴトアットワー　イマト　カワラ
ヤっ｛ま。ソ　その　　 三々ブ乙ノ隻のようなの～ぎ　　　　　　　 今と　　　笈．らなかっ

ンジャッタロ’カ。

たの表ゴろうか。

駕菰（∵♪㌻拶1ノ募∴

一319一



ハ

B

A

B

　　　　　　　　　　（錠の
ヤッパワ　オ’ナゴノ　：ホンカラ　ハヨー　ヨメゴノ

やつは．グ　　門発の　　　づtア　O・ら　　　　’早く　　一を象・さんの

ぞ（∵）震キノ濃∴．
ノ　　　o

うん。

ソル方ラ　才トコン　ホーンマッテー。

それカ’ら　　男（渋沓）のづケシζやって。

ンー。

うん、

　　　　　　　　　　ar8）
ソッデ　ズー・ットー　ソノー　ソ　マー　サンミズツ

それて“　す“っ　と　　　　その　　　ぞ　　まあ　　311i］一ず■1つ

　シテー　サンサンクドバ　シオッタ　トタ。

　し’ζ　　三々・九度を亡ていたんた“よ。

　　　　　　　（i29）
ソ隔　ソ　シュッタ。
そ三う　　そ　　 ｛てい1≧r。

　　　　　　　　　むヨの
ソイデ　ソイバー　サシテショージヤカラ　ヤッパ

　　　　　　　　　一それで　それを

　　　　　　　　　　　Ct33L＞

コー　オキ　オッタ　ト。

こんな仮置いてv　lzんよ。

ソー。

そう。

　　　　　　　　　　　　　一320一

ezv

ホンかラ　ハ

）o・ら　早

アギヤント

あのよ5ve

　　　　く　
　　　　チ穆一下ンガ

ヤっta“ソ　乃中入か一

　　　　　（132）
イチバン　サキ　イチ

　　　　　危　　 一

B　 ﾂ黛ζ、



A

B

A

B

A

B

イマンゴト　ナ。

今のようitね、

ン。

フん。

（S34）

　　ト
WXANSAN

ハイ。

はい。

才ナシ　 コト　ター。

厨じことよ。

ンー。

うん。

　　　　　　　　　　G3の
ソン　サンサンクドワ　オナシ　コトジャロ。
その　　三々ク乙度どま　（今も蓄・わ♪1冨rび、ことZ々一うう。
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注記

（Drマ　グッコンノ　ハナシー」は、「ま．縮婚の諮ど言之1ご」

　というようなスaアンス。

（2）「ケッコンナーAは、連声硬象。

（3）rジユーナAは、「ジユ占断ワAの縮形。

（4）r工一41Zl　Ml声謡。

⑤rアスケ」ば、rあそこvaAに慮るが㌔食紅よ：、　rをA格霞訳

　した。

（6）rシゴト」1ま、　rイt亭」の意でぽなく．　「しわざ」シz妾Fる・

（7）rナーンノaは、rいやいや、どうして何が」のニュアンスで’

　ある。

（8）rシー」は、rシート1レAとかrシートッタAを言おうとして

　のものと二蓼之らyしる。

（？）r・ ≠モ秩≠Pントン」｛ま、　rコ＝」ノトモ」ぞ、 rト」L’［k乏穽体買2ケ言可。「鴨

　ここの奥さん｛Aの意。
（歪のrウ・チャー」カN“．こう閉’≧える・

（li）rシur」は．イ可D、の言：いさしか。

（12）「：コライタッジャーaの「コライク■は，「：コラレタ」O’らの

　1．，のでぱなく．rコラシタ．のイ音便と謡えらKる．

㈹「イッチzテJは、「イッチョク」が終止形。「放っておく．

　そ・のままひζ（．てお‘＜」の意。

（n）「イクトナンドンA〃）ドナンドンaは．rナレドモa出自1。

（15）「シータ　モナ　イッチmテ　イタ。」は．笑い声での表現。

（1のt「カワイaは、以下R払底［の茗略が考之らKる。

（の「ゲマカラaは．「イマガiヲ」の言いあやまりか。

（1の「ナーり」は・　「いっしょvaなり＃の意て＼略形・ρ

（i9）「シーータ」のところで表現が切れ佐膏多旋tKっている。

（OO）（Zi）「アノー」は間：投詞’。

㈲主恩々’ら．文末謁rザイAまZ・・ぱヲ禰文。

（励（4）の「ケーン∴，「ケン」の；疹縁助詞ば、俸言承二凄ての狩・異。

　　　　　　　　　　　　一322一



（ts）「カラ」は㌶方言表現では、ふつう蟹のない。「ケン」が常。

⑯音声不明瞭で下取薙．

C27）「アノーaは間投調。

②「アギャント」は、この三二，間投言司的にM・Aられている。

（・9）　「Nソサニヤ・パサ＝ヤ・は・方向のrへ」va　sる格助詞。

（3①rコグッツァ＝ヤ」は、「コグタサニャ“の音麦4乙。

（31）「モラウ」と収の「ヌノレ」とのことば班ミぱ、「…一・一　esう、そ

　うするように・一一…」x：ちえる・

㈱rシッチゴトットジャン」のrシッ」は、楼頭辞，「ジャンn
　は、「ジャ♪レ」の者・，麦πピe

（33）ロ亥が入ろ。　rソノ」｛ま聞授書斑。

（3のrソノ　　マ」1ま間才二河。

㈹（3の（助いずれも間授調。

（詔）音声が重なって不E月。

（39）（rc）（4f）いずれも　闇『受三訂。

（40rrデクデ㌔は、「歩いて．の意。

（43．）者声力N一｛さごr》きりしない。

圃咳が入る。

（4砂ρマー一aは間侮言訂。

（46＞rヨーユ」は．　「イ…ヨイ三ヨ」出食と恩われる。

（4のrソノーalま間泣言可。

（48）「キロかdは、「’キライカ」の縮1杉・。

（49）「アリヤ　ズカン　ゲイ。ば引用文。

（M）「トマラシ＝U・は多ノ外文。

（6D　．「アシデ　：コソコソ　ヤツテー。」は’笑va声での表現。

（ff2）者噛声不明瞭．

㈱）rアシデ’モー…一…シa一嵩」の選分に、諮：看Aの芙い声がイ半う。

（Pt）rシューゴタ　ナカaは．　rしセくはない“va当る。動詞の禾

　米墨（意志形♪に，助動詞「：ゴトアル」，「ゴクノレ」が：鰺する

　と．願望の覆堀となる．例えば．「行コーゴトアル。」（9Sき

　　　　　　　　　　　　　一323一



　汐zい、）

（殉「ヨンニ＝かッタ」ぱ・「多グっ花aに巻る。「ヨンニュ」賦

　ふつう、「旧くさんaの意の嘉弱斑に用1いられるカw、これを形．容．

　書司（カリ濃）イにし旋もの。

（56）「オイオ」と聞こえるが・はっきりしない。’意味不明。

（5V（SSDいずれも、橡出の「ニサンニソthの言Wさしと恩われる。

（卿）かすカ、淀聞こ判る。

（の管声不明g瞭。

（6りここva，やや一長）・間㌍ある。

（6z）・”マムカシャー　ヨメゴElリャッテユートガ・と、昔の嫁

　貰いの諮を切ワ出乙ている力版次下κ鼠碗在の撒貰いの診への

　尭多行が更られる。

（63ウrフ巳トノ・ぐンニx2‘ま・　「トリキメヲー＿≧シ2孝売く。

㈱「工．一Aは間媛詞。

（醐rトフ“ギレ4は、）欠の「トリキメ」〃〉言：いあやまりと黒わ孜る・

（66）t「イaは・　「イレテーAの●客v、さし。

（6の「ナッテキタトンAの「トンaは「トニ」（のva）て一一　j接矛癒助’

　詞P。

（6～り「ヤッテ｛A（出ク’けて）の次に、　「いたた“ろう0、」捻当るミ

　と｛ごカγ略されk育多レ？なつでいる。

（6gγ青声か食なって，よく聞さ取れないグ、「イキ坤ランジャッ名

　が予得される、

（70）「ソギャンナ」は、「ソギャンニワユの縮形。

（m）fイタチ」の）Rva．　「いな9、つたaPt当ること｛ずが田各さKk影に

　なっている。

（mp）「ミノぐソナー」は．連声理：象。

C73）「トコルaの〔ル〕1ま、〔W｝〉〔，レ）のもの。

（74）　k声が重なり、聞き：取れない。

（95＞「マツ」　は、　「ヤル」　、　「ヤレンa　なと・の　「ヤ」と：考之られる。

（％）「ムシ：コ」は・意昧不明。
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σの「 сc」は、あとの「ヤッづ←ヤ」の言いさし。

（7の「アノ」は間：投詞。

（79）「ソノ」は間筏言司．

（8の「コヤシ＝オッタ」は、ヂコラシzオッタ」の音変化。

（8り・音声が重なって、聞さ男文Kない。

（9か「讐コンノぐジャ4は、 「彗ミ．なけれfごだあだ」整Z｛砦るPN’、才妻痢冥助額ア

　t「バ」に・断定め助F動詞’「ジャ」が’接するt”’～バジャ」の特

　異な形態Vvラ主房ミ詰れる。

（S3）こ乙レヒノヤやXしA間力vjある。

（84）「ソースレバ………シューギノ　コト　ター。3の文覆現は、

　誰題：を、茄皆式に移す表現。

（8S）　「マー　エ　ソー／　マJは、間投の表現。

（86）「ジフンノター」の「夕一」は、「トワ」。「卜」は牢イ本助詞

　で，ここでは．編婚式Σ表わす。

〈8り「イクラバ㌧がニリ」は、俘守翼な長一者一。

（鋤rドーシテ・・一一一…・スン　モ：ンカナー。3tg、及語養現。

（99）　「ナンノト・・Eジヤツタ　ナー。．．1は、想起の表嘱．

㈹「方シタリaのtrカシュは、「ク7｛Za（食Pゼ）の薙二形・。

（91）音声が重なり．聞き取れない。

（92）「～9ッテ・一一・一＋・一・一一　Fコラ　クソン」この卸分1記笑い声で

　の表現。

（93）「デャー　トコン」は・「デャータ　Fコノ」の縮形。

（殉「アラ」は、「アレワ」の縮形。

（9S）「ソンaは間翠玉訂。

（96）「トコンノタ2は、「トコロノトワ」で，「卜2は孝体助’詞。

　ここで（ま、わZ儀を表そっす。

（97）ここbZ、やや長い闇がある。

（98）「・ノーテx」とも閉こえる・「タトva　aの’意味ge毛とKるe“．不

　晒。

㈹「ヒンノマッ2の「ピン回章弓頭辞。
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（leo）「スベッアガ’ッテ……・一一ホンナコテ　サー・aこの卸分｛ま、

　笑いタでの表現・

（lel）rンーニャ」1ま．この：場合、間殺詞倉㌻屠法のもの。

（lo2）「ウケトーA｛ま、　rrウケトル’：の音・等化．

（ie3）「工“1ま．〔je］1て近い。

（燭「ツ」は蒲音。

（1σ5）「ド」ぱ不艮H音。

GO6）　rスケAは、　rスカイテaの”スケーテ」などの言いぐしク、　e

（loηr＝コーヨリカ」のrコー」ば、”クー」の奮度イと1。

㈹rワレドン」は、rおのれ遷，」、rワッドン」とめ言う・

㈹・トすワノー一・一・・ナシターリ　シアエテ3この部分｛a　・笑い

　声での表現。

㈹r卜一ソー達と聞こ之るが、意味不明。

㈹r才ットッテエテAの「オッaは、馬頭辞。

（t12）rソノ　ウチャ・…一………ナシ9一リ　シテエテaの却分1ま・早

　ロのうえ笑い声での表現の夜め・音声は・はっきり聞き取れ含

　mが＼いちおう、 このよ〉陀間こえる。

（l13）「イ・チクタリ」の「「イチatElr　．彬・頭辞。

（陶r才ヨクンザーaと聞こ之るグ・意味不明。

（l15）音声グ重なって、よく聞さ取れない。

（tt6）「オ　ワシE　才ボエ｝一ッ。　ソノレバー。：は・笑）㌧声での

　表硯。

㈹rヒンナッタッテ」は、「ヒンナッテ　アッテ」の縮形。「ピ

　ン」は、棲下欄芋。「アッテ：は、「ばら」に者る間：投詞。

（lf8）「モー　 ヌシドンバッカリ　ヨッハ。　W一チ　サー・。　ソhデー。」

　は．笑い声での表現。

（II7）　（12e）とも渡，’青㌧声力w童’・まって，よく開さ取：れない。

（ω・ナロー」は．あとの・イシ。～がチゴ5ッタロー・・1で続

　く。

α勿「アッタテnぼ、ザアッタトニAfi’らのもの。
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e23）「ジャイ〔7」　は、「ジャロ」　とr司1意のもの。　rジャー　w」ク・ら

　めものか、

eo「ワン・と聞こえる〃へ意味不明。

㈹ここに、やや看い間bv・ある。

㈹㈲「ホン」は、「ボーa（方）の者渡化。

（⑳「ソノー　ソ　マー．は．闘探的表現。

G2の「署 cタ」の音ρ分．者一声か《はっきりしな）｝。

q30）「サシテショ｛ジvAと聞こ之るb”、はっきりしなme意味子

　明。「（盃を）さしてしまってO’ら．ともとれる”、㌔

㈹「イ中人誌のことであるグ、「’S　m一ニン」と聞こえる・

（Pt）「サキa　（先）と言っでいる。“、劇言いあや31リ。

（135）「アノ」は間投詞、

03の音」声か・，よく聞き耳ヌ：れない。

㈹者斉グ、はっ乏りし匁いグ、「才ナシ　コ｝ジャロ」とも聞こ

　える。
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6．正Hの話

回し手

（蕗豹

　A

　B
　日

　（CN　k）　（性）

ム雌毘麟衝門　男

や曾ユエ　　女
平尾美lg　s一　女

　（生年）

珊洛30年生れ

朗ラ各24年生れ

昭和30午紫〃て 〈心情便〉

A

B

A

B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くり
繋ぞ霧心筋ソノー（β　判（Bサノつ

グワンジツン　アザワー　イチバ’ン　ハジメワダンナンサマエー

　元　Hの　　車冴ば　　一番　　襖停あ！罐　　旦　那様tl

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの　　　　　　　くの
カンザミャー　サツケイバ　シア　ダンナンサマエ　ヨッテー

穿南濃酸　　参詣を　　見て　耳輪篠の寒鯛　文寄）て

ソシテ　イソナンイ7ケン　アノー
そ（て　 ・一 ﾘテ　　一壷ア　　あの

　　　　“（4）

’窮ガテツ（A翁つ

ハツ／一一デッテ　ユーテオメデA7ケ7シテ　才メデみ一　E一
アメメメ

　ネ刀詣t　r謬って　　　みめでとう岬げま乙？　あ’めでどフ　夢乙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　
シマズット　ユーテ　インケン　イッナン　ヴフレキオライタ　ト。

設すと　　　言って　　一軒　　　｛華↑　　　’歩きまわ，でらっしゃつたよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．■（6）
イッケン　イッケン　サル・キオンタ　ホンナコテ。．ソーテァ　ゼン。
　　　　　　　　　　　一重予　一牽干　　「歩ミまわ。た　　ぽんとう麺　　・1｝Ae　3　　郊」。

（㌃）
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A ホッhユF一
そうずると
　　（8）

カー　ぞ一

　　　tラ　立尋，で

タ　モ三ナ＾　シータ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
　オー　ソッ　オメヤバ　ダサフレッ　Zンジャノレケン

　あ畢おし　そう　　御7ネ申酒を　出される　　ものカ“から

ヨッテー　オメギバ　／ミ才ッAユーA－　　Bシー
　　　　　　　　　　　孝埆7ネ申ヲ爵を　・飲ん々“ワこて》）’るというと　　 （酒砂フ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（の　　　　（ω
サイゴニャー　モー　ヘグラッス〃ゴみ　シデ　カエノレオライタ

簸後κぱ　もう　　　旧く郎て　　嫁へ）ジ筋τお・破を
　　　　　　　　　　　（LIP　　　　　　　　　　　　 ζ’2）　　　　　　　　　（13L）
ト。　イマワー　ダンテβ　ガエルオッ　バヨーソデ　ユーコみ・

よ・　今ぱ　誰かが　帰。ているわよ・て言うむ詑。

ム方ン／　シ影一ガツガ　ナンジャラ　：ゴーカナコみアル。

　ノ資の　　一正刃か　　　ブげやら　　！幸’サ》ρ・なまう々㌔

アッ　　ソシ・…’・・o

あ　　そし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（iZi・）
シ9一　シN一ガツノー　アギヤント　アソテ　モー　ジ午　モー
ぎ　メクぐりぐ　　　　うくざメ　アア

　　　　　萱門の　　　　　　あの　　　ばら　　もづ　ずぐ’　b5
　　　　　　　　　　　　　　　　（琵5♪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ε6♪

　グワンジツトー　フッカジャイローマダ　ァスベバッテー　ジキ

　　元　H　と　　　　二・日だ●かまての　　　　　　遊・3ぐと　ぼら　　　すぐ幽

　　　　　　　　　　　　　（の
ニ　ハタケン　クッジヤッタッター。

按　 火冴の　 ，5　iちナでちたのよ。

　　　　　　　　q8）
ハタケン　クーール！7ツカモ　アソン　モン　カナー。

　文冴の　x5、ち　　二Eも　　遊，3ぐ　めの　ova宅。

　　　　　　　　　　　（の
7ツキセー　アソ　アソ・…・・…。
　　　　　　XXX　　　XXX
　二8

アノー　ジキxアミー　モットルモナー
あの　　地御ミ翁町蓬　　才争っている者ぼ

　　　　　　　　　　　　　一329一



B

A

B

A

B

A

B

A

B

A

ソー　アノ

ゼう　あの

フッカノ　ハッゾメッテ　ユーテー。

＝ヨの　初回事。て　宕，て。

亦ンナコッテー。

ほんとり沈。

二一ツ。

之之。

ソージャツタ。

そうたゆ’つた。

アギャントバ　シオッタジャ　モン。　アンカラ

あの2うなことを　乙ていftんオゼ　 一bの。　　名町て“

サ’カナバ’　トッテキテー。　ソシテー

魚を　　と・Z来て。　　そして

フツカ　マー　ハツゾメッテ　ソコンノ　マエー

二・E　 まあ　，ネ刀イ±：享って　　 そこの　前
　　　　　　　　　　　　（22）
　コッダマ　ンタソシァー

　　　　　（20）
デテイタテー

典z才ア。て

　　　　　（2け
シェーゴドンガ
セいこもなと馬鴨φ聯

ソー　ソー。

ゼ）　そう。

トルxオッタトテー。　イマゴラ　ソギャンタ　ナPッ。　ソギャン

　と・Zいたのだか．。　　今頃！a　そるなのぱ　“erい。　　そんな

　　　　　　　　く23）　（24）
ト：ヒ　才ラン　タイ。　イオノ。

のる　　 いない　　£o　　　、魚か“。

アッテー一一　…ヨノ　Eナー　アミ　ノラン　モナー　ナマコみ一

　ぼら　　イをの　者試　　御（：誘♪陀蒙’らないコ者な　　なまことジ
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B

A

B

H

B

ナマコ　サー。

なまこ　ねえ。

フツカンヒかラー　ソン

　ニ．Hの9から　　　その

ヒつレマデバッカリー」ニャ

漏一まて“ぐらい袴ば

オーズ7タ　フツカ脚一

たいか“い　 二∂’

ぼ　コも

ソツノ　ア’グ噂ノー

ヨの　勃の

ムカシン　ヒトワ
　’昔麟の　　入～試

コグ参ン　モナー

　ノ｝、ロの　ラ皆！ぼ

　②り
トソケン。

ているρ’ら。

　　カワリー　フッカンヒニャー　アノ｛

　　　かわワ　　ニ8の厚nどく実　　　あの

　　　　　　　　　　　　　（2ff）

　　　鶏濠ナご篇∴．（B蘇り

　　　　　　　　（26）
　タッタ　ノ7ラタタ　アスブ　コター　グ7ン

　伽た　それ。さり　遊釘　こと故　　元

ヒシデージャッター。　ムカシワ。

一Ezlz　“　oた。　　　　　誉tst。

キバ’ッテカラ、

精出してね。

ヨソン　ヨソン　モンヨッカ　ゴーニギ　キノぐッ
　ジくメどコくア　　　ゑコくぢアコぐ

傘所の　’余所の　者よりる　　ひどく　瀞卑し
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注記

ω意味不明
　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

（2）「ダンナンサマr」は「旦那禄へ．で1諏＜！旦即振の民
　の急である訪なみit　一Y・te　ve　tx，「へ椿、1抄プδ＜、共遍語τ

　の「へ格・va当るところは「むz格．で表現さytることe“多い。

（3）　「　イ・チ　ノぐン　　　ハジ♪！　ワ　　～　ヨ　ッ　テー　A　ぼ｛試言v、言疑ワ　t一あ　ろ．

　っ謙り，一番々各めば、す申朦ve二参詣し、ぞA彼、且アP猟のまva

　立有しるという引負ノ争である。

（A）「ハツノーデ＝は．　「初詣認で。　〔’n3・o：〕＞　fno：〕、

（の「サワレクA　（f心止形♪　は、　「’歩〈A　と　Utラ　。どソどこ、　「歩3　ま

　わる」酸当る。

（orソーデァ．ta．「全躯の意の副sal。

（V）rジャ’レ」ぽ。「である．出倉のもの。

（の「ケンか一Aば、憂心跡厳τ（瞬按・）、「ケンカラ」出含。

（9）rカエ．ル」　1ま．　「感心ソ」　の者表：つと、。　〔リ〕　〉　〔ノレ〕　は、　労

　地詮、比軟的「よ〈夏られる、

（1の「オライタ」は「オラシ：ク」の音一侵・移。

（il）「」テur」は．ふつう「アロノ」の晋多で用’いられる。窃弓助詞’。

（12）「ハ“iヨー」ぼ．文ネ：言訂。「イマワー～ベヨー」まで叔，

　軽量又。

㈹「ユーコみAの「つF＃1¢。ふつう，「ゴト」とP現E　Qnる。

（‘4）「アッテAぼ．「ばら」1／～当る聞’手紬可。よくあらわれる。

（切「ジャイローAは「ジャρ一」と厨念。

（1の「ア穴ペバツテーAIS「アスベパ　アツデー」。

（の「ジヤユ　ハタケン　クソジャ。夕．は．適訳すれば、ρす

　ぐn畑のJlち旋㍉ft　aて・・あるP’一、言いか之れな’「ずぐitズ冴ζ・

　働くのth’　Dk4であるe

（lg）「クーノレa膝「ククA　（，S　，ち．端）で’　こ　こvaゐ　、　〔リ〕　〉・

　　　　　　　　　　　　　　　り　工）レ〕ガ見られる。また、「クーノレ議のような「麦をつど覆荻舶．

　当回れば・瞭ぞケ泥ウれ・ろ。
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（の「アソ4ぼ．「遊ぶAeb’「遊びコとかを言ゐ）と（ftもの

　と恩ダ）れる。

（2の「イタテー」は．「行）で』契着る・「三到ワて」出盲の毛の。

（2i）　「シx一ゴドンaの「ドンalよ「ドモユのす麦イど。rシ＝一

　ゴ」（or、「簸。の小型の’t’の。

（22♪「コッダマx　タシテー・と1阿こ之る．意味不岬。

（z3）rクイllt9：．文木ヂ可。

（2の「イ才ノ」　の「ノ」i3：、「が●」va労る主裕表示の孝各易クチ司『。

（zの「ナーAは、「ネー」、実りぱ上n．立つ．8寄透品イ麦の・鳥い文㌦末．

　詞

¢の「カラタタ21ま、ふつう「方ラダテ」で、「それきグ4の葱。

（29）『キバットリケン2の「トソaぽ、　「あノ2〆」の膏亥化。
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A
ハ
め
P

　　　　　　　7．米、づ乍りの諮〈もみ種のこと〉

干し手

（匪㌍多♪　　　（氏　　る）　　（惟）　　（生年♪

　ハ　　ぬ痔歪嬬街門　野　明務30年控れ

　B　竹中ユエ　女明差タ24年生れ
　H　平尼美和子で躍和30年生れ〈訂分授〉

モミグネワー　アッテー　ムカシャー　アノー一

　毛み種は　　ぼら　　　一昔・は　　　あの

イッシューカンズッそ一　ッケ
　一週間ずつめ　（水k）潰ゆ

イッシューカンモ　マッみモー
　一廻鳳毛　　　　　il，つと

　　　　　　　　　　　　（1）
マツAモー　ナガレガワー　モッテイタッテー

　もっと　　　流れ川it　　醤っで行っ？

　　　　　　　　　　　　　（2）
ナガレガワー　モッタッデー　ッケ才ッタ　トター。

　ラ；灸れノll皿　　　符う？乎↑フて　　湊’ナてい旋んよ。

　　　　　　　　（3）
ヨッタFナンドン　イマワー　7ρエー　フタバンジャイU

　（管は）選んだのだが　今は　　風呂へ　　2晦おが
　　　　　　（4）
テ　モヤサッ　ト9一。

て　登馳於るんよ。

アー。

　ああ。

ホシテー

そうして
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A

B

A

B

A

B

A

B

ホシア　アッテ　4カシャー　イッシュカン丑

そして　 ‘まら　’MN’は　　　一週間：6

サンシュカンモ

3魁闘も

ソギャーン　：7テ

その♂♪itして

工｛

之之

そ三ミ

　メメメ

ろ。女

，1’7：，一（Bナーンー。　づ，6　・・・…　ρ）

アノー　ソー　スレバ　ナコー

あの　 ぞうす4τ！；ビー長く

　　　　　　　　　　　（5）
芒ミャー　キヤークサレテー
ざ　メ　

もみは　　 ン鍛フて乙まって

ハ’一”“一’e

iaあ。

　　　（6）
コゲンカ

こんな陀

ニシュカンモ

z週間若

ツケレバオクッシカ
蒲1ナれ16t“　不友の

ヨンニュハ“狽秩@一グ　アノー　スジモミバ’　シ才ンタ

lt〈さる於　　　あの　ki　t・5・　2乙て（選んでついth

え議（B輪キ0）

ヨンニユ

thく鳶ん

ハ｛　ソシア
tCtあ　そして

ホ、シテ　アッテ

そCて　　ほら

方リジャソタク・ン

かソた’っthから

　　（IO）

ヤ＾。　モ1一

　　　　治う

スジモミバ　シ才ラ　シオ・一一ψ。
　　　　　きくメりく　アス　　ンりくアス
纏：名み£　こてあ・。一……一…・。

　　　　　（7）
一　メクタンジャッタ　ト。
　　発芽しなρ・フたん。e。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）
　　イマ　ヤッパ　ヤカイジャ　ンェーズ　デデバン

　　　今一　やぼジ　磯・鐵で！¢　乙なくで　手てツズ

　　　　　　　　　　　　　（弓）
　　　　ヒマイリョッタ　ター。　レッチャ　ナン〃
　　　　瞭阿か〃・v’，てvekんよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（u）
　　ナンゴト　アギ》ントワ　セイ」ダ　ナ。　テ　キカ

　　何こども　　あんな鳶と斌乙も’くてね。　そ乙て機
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目

ハ

6

A

H

A

6

イア　シエーズ　アッテ。

坐ぐは乙なくて　ぼり・

イツコロ　イツコワカう
い’）汐貢　　v、っL負m・ら

ン副。

うん。

モー　ナンネンパッカソン　ナρカー。
もう　　づ亨年〈“らv1欠　　　なろう　・ψ＼。

イツ：ゴ々カラ　モヤシ：才ッタジャロ　カッテヤ｛。

いっ頃から　　発芽乙て：裏ジっ液亥かろうカ’ってイ〉㍉ねえ。

アー・

ぼbvt。

　　　　　　（i2）

駕置嬬眞ツテ詫誌姦が森ぞ諺埴よ各（6り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13♪
アノー　’｛グヤー　イレテ　ナガレガウヤー　芒ッ　ソケー　ス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メアスあの　　づ表死　　　　入，れで　｛就れノη酸　　　　　　 そこ死　 し

　　　　　　　　　　　　　（t4♪　　　　　　（ls）
テ　ソシアエテー　ウーカジエン　ウーミズノ　ブッλユーみ一

て　めぽおいて　大風が　　穴醜か　似ると脇うと
　　　　　　　　　　（16）　　　　　　　　（17）
キャーナギャーア才ミ：ンナカナニャキャーナ齢ギャータリナ

　流には。て　海の　中へ　　　洗してほったり　な

芝恩徳裂、∵（B勾（際）黛認1
　　　　　｛t8♪
マコメンカワノッテユテ　ナ｛。
　、．S込の刀7のっτ宮って　？Eg～え．。

ハーッ。　：オー丁丁　マゴメンカワジャッタ　トター・

　ばい。　夜いψいい　、る込の川亥“，んんよ。
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A
　　　　（19）
ソンアマー。

そうとてね之。

〇一タ

　
ゆ
ノ
6
（
一

よ
モ

　
　
B

のあノも

　　　　　（2e）　（21）　　ソコムケニャ　スジモミガワッテユーみノ　アッ

　　そこの命7いnごま　種るみ．ノηフ？rv・づ♪ηφ、叩　　ある

　　　　　　　（？2）
アンドりがウヤー。
あノく，とvワノ」1ンzρ

グヤー。

田n・

ト
ん

A　アー　Fンサン　4カシノ　ココノ
　　ああ　 ノ屡更フ直し　　ノ宥一の　　この，控り

B

A

ウタッ ウタ

タンナンサマン〆テヤー
E那才羨の　　田・γ～

　（25）
レバ　モー　ドンクノー
れば　もう　　雪案か一一

　　（24）

アフ｛

あ群な

ダナンサマン

旦那様の
議ヤ（B

アッタ　h夕一．

あっ撫hよ。

ガスガスガスガス

かすずすかす砂いす

イマン　ドンクドマ　イッチrvン　ガスガサ

今の　　虫圭たちは　　ちっとむ　　　がすグず紋

（つ（A勾

（突）顎賑ワ ：オメカンヤッター・。

　　　　ソー　シャ

　　　　？）　ア
　　　　　　　（26）
イーヨッタンドン。
セ島va　z・〈凌　！7　ltと：一6。

ユワン　ター。

大身て’順島かなか）た。

鳴かんよ。
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注記

（り「ナガレガ’ワ』は、流れ用であるか、当地でば㍉　ミれと径別さ

　れる「カワ議ゲ31る。これば湧7K個thJの7んだまグをあらPヲ㌔

　また．いのゆる「井アA：を「イノぐカ’ワ」と言う。

（Z）「乏ッタッテー」は「モッテイタンテー」がらathの・

③r～ナンドンaは「～ナレドE」（畜揚彦♪からh6の。

（4♪rモヤサッ」は「モヤサス」と考之6れる・「Eヤサaぼ「モ

　ヤス」（講やず）の未然骸。「ス。ぼ「シVル．糸の尊敬の助

　豪富。

⑤rヤヤークサレテ」の「キャー“麟．残めの棲頭・辞。　したがっ
　　　　　　　　　サ　　ロ　　の　　　タ
　て．奪尺豊r、禽ウてし柔ってAとしk。

（の「コゲ’ンカ」は・ふつう「コギヤン．．S．「コゲン」。

（の「メダタン認ぱ、「芽立旋ん』。

（のrシx一ス“」、1のような表を4とか縛・抑夏られる。

（9）「夕一2ぼ文ネSti7。

（le＞「レッチャ　ナンチv－」は念味不岬。

（の「アiは、「斧」と言いかけ勿とめ拶えられる。・v、オ婁稜詞’の「

　テ』と考之夜、

（t2）「シマ＝チカ㌧シAは、「しゃにちAの行亭グ行なわ拘る贋陀

　綾thみ・を獅ずこと・「しゃvaち4～Ct、る地の玩俗・行亭で、「シ←

　＝ッツァマ・Z．ふつう言♪．旧暦、之灯上砂契方なわftる「

　かわ祭り・て’．当8鼠「イκカワ・Sさらえて務め・「カZ

　捉．だんごや御：神酒裳侠え．rカワノカミサマAを・祭ジ．疫病

　や災難よ’ナ芝嶺う　。

（13；）「毛ッ3は1・「符うて」を言）》ρ・1ナたものか。

（t4），　（艦δ：）　　（　‘ま鴨し　lgゴ、　　て　0〕〉〔U）となる。

q6）『●才ミ＿i　のようtz正U〕　〉 〔0〕　≧二「y』るこことlt少なレes。

吻Pサ＝V」tg　「へ・va　Xる格助河。

（⑳rマ：ゴメンカワ」ぱr流れ）｝laである。

（19「ソシテや開3｛ま「ソシヲ　ヤーユからのbのか。

　　　　　　　　　　　　一338一



（ヱの「ソコムケAはt「そこ1宣い」で・対岸vaある・小でな島

　をさす・「ウシ£ジマkという。

（切「スジEミガワ」lctt．Nhfi名・脚で疎なく・「綾るみ2選ぶ川」

　の葱。

（at）・「アンドリガ7剥畿　　　9tノ寧の「ウシ：一ジマ。のIVのふ

　ちnある湧水糎1勿’。

（ユ3♪rモー識ば．入名の略呼」称か江累つつれる。ワ不9亙。

C24♪「アラー」ぱ・「あれぼaであるゲ、「あれ”故、稜老み、の発

　穿させる所。

（切rシヤレバ」は、ふつう「シェレバ」である。

（26）「～タンドンAぱ「　・wタレドモ4（右語箔♪からのもの。
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8．米作’ノの話く勧物こと〉

診しS
（略暑）

　A

　B

（氏名ウ　（惟）　（生干）

山崎彦Cち衛門男　朋洛30年生れ

竹・中ユエ　 委　 朗’ラ釜24年生れ・

A

B

A

B

A

B

ナワ　ナワシロワー　アッアー　ツクルオッタ　トターイ。
クく　クく　　　 　　うくメ

苗　　　苗ぐては　　　　ほら

コエッテユーテ　シモゴエバ

ノ肥っていって　　　下肥を

バー。

（まい。

シモ，コエハ ヤッテー h
◎
囎（

　イ乍フてい旋んぼ。

ヤッテ　ナー。

やって　　？a　Z。

　下網巴老

　やナテテー。

撫でて。

やって

　　ヘ　　　　ハ）　ソンア
　　そして

　〈2＞　．

ソルハ｛

それを

　（o
ミツ

水：

ア：ア

｝τ魎覧

ハHe
lまい・

ソシテ　4カシャー　コノー　タンザクガタニャ～　シ＝デ　ナー。

そ（て　　一皆、ば　　　　この　　　短冊型汝t2　　　　　tなくて　 葬～之。

　イッピャ　コー　ナデテ　ナー．

　いっ‘まσい　　　こう　　　撫で“て　　抱えρ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）

ナ叢ご、認蕊犠や論漂溝応1（A細
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A㌔嶺告（β　）夕惑凱ン盗孫絃論

　　テユー　トヤモシxロッアユワルコターシェデナー。
　　Yいう　崎il｝　　　せ・よりて　　　一言われる　ことな　　乙ないで・　ね之。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4＞
　　ヤ　ホシテ　ジュンナすンカラ　ソンコラ　ジュンサケンジャッタ

　　や　1｛i｛て　　．巡査をんから　　　その頃ぼ　　巡査さんたち爽んだ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
ッジ h芒ン0（βつジ磁㌘ラ膣∬濡，bf

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
　　一　工『　バッitンテ　ベッキン　ヤレッテ　ユワレタ　コ｝ノ

　　　　ええ　罰金ぐ　馴金を　“tこセ・て玄ρれ疲　ことが

　　アルオッタッデス　ヨー。

　　　あってい旋のて“ずよ・

B

A

B

A

B

　　　　　　　　　　　　　　　（7）　　　　　　　　（8）　　　　　　　　（9）
、4カシク　イマワ　ドーシテ　ドー　ゴーギ　ヒッチゴーテエテ

者と～¢　今ぼ　ど♪‘て　ビフ　た・・へん違ρて・・て

ホシテ　アッテー　才一カター

そこで　　ほら　　　　みお・か慶

　　　　　　（’の

w一一一 @ナカ　ヨ。
　　　　　　　ナ♂い　よ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの

ノ1、÷）㌃詔

ナガ　ナガシノ　イッテかラ　ナー。　　　　　　　サメタ　トキ
XxxX　　XXXX
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あがった　　　権iva　e．“　（シースツ④入ってからねえ6

　　　　　　　　　　　く　の
ザメタッ’チャー　ウエチェ　シマワンバ

あか’クてら　　　植えζ　　ぽわなけ梶ばよ、

ナノブシェノ

　：梅粛か一

　ト。
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A

B

A

B

ホシテー　モー

そぼ　　る♪

az　pt　一一。
めラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　の
ナゴマデ　ガカッテー　ウウル　丑ンノトワ　イッカブシェソテユ

遅くまZ“　か’か7て　　樋之る　．ぺの涯7（6t　　「噂イソPtブシエ2と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラーテー　モ　ウエテシモタ　芒ン／一　ソーテァー　イッカカッテ
いって　　ムう　　才遺丸矛冬＞k　二港・か“　　　ノ全券P　　　　とグかかって

　　　　　　　　　　　　　　　くゆ

一（Bり窒雲ζ晒∴∴・（Brwう

ハー　ソギャン　シ才ツタ。

ぞう　　ぞんなva　乙てva庚。
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注言己

（1）「ミツaの〔ツ〕は清看唱e

（2）「ソノレaは：”ソレ」の・音麦イと。

（3）rシ＝」は、9＄7t’の気山季でば「シx－K“」を言：あ・　5ど（ぬbの。

ω「ソンコラ　ジュンサ’ナンジャンタ講ば、「その頃な＿警官な

　と・とぼ言わず’、巡査ざんと言，ていを』の意
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b　　　　　　　　の　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　の

（5）「ジュンサ岬サ．ンカラ　　ツカマエラ〃テ“の「～カラ～eラレ」の

　表現落力一死られる。

（6）「パ“ッキン　ヤレッテ　ユワレタ」は、、・かR〈）唐突：控ア訂こえ．．

　三士の瑠解がむつρ’しVtが、文：意ばこうである。苗代を短冊型

　taプ匁らねばならないとv、ラNf　fi　taなって当、「シエτtッデ　ユ

　ワル　コター4（｛まり2ゑグだせqCK＄わ療多こと一この場
　合、圧7にノ既灰を撤：かない」｝うltぜ」｝xいう2皇し．ぞ遅＄守らな

　いで漣瓦助’どで．巡査さん陀っカ・ま・一点鉦よぐせと

　一宮われ洗という意。

σバドーシテ　ドー郭ま「め乙甲とう乙て・の怠。
（8）rヒニッ」は按頭「鈴。

（9♪「層ヘアエ：テー1は「～テ才イテー」の秀二形。

（1の音声微弱で馨取不能．

（1ウrモンナー」ば文ネ溶訂。

ω・ウエ殆、の「チ制は、尊紀な〔刃て一融く．呼地
　近く闘こえる。

（13）「イソカブシェ」は「大勢の二丈ゲ係って．づ㍗業泥力遥r築・中ず

　多こと」　粛

σの「ソーテァー」は丸瓦で．「総・俸」珍優かと考ぐうれる。

⑥「クレォンク」は「やってva　ft」め慮ご，「クルッ」（クルノの

　は．　「ヤろ、o’9”；ve首る。
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診．米作りの話く盈桓えのこと〉

誰しi
醗修）

　A

　B

（涛層）　（性♪　（生年）

ム崎玖膚衛ア『r男　明治30卑盆れ

竹・中　スエ　 ぐ一　明白24与生擢

A

B

A

B

A

アッテー　タウエノー　コみ一　コみワー　アノー　ソン　アデン
　　　　　　　　　　フくメメうくメメ　　アメメア
　ぼら　　 厩才直えの　　こと　　ことこま　　あの　　ぞの

　　　　　　　　　　くの
トー　ナ’ゲシノ　イッテクッ　イッテカラー　ア　ソノー　オーカ

　　　梅爾が（シーズンの入。て　入。τカ・ら　あ　その　おお微

ク　ヤヨードーンテ　ウエ才ック　ナー．

　　共）訂して　　　 埴気てい後　ねえ。

パー。　キy一ドーシテ　ウエオッタ　ト。
ぼい。　　ギミ｝訂して　　　　才置：之ての旋　 よ。

　　　　　　　（2）　（3）　　　　　　　（4）

アソノー一7トーオワガエンターワガフトッジャー
あ　その　　一人　　お　自“分の家の馴ま　宮分　一人で・ば

蓋素斎（BttWtta．r（．：，o）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　くのニケンジヤイローサンゲンサイバソタユー　キョーダイッ婆ユ

　　　　　　　　　　　　へ　2」軒た“か　　 3華テ　　　　　　　　　　　兄茅（障参遜♪飴ρ

孟ツ∴窯議よ1ター0傷葦剤

ホシテー　モー　ジキー　タバー　ウウットユーh－　4カシャー

そして　　　もづ　　すぐ　　　田を　　櫃えるとvつと　　　・皆ぼ

　　　　　　　　　　　　一344一



B

A

　エツト　ハヨー
　あノしまワ　　（試で〉＜

　アー　ソ／一一

　ああ　その

ンカー　タッター

　　　　たウた

アブ7一シャソダ
ラ由苑．．っ咽旋　るの。

ソヤ。

ぱ。

クジラノ

　り　　　　　　　　　　　　う　

　フエレハ
　麺：之る×

イマンゴき

参のよう捉

アフフノー

　シbl」ON“’　　　　ここら辺て“～git

モン． iBク請穿ラー

4シノ　イッカカッテユーテ　ナー。
虫　Z＞、一　　と“つとつV㌧でしまうとr診）ぞ　　ね宅。

クジ・マクンナカモンジャルケ
：駆ア余事か“　ない‘tiのk“から

　ココン　ニキジャー　クジラノ

）

鯨：の

∠、シ：コロ

　　　　　アプラドン　クジラバ

鯨のラ由なんか　　　鯨を

テ｛　コー　シャーテ　サノレイテ

　　　こう　佃陀）ラ平いで歩冬まわって

　ターノ　ナキャ　ホンデ　イマ
　ベメぢマメ

　覆の　中へ　　だけども　今
　　　　　　　　　（6♪
バイ。　スンwwwい。
委ゼよ。

・殺曳剤

コーテヤテンェジテー　ホシ

貿ってぎZ　煎L“て　　　そ1て

：コロシオ’ッタッタイ。　ターン
　　　　　　　　　　　メメメベメ券契（でいたん多ゼよ。　　　町の

アッテ　クショーハ　サレン

ぼら　　鳥εP余が’　できないん

ソースレバ　ェッ｝　ハヨ　ウエレバー

そうすると　　あまソ　　ぼやく　オ黄：之ると

　　　　　く7）
ッテクルオン　Eンジャ7レクン　タガー

っ”一v、・？くる・もの夜“ゲら　　　　　　 ’iyカvv

　　　　　　　　　（8）
イッカカッテ　ヨー　アプラドンデー

どちとついてほうて妨　う宙なんかで

　　　　　　　　　　C9）
ヨーイナ　コッジャン

回避なことでば　　　一度

ア　ソノ　アレガサカ
あ　　　　　 そ　クン　　　　あ4セニ（虫）iV”　　勢し、

ソレNカワ　ムシノ
それ1｛ズカツに　玄φ》mp

　　　　　　　ヤ2レモンジヤルケン
　　　　　　　やる（均Z西田5）ものfを“　a、ら

　　　　　　　　　　　　　　　（le）
’イッペンイッかかレバー　Fンノキャ

　　　　　とちと（！k　mつつくと　　易区P余tCt
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B

A

B

A

B

A

s

A

エントジャル　モン。

て憾ないんだるの。

　　　　　　　　（“）　（t2）ムカシャ　アッドン　ユー　シヌオッタ　バイナー・

昔は　　海“けどる　よく　（虫∂つ死んでいをんk’一tねえ・

（笑）瀦訊ご．

アフフクフ｛アー　マ“pm”・

　う宙ぐらv、て一・　　まあ。

　　C13）
ソリゲ　ソワカう

そうlt”から　そダzρ’ら

　　　　　　　　C14）
ナーンガ　　ナッテー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（｛s）
ヒシテー　ソりかラ　アッテー　モー　タンダー　7ト　ナレバー

　一’”ヨ　　そ駅から　　ぼら　　　やう　だんたん（備か♪大弁くなると

　ハツか　スレバ　ハッカガキッテユーテ　タグサーAルバ　シ才ッ

　209　すると　20ロ掻きと言・て　　密草取ジを　｛てU　fa

夕　トター。

んよ。

タン　クサAソガー　アン　シオッタ　トター。　＝ドそ　サンド

田・の　葦耳又リが　　　あの　　乙ていたんよ。　　　　2潰略　3、慶勧

モズーット
　　ず。と。

㍑熊（鴨ρ）鶴ンt憲クサー葺毒ク

Sh一 iβ藩窪！　つ㌃畿ζζ：；テユう
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　　（16）
マノー　シ才ッタ　トg　一一。

あの　　　していkんよ。

　　　（の
A　スッ　ナエ

　　　　　畜

B

4カシヤー

管ば

タワー　イチバ’ン

田～よ　　一番

Bタワ　ネー。

A

B

A

タケバ’一　タケン

　竹を　　竹の
　　　　　（ゆ
ホッポーウエコー
「ほっ1ま。う孝直え」　こう

卿はねえ。

魏で農㌘（A髭一）

　　　　くゆ
イ㎜ンテ j

ウェテ　サル・ヤ．オフタトッ〃ユータ。　オーーン

：植之て一歩毫まわりてい旋んだそうだ・　　　だけど

ドン　ソノー　ジョーギウエッテユーんガ’一　アノー　シェンバ

　　　その　　 壁塗疑オ蓮：之って「ぎうの」ψw　　　あの　　 （な～ナkは”

　　（2の

（B㌃rづ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（21）
オッドマー　ポッポーウエン　トキャー　モー　ウエン　トバー。

私議ちば　　rほっほdう才直え」の時nな　　るう　麺：え食いん庇“く£・

マーター。

まだ。

ウン。　ソシテー

うん・　　そこて

B　タケバー一　ナッテかラ　ウエタ　ト．
ヤケ；ll なつで々’ら　 植之た　 よ。

A　ジョーギウェッテユーーコhヲ

定規植丸ということを乙て

　　　　　　（ua）
シテー　ナソトゲターワ　マンカクイ

　　　　　　　b7　’撲　　　　まつ4昂’て一一
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B

A

B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くおフ
　ナカ　モンジャルケン　ココネキントワー　カネンテッテユーテ

　Qいものft・　v・ら　　このnの田は　　「eの3．と富。て

　マー刀ル　カ孝ンゴトー　キデ　コー　コシラエテ．ホシテ　ナ
　　曲っ7いる金（つまワ虫7尺．のこと）の」うiz木て・・こう（建天憂2♪づ？っでそ乙て

ワヲ　コー　ハッチ　ソシテー　デ　ソレエ　アノ　タナデー

縄を　　こう　　i張）て　　そ（て　　　で　　そ彬へ　　あの　　kケて“

工～　ロクスンージャイロー　ロクスンゴ7ヤイiz　一一ニ　ソノ

え之　　　6寸露〃’　　　　　　　　6才8・分た一か∂ぐ　　　　　　　その

　　　　　　　　　　　　　　　　（踏）
クイヲ　タテアー　シタン　ナガ〃ン　ナンカ　9ケバー　カタグ

腕を　立てて　　下の　一長セが　条い　竹妄　　かついで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飼
う・一　イキオッタ　ト。　ソシテー　ジョ　タナニ　：コー　アテテ

　　　窒アワてい亥　よ。　　　　　そして　　　　　　　　竹次　　　こう　　当てて

客歳ア羨姫r藍鼠∴（Bウン。うん。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳
才一スワボーホーヲ　モータテテサンボーンみコレー
　　　　　メアひくズ　　　ぢズアメ
彼IZ“ぱ　　棒　　 棒を　　もう　　，立てて　　その捧の　　　ところ〃2

コー　ウエオッタ　ト。

こう　　瓶気ていたよ。

ア　ボーン　トコレー　ソシテ　モー　ドーシテ　カネンデッテユ
あの　才亭の　ところ淀　 そして　もう　　とうして　唾の乳と言って

一アー　エ　ダイブン　コー　アギャントー　マル才ンタトナンド

　　　　え　だいぶん　　こう　　あんなの左　　やってい軽んプビけれ

　　　（27）
ンカー。

と’も。

ヨカマシ

ゆかまし

　　　　　　　　　　　　　　一348一



A

B

A

B

A

ヨガ　ヨがマキャータッ
きくアコくア　　　ズメンニぐ

ゆφv．　　ゆか一ませたワ

ンスノレ乏ナーチーント

勉する滑ぱ　　少し

ン叡ジや菰ρ（

フン。

ふん。

　　　　　　（巧り

（つス｝ツ娠｛

タシ　シテエテー

　　　しでおv、て

ト。

よ。

　　（3v
ホン。　イマワ　モー

　　　　　今は　もう

ソー　シエンバ～　ソノ
　そう　しな｛ナればい　その

　モンジセルケンズ7一

　るのジゼから

スジバー　コー

　家を　　こう

　　　　　　　　　　（32）
　ウエテイタッテーテ
　才直之て字テってお・いて

ン　イマワ　モー

　　今は　　もう

ナシタグ　シデエテ　ドシテf　ソギャ
ィが乙鳶リ　　ごτお’v》？　　どうしでb　その　ac

　　　　　　　　　ag）
　　キノキーク　ハ／一　タイショカノ
　　気かv・…といた　　シ鼠の　　　大将・ネ朱の

B茎）

　　　　　　　　　（30）
　　　　ア／一　ヒンヨガメキャータリ　ナシ

　　　　あの　　　ゆ力榊まカ、せ・苑ク　　　づ励、

モンクガ　チータリ　ナシターーリ　シオッタ

文宣7カw　　つい彪ワ　　づfJ乙たり　　　しておっ隆

　　　イワレン　イワレン。

　　　言之ない　言えない。

　　　　タンクサ　トッ　hキー　サノレキニ7力

　　　　岱の草を万ヌる　鱒・淀　　歩き俊くい

　　　ソンドンモー　イマ：ゴ1ラー　アノー

　　　ジご”けと“　も：）　今頃‘畿　　あの

ヒッパッテ　ソン　タケワ　マイッチ，，一　コー

多ノっ～よ。って　　そ1の　 竹tGt　　もうひとつ　　 ・こう

　　　コー　スットワ　メンドカ　iiiンジセノレケ

　　　ミう　　するのtt　　面ブ平な　｛のft“’から

　コーシターモンデ　：コー　スジバー　tッハ・ッ

　こんな糊した毛ので　）う　　糸を　　　8ノ♪IGt％て倫

一349一



B

　　　　　（33）
テ　タナリー一　アノー

　　田’の静多のまiまて“あの

スットか

するのか”

ハツクバ　オコス　1・キモー

春EvEを　糾す　跨わ

スシハ
斉、を

’チョ・／・

ちsつ

ハヨー

はやく

　　マクー　イマキカイデー

　　また　　・C7N　機餓’で

オコシヨカ　aンジャルケンカー

糾しやすv》も解ゼから

ごッハeッテ　 ソレー　 コー　チョッ　チmッ　　チsuソ

6ノっ～試・って　　それit　こう　　ちs’）　　ちょっ　　　ちぼっ

モ　ウエテ　サルガッ

舶う　：植えて　まわられる

コPヤー　マカレイテ

卜。

よ。

　（34）

ネ。 ホシテー　イクタ～　v・v・・…

バツ e

そ乙て

　　　　（3S）
A　ムかエ　ムカシャー タウエワー

B

管ぱ
メアとアさくひくメアア　

田櫨之ぽ

イーオッタ｝ナン｝ごン

葛ってし）なの1転｝ごナれと一も

イマワー

今は 一
う

モ
あ

サキサ

　　　　允ヘ

モー　サキサニャ

めう　．先へ

タウエワー
メメヌンアンヒヌを

窃；磯之ぼ

A　イマワ 　　　へ　　　　　　　　：コ醐 @7エフー

行くのば

B

今～¢

（　BX．）

アみサ＝ヤッア

　後へっZ

　　　　　（釣
コー @イカソ　み・

ミこう　才直えrζ　・こう　　そ70、4てるよ。

㌘ご1磁篇，（A謡）
ン　ヨソワ　デレビバ

　　余所は　テレビを

ヘ　　　　　　 ボ

こレハ

見れ｛ま“

　　¢リ
イヤ

　いや
アトサネ　ウェテ

後へ　　樋：iて

マータ

ま亥“

　働　キ

アッド

た’けと・

サル’ク

歩く
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トコノ　　サrノレク　　ノ・コ／　　アッ　　トナー。

所が　歩く　　昨が　　ある　のねえ。

A　ウーン。　ソギャン

　　　うん。　　　そんな

Fコノ　アッ　トナー。

所か　　ある　のta　k．
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注記

（1）「クッthiま「采る4：を言あ覧うとt必‘わの1、σ

②「フトー」では、〔Gi〕〉暉のとう行者節け日が．前楼冴者ω〕

　の’長P乎に、河父って：ひわられて）（る。

（3）「オ」は間授・音・、

（4）「～ター」，to　．　「タ＾」は、「トワ誌からの必ので．　卜Jは

　三上体鼠乏7言斑。この）易・合、　f冒｝・」（ま，　「田Aをあら～つπダ。

（5）音声がはっさソセ・ず＼意味不明。

（6）音声tVぱ・eリせす、意味矛明。

（η「ナカッァクルオン」の「オンaは．「オ’」レ」の’音．麦化かと黒

　t）れる。ふつうは、「層サズ7ッテキ1ル」となるところて“あるb？

　「クル」（朱る）X建イ本電卓・屠V｝ている。

（s）「ヨー」は間役言窮。
　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

（9）「コッジャンAの「ン“は．「コ7ジャー，．iの管音からの袈イ6。

　　　ロ（1の「トンノキャ」の「ン」は：、ラ4テ者・揉わ（ti〕の松肯イとρ

（の「アッドンaは「アしドモ」からのものか。
（i2♪「ノぐイナ一一」【まタこネ、言可。

（13）「ソリケ」は「ソリケンA（棲続；飼つ2言おうとtth　tの。

（ガナーンガナ。ヲー・臨意味不明。
㈹「タンダー」は「た’ん宛’ん”の意。

⑯「マノーーズあの」。この論看死時抑「ヤノー、があらP
　れる。

（の『スッ」は吸灸者’。

Gの「イー7テ」1ま＝葱昧不9耳。

㈹「ホッポーウエ，」は．笛ぎ整然と植之るので膝なく．版下陀祇

　えること。

（ua）「デケン」は．骸式は不能表理であるが、意・味ばrv、けないJ、

（ユ1）「モー」は間授．詞で＼葺弓玄訂ぞノまない。

（22）「ナッFゲAぽ．京昧子童。

（23）「かネンテnぱ．ズエの使う曲・尺。

　　　　　　　　　　　　一352～



（鰯「ナ方“レ」は，「長さ」。

（箆ゾジaaは、「闍K植え2の「ジN」を客いか（t　ft（，のがe

（26）　「サンボーン．1ズそめ簿のAて“．頭音節は〔sり泳近い。

（2り「ナンドンカー」の「カー4は．「カラ」＄宙ρ・ものΣ（拶えら

　れ・る．

G≧8）「噂ノ＼／・一・議の「’ハ」iま、「渉し」。

（27）rスーツJは吸気音。

（鉛）「ピン⇒（9桜瞬貢舌芋e

（鋤「年ンAぽ「ホンナコテA（秦巻に）を’客むうとし疲「：本ンA

　かヒ喝考え，られる。

（32）「～テ｛テ」は「へ’テ才イブ」P’らのabの。

（33）　・タナり一・　ta　「田の影のxsて”」の意ドナワ．は警ま謹。

㈱「コニャー　マカレイテ　ネ4ぱ．「コミャーマカ　ウ：zテ

　ネ」とも聴こえる。’意；卑子明。

（35）「ムカエAlま、「Aカシ」を言おうとして、こづなったものv’。
（3の「イカ’ッ」は「イカス」の「ス」（専敬の助動詞♪か促r齢イどe

　葎bの。

（37）「イやFユ｛ま「イエユとも閉こえる。

（38）rキ」は葱昧不瞬．
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lO，米イ乍りの話く毛みすりのこと〉

諮しチ

〈m6g）

A
B
月

（1瓦名）

山碕政右衛門

竹中　スエ
平尾美和与

（性）　　（生年）

男　　　珍涙rラ筍30tiili二生れ

女　頭ヲ岱24年生れ

衡　晒和30年生れく司会役〉

A

B

H

A

ソギャン

そのぼうn
　C3）一．　．

へ綱アー

干して

　　　　（1）
シテ’ケーダトワー
して　　扱い夢ご’のtま：

ソシテー

そ乙て

イットキバ方一リ

　（t虞“らくの周

ヤナーンカヲ

や“Kんか菱

イナがキノ

稲架の

　　（2）

ソーッ　ンアッテー　マタ
　　　　ん　　ぼら　　　ま庭

エ
ヘ

ウ
よ

一
γ
で
シ
乙
ソ
ゼ

｛

7
て
一
し

へ
干

　　・ノイカ㌧　アイナかテ　シコトバー

　　それか・　　途中て“　　イx茅＄

　　　　　　　　　　　　（4）
シェンバジャノレナン　Aキツクリヲー。
しな～ナれば・ならなv・のて・＄d？り2。

スンデガラー　アー　みオウスッデユーテー

条冬ってカ、ら　　　ああ　　　ノ蓉　Wっ？言購っで

コーー

ミう

コー@　コー　　オシ　スットデ　　ヤノー

こフ　　こフ　　才甲’し　 イ習るのて“　∠参の

イモ木リ

薯掘グ

テ
て
シ
乙
ノ
そ

、

工一　　フ．7　　＝コin

ええ　　ξ野て“　こう

　　　　　　　　（s）
又ノレ才ッタ　トナー。

｝習っでいftんよねえ・

ハー　ヲー　ソシテ　コメナ　シオッタ　トタイ。

はい　S　　そして　両断は　｛ての灸んよね。

ソラ　イツ：コロマデ　　ソノ　デデ　　シオッター。

それは・・つ頃まて馬馬その　3Z“　していlt？

ソルモー　モー　コン　キカイノ　ハヤラン　ハヤル／・マエニャー

それも　　るう　この　筏’菰’か“　はやらない　ぼやる前hlCt
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6

A

B

　　　　　　　　　　　　（6）
　シューシェーンゴ　コソヤ　キカイヤー　コギャン・オーカター

　終載’彼　　　　 これは　コ機オ痂’盈　　こんな契　みおか海

　アノー　ドーロク／　キカイヤ　ハ㌣ッタッジマル・ケーン。

　あの　　働クカしの　　：機・：梅1’1よ　ぼや・っ旋のk“から。

（B霧）私1

　　　　　　（ワ）
アッテ　コワイ　スル　モー　イネコギモー　オナシ　も・ネ　ナッ

ほら　　　　　する　もう　弔落扱ぎわ　　厨びもの陀なつ

タ　モンジャルケン　ァッテー　ハヤカッタ。

旋　崎の琵“から　　　　‘まら　　　　はやいんよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）
ソリケンカー　～マエンゴタ　ヘーシテン　ゴヒューノー
　そうψこから　　　　　以初itな　　一一耳ta　　　5’イ表の

　　　　　　　　　　くの

ゴヒューノ　ハチヒューノッテユーテ．

　5、づ表の　　　8俵のとr謬って。

　　　　　　　　　（lo）　　　　　　（ls）
オンドマーア　デザキ　アヤオジ　イタンテー　ユーナベー　クジ

　私thちは　 手由奪va赦お・りva行っZ　　彼なへ・・　va　9崎

ゴロマデー　クジ　ジェージゴロマデ　ゴットル　：コー　ヌル才ッ

レ貢まて“　　　　　9U手　　／09季vaよZ→　　　　　　いつ始　　　　こう　　摺フて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くメの
ター。　ギーテー。　イマスリ才ッタロター　オッコヤン
va宛。　木て㌔　　　　　　　　　　　　　　　　ノ1、ノ堕淀
（13）

フキスエトッテ　ミャーベン　ソノ　ヒ　ソノ　ヒン　モー　ケー

その葦謹にしてお“て　尋夕冷　　 そのぼ　　その二丁　　もう　扱い
　　　　　　　　．、　d4♪
デ　シ　シマウ　ナイッテユーゴム　コギ才ライター。　∠・カシワ；
　　ズア　　　　アア

て・・　乙　　こまうよって言うばと“　　　爾汝いて・お・られ彪。　　管ぼ。
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A

B

A

B

一一一 @テザキ　アタソヤー　ユーナベ　シ：才ッタ　トナ｛・

　　　　｝崎　 ユ乙ぼ　　　ン夜なべ死　（てい丘んよねえ。

　　　　　　　　　G5♪
ソン　ソン　ソンン　乏一　ムカシ　アッラ：一　ウーナクヒンシや
　　　アメその　播の　その跨　もう　看　　　ぼら　　　　犬作入グっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　の
ッタプン　ナー、　アキアンノー　ヨッタルモー　ヒトトコレ～

洗ク・ら　ねえ。　「＃K　tsワnの　　4入毛　　　　一軒の叡lt

イク　コ：夕一　シオライタケン。

行く　ことば　　乙て畜られ裁から．

ソースレバーヤッパソアトーウスジャルケンカ～コメワ
そうすれごま“　　やつ己ま。ソ　あ　 ノ蓉鞠已i7　ta　“から　　　　　　：氷‘at

クダケテデス　ナー。　チッター。ソースール。オロ　オロス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニく　キえ　　　アぢメア
石率けてですねえ。　　　　　ケ亡な。　　　才員左’アるワ　　お・ろ，；ら・ろ’す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　末

一　ゴロンシテ　才ロシテ　才ロシ才ッタッデス　ター。　ソシテ
　　　　　　　　ジうくメア　ズズメメ　　　　ズユぐポぜをが

ラ　転は“かして　お’うして　おろして》、抜んですよ。　　　そ｛マ

　　　　　　　　　　　（t6）
　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　シェンコクーオロシッテユ鯛トノ
　　　　　　　　　　　　　チ乃あ’うしと　＝ぎうものか輪

　ソノレガ｛

　それか“

ケジゴカラ

方から

エリワクッ

雌’ノ分ける

イーオッタ

スキテカラ　　　　　　　　　　　　　　　ウェ
ム造！託“でから　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上．の

’ヅラーッテ　コー　ナガレテ干テー　工一　コメバ

　こ’らっと　　くう　　シ九deて来て　　　え、え　　ラド：1i

　　　　　　　　（の
キかイノ　スーツ　アジ　シェンゴクオローシッテ

＝機∵械’か一　あK卜，石お・うしと

ナー・

畜っでい友ねえ。

ハー　シェンコク・一。
健い　一チ石………・・。
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注記

（t）「ク｝一　ダ．」　1’よ．　｛1〈◎jda｝〉て｝〈e：da〕i”．　〔oi〕　のオ冒互」2iア4乙。

（ユ）「シーン」ぼ救気音・。

（3J　t「へ｝テ」は、｛hOite〕〉てbe：te〕て㌦〔01）のわ翌互．1可イと。

　　　げ（4）「ムキツクリ」の「キ」は斎者一。

（5）「トナー3は文末詞。

（6）「コリャAは闇殺面倉守。

（のrコワイ」ぼ意昧不S月’。

・8）「ゴヒ・一・の「ヒゴ・tlk　，④・1ユ〉〔9」ω〕・

（の「スル」は．　貸1〕＞fbu）。

（iO）「テザキ．1ま転石。

（の「「アキオリAぱ、土地の委の入（主婬未熔看で『、一却主そ夢る）

　加血瞬の際寂埃農事の劉亥憾行・てう愛左貰づこと。
（の「イマ’ヌソオッタV　ター3は意味三明。

（t3）「フキスエトッア」の「フ」は、〔91〕＞tde　tz　］。「フキ」【言楼頭辞。

（｛4）「サ“イ」は、引用文ζ∵の文末言可。

（t5）「ソンジaは、「ソンジブン↓（その時分つを言みうとし左b

　の。

CIの「ヨッタ）レ」の　「ル／」は、〔｝’i〕〉〔ta）。

GV『スーツ↓は吸気’奮。

一357一



99．病気・医老の話

A

B

A

諦し手

（二号）

　A

　B
　H

　（氏　名）　　（ノ性♪

山崎政方衡門男

竹ヰユエ　　rぐ
平尾羨：和｛5女

B

A

B

　（生年）

厚月岩30年’生れ

β灯洛2乎与生れ

照和30卑生れく司公彼〉

　の
ソル方ラー　ムカシー　キリャビ’一キッラ：ユーテー　工一　　ソノー

それカ・り　　　ノ肯・　　　　　『さ：らわれ病気と一言って　　　　　：え．；之　 その

　デンシ瓢ンビ智一ノー　ハヤレバー

　伝架燕か・　　　　　　ぱやると

アカハラテロノ　チブステロノ

　赤痢Uかの　　チフスxかの

アー　ソッ方ラー　ソ／　クミ／　フトンタヂノ　ミズバ　クンデー

ああ　そこから　　　その　組の　　入達が　　　氷表　　扱んで

　　　　　　　　　　　　　　　（2）
　エー　アノー　ヤッテクレ才ライタンタ。

　ええ　あの　 （運んでつやってくれてお・られ鳶んよ。

ア西門フ

赤痢

カクワサレ　カクワサレトレバー　ソコン　イェノ　モナー　ジュ

隔離鴬れ　噺離ミれてUtると　そ。の　叡の　者～a（外の出
　　　　　（3）
一ヨー　ナかケン
ることev　Z－2：なv》から

　　　　　　　　　　　　　（4）　　　　　　　　　　　　　　　（5）
ムカシマー　ア　アカハラデロノ　チビステロンテイテ　キリャー
　　　　　　　うく　　　ア
著は　　　　赤痢とe’の　　チ’7スとかのど菖・て　セらわれ

　　　　　　　　　　　　　一358一



ム
昌
B
ハ
ハ
B
ム
ハ

う
は
。
コ
貢

マ
斜

イむ
夕
．
　
え
ネ
ね
ン
の
モ
も
タ
旋
ツ
つ

ア
あ
幻
。

　
　
（
…
．

ノ
が
夕
よ

（笑）

ドーユー　ワケジャイロー．

　どういうわけ乾”ろうか。

　　　　　　　　　　　　（9）
ドーユ噸　ワケワ｝　スーツ
とs一 tいっ（ことカ、といフ）わ’ナ1よ

　（tO）　　　　　dの　　　　　　　　　　（恨）

イー　キー芒ンノ　ヨカッチセロ　ナー・

　　　食べ二二が　筏いのだろうねえ・

　　　　　　　　　ゆライ　キーモンノ　ユー　ナッター　ミズガ
　　ノ彦　　！へぐ　そ｝『勿力　　　　　　よ　　く　　　なつ　fa　　　　　　　　　　フ｝〈・e、一

　　　　　　　　　　　く　の

醜篇悪夢で．（

ソージャロー　ダイ。

　そう1＞z　”うう　、£％～1之。

ソゲン　ビョー午ン　ナレバ

　ぞんなi病気碇　なれ1ズ

オイシャケンノ　キニオライトッター。

　お・医二着ミんが　　来てお・られたんよ。

　　　　　　（β）
才イシャサンナ　アスケー

お医：着ミん｛ま　あそこ～£

　　　くこの
オライタ　トター・

お・られ宛　んよσ

　　　　　　　　　　　　一359一

　　　　　　　　（7）
イッチNン　：コワや

少しb　　　これぼ

ヨカ　ミジ　ナソター

良い　水旋　な）たク

　　スイドーデ’。

　　　水亘で。

才イシャサン　才ランジャッター。
お・医．ラ旨さK／e試　お・らなψ、っジζ？

ムライサンテユーテー　エ　ァスケー

　村井ぐんと言りで　え　あそこ旅



B

A

B

A

H

B

A

B

　．ss7）

ヤホイシャ

竣医者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くゆ
ワン／エノー　ミかンノキバタケン　みコレー　シオタレノー

おま之の象の嘱紺の木畑の　　所於　　塩奮の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（tS’）
　　　　　ミカン　ミカン／キバタケガ　ァシコガイシャドンノ
　　　　　嘗雑囎；勤木畑が　あそこかお・麟さんの

　ヤシキ　ターイ。　ムライサンノ　ヤシキッテイテ。　アスコバ

　．屋激だよ．　　　才守弁さんの　葎募父菰宕っで。　　あそこを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2の
　ワンノイエコータラ　ミカンバウエライタッター。
　む暮之の家が買うと　　塞柑芝　：極之られ苑んよ．

ヤボイシャサンノ　才ライ9　トターe
　薮匪者‘さんか　　みられ洗んよ。

（笑）纂㌃識顎ロカ｝ρ

ア　イマゴラー

あ　今墳ぼ

イヤ　ジョーヌ：“ジャッタ　トー。　コノ　アカハラノ　ナンノンチ

いや　虹争オビ♪たよ。　　　　この　　赤痢の　づかのという

　　　　　　　　　　　　　　　　くユリ
ュ　芒ナジョーズ㌧ティーヨッタ　ト脚・
　　tのば　L子だピ言）てUt　ftS。

イマゴラ　イマゴロン　フッタッチャー　イマゴロン　フッタチャ

x饗劇倭x劉潔あx　人平1ま　　今回の　入劇¢
　　　　　　　　　（22）
不一。　アノ　チヲー　チヲ　トッタリ　ナンシタリ　サレンバー
　　　　　　ヌつくメまメア　　ぢうくスア
ね之・　あの　鼠窪　　血を　採っをソ　何し血ソ　されな〃孜ぼ
　　　　　　く：8）　　（24）
　シラレンドン　ムラ　ソン　イシャドナ　ミャークヂー　ヲヒ㌻く

（病気力つわかられないけれど1才寸ゼのみ医看でん1訟厭で　　タ7ス

　　　　　　　　　　　　一360一



チャ

τ磁

A（笑）

B

H

B

アカハラッ・チマ

赤痢て一も

　スーツ

　　　　　　　　　（25）
ミワケオライタッゾー。

見分けてあ・られたん宛ぽ。

ヤボイシャッテユータッチャ

　薮医者とな言ってt

hルオライタ　　｝一、

てかられ多τよ．

ミャークー。

　鰍？

オン。　ミャークッテイエバ

おう。　　万欣と言えば“
　　　　〈26＞　J　“

ラソユー　ター。

られるth一一ろうかワね・

A　（X）

B

A

B

イマゴラ

今頃は

）
＼
ノ

／
一
監
＼
（

イシャドンタチや

あ・医」誉ミんたちば

ミャクドマー。

冴欣なん3、は。

；セークハ　　ミデ　・チごスバ　 シ：7

脈を　　　星て　　チフスを　tru　7

ココハ　コー　イシャドンノ　ニギ

ここを　こう　　み医旙之んゲ　擾

メソタナー　ニギラレン　ター。

　めっ抜3て！ま　（与t畜2）握られんよ。

一361一



注記
　　　のq）rソノレカラー」　の「ルaは、（Te〕〉〔tu〕　。

（2）「～オライタッタ：は、「～才ラシタ　トタAからのもの。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スゆ（3）rジュ・・…ヨー　ナカーAは，「ジュー」が「出る」・「～ヨー

　ナカ．は㌦奴勧縦ない。の不払声勘逐一らわナ。
（4）ここで1¢、「テcr」が「デv」　と実現されτいる。

（5♪「～テイテ」ば「一と言ってs・

（のr£ンネーAは文末言訂．

（のrコリャAは間・投下幻曽な工法。

（8）rナかッターiは「ナカ　ト画一」v’らの‘t」の。「あターユば

　文末詞。

（の「スーツAは吸気者㌦

（fのrイー」しま）霞タ多r貯なこと～訳“o

　　の　　　　
（11）「キーモソ」の「キーAは、　てKwi：J綬近：＜即こ：之るか一、　クィ　と

　は表記しなかった。

（i2）「暴露ッ’チV口」ば「ヨかトジャロ」がらのbの。

（i3♪「ユー」　19・〔jo：〕〉〔ju：〕。当馬では・fO］〉〔U〕0》・よ

　く星られる。

（i4．）rrダーイ2ぼ文．末劔。

　　　　　　　　の（t5）r：オイシャサンナ2は達声現象。

dの「オリライタRは仁王ラシタ」の’奮・便形。

　　　の（17）「ヤボイシヤユは、（bu）〉｛　bO〕。壱勉では、〔U〕〉〔O〕に

　あまり兇られない、

（IS）「シ三尊レAぱ廻’各。

㈹「づシャドン」の「ドン」は「殿4。

（2の「ウェライタッター：は．「ウエラシタ　｝ター」からのもの。
　　　　り　　 り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　の（2θ「イーヨッタ」ぱ、ふつう「イー：オフタ」となク、「…ヨノレ」紋

　「オノレavaくらくぐて、用’v・ら4τることカvナない。

（22）rチヲー」　は・ふつう　「舳ぞ針ノぐ議て“、　「＝芝A格は・　「ノてa　て一一表現

　’することカヤ多い。

　　　　　　　　　　　　一362一



　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

（23）「「～ドン」は「～　ドモ」の！奮」麦4乙。

（～4）rムラ」は「村井」芝客おうとLfaもの。

餌）「ミワケ才ライタッソー」ぱ「ミワケオラシク　トソー」から

　のもの。　「　トゾー」　1ま文木言司．

（267「ニギラソユー“ぽ「ニギラレヨー＃がらのもの。

一363一



B

A

B

　　　　　　　12，　食生　ラ；i参　の　：話

幽しチ

（略暑）　（氏多）　　（牲：）　（生年）

　A　　山崎政右三門　男　明’湘30年生れ

　B　　竹中　z工　女　明づ餐24年怯れ
　H　乎尾芙釦｛｝妻・曜和30年生れ〈訂公幾〉

　　　　　　　　　　（o　（a）シュショクニワサイ　ソン　イモニッチョps　ノぐッチンメーシ

　　主食va～at　それ　その　薯jkiizク　　　薯飯

バッ4テ　イ芒バ　キッテ　コシテ　ヘーテー　ソシアエテ　ソル

rば5ち」といって嘉を　切フて　　こうして　チして　　そ｛でみいて　そ次

バ　テv一テ　ネッタクッテ　ソシテ　タへこオッタ　トヨー。

髭　　炊いて　　　練ソまぜて　　　そ1て　　・食べてい糞んよ。

イモ．ン　FキV一　イモハごッカー。

屠の始期川丈　　嘉一ぱ・ip’ク。

ナンドンカー　つンゴラー　モー　イモワ　ナズ7　ウ4・iジセルケン

　渉ゼけど籾え　　こめ順は　　b♪　　：薯ば　　ない7旋“グら

　才ナゴ　マ　マカニャー　スッテー　スイジ　スノレモナー　モ

　衡力Y　　まあ　　まかない2　する・て　　　ズ欠夢＆　　する　秀iGe　　もう

　　　　（3）
一　ドー　アサカラ　ハヨー　才ケテ　ソノ　バソ6ンメシコネE

　　X一うぼ＃9から　‘逝く　起蚊　その　屠餓SPt　v　t

’窓∵；鷲ゴー（B箆）

ソリY一　　力九ドンカ

　ぞれla　　家族v’・

　　　　　　　　　　　　　　一364一



A

B

A

B

H

A

B

A

カナェドンガ　ウー、ウ　丑ナー

　家方災．oい　　　多va　希lst

ウーカ　みコラー　ハダカン　ナットソテー　ハダガン　ナットン

多い　所は　　課va　な・ておしV｝て　裸n　　な・でみマ
　　　　　　　　　　　　　（4）
テコネ才ライタトジー。バ’アノーバンチンメシノぐテマー
　　斥東っマ：お・られ鳶んZ；z“よ。　　　　あの　　　薯飯を　　　　　　ズ欠いて

テー

ソシテー　ソーク”テユーテ　タケブ　：コー　クンダトン　トッテー

そ‘て　　　「そうtT」といって　　乙fケτ・’　こう　　編んk“のに　取♪て

　　　　　　　　　　　　　びう
∵；留ごヨ♂；テ∵∴嶽よ12哨ρ（B売参マ

テ）（笑）

皐誘養脇篠二二巖窮姦1（笑）

ウーン　パッチンメン　ドガン　シテ　ックソ才ライタ　トカー。

ううん　署飯～ま　　と吻よう臥して　作っτお・られたのか・

ノぐッ4一ンメシャ　イモ：ノぐ　キソテー

　募飯ぼ　　　署を　方刀って

イ藁で1刀ζζ筑ζ舞妻ノ㌃．（ハ葦1ξ力

　　　　　　（6）
トー　　トーリャー　イレテー
コくメひくメ　　　 ア　　　

　　　依沢　　λ孜て。

　　　　　　　　　　　　　一365一



B　 トーソマ　イレタリ　ソテ

A

B

H

B

づ表itλれたク　Cて

イzンソリャ

　叡の盈根へ

ツツケン。

つくφ、り。

ムシ／

曳7bN一

　　　　　　　　　　　　《リ
コー　アゲター　シテ’　ムシアレ　アb毛　4シノ
こ　つ　　　よノブフをヴ　　乙て　　　　　虫～　　あノz　　　あ～z｛う　　　．塗ζ　カ、陣

ツクケン　　カミャ　イレレバ’　ツキ才ランジャンタケン

つくカ・ら　 i疑．va　λ’れ・ると　　っ’ψ・なカ’っ≠セ’から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）
カナェ　スクナカ　モナー　カミャドミャ～　イレトル才ッタトナ

家族か一ケない　毒は　窺　などlt　　λれておつを！T・・“’Zどt

ンドン カナx　才一カ　モナー　カミャー　イレタッ・チャー

家族tb　多い　diぱ　　甕に　　　入れて1

9ラン　Eiiンジマルケン　アソァー

，足らないものあゴψ’ら　　　ぼら

カナェ　才一力

象族の多い

モ，ナ　A一

考～ec　俵tC

レ　ナンベァ　ナンヒ：“＝ッチャー　ホシ才ライタ：7夕一。

　　何俵

イマゴラー

　今頃ノCt

　幻づ表でも　　　テこてあ・らSt　ftんよ。

　　　　　　　　（9）
ツクラン　芒ンナ｛e
づ多～らなし（　わのねえ。

イマ：ゴラー　a一　オクgシノゴF　アッ　みヨー．

参・頃は　　ゐう　　お菓5のようit　ある　んま。

　　（IO）
ホン。

’xるど控。

（A　）㌻境頃㌘｛ノ議励シノ轟ζテ

タナバ　丑一　シー一　9　£ナ　e一　オカシンゴみ　アラス　み一。

；炊げば“　2tjラ　凌与Eな秀獄　 もう　　み薬子のまjn　　あるんよ。

オマエノヘンノゴッ　モ　トーチ　igンダチV　““　一

　お・前のと1ろのよう々　bう　　Xう之ん洗ち獄　と・5tz

〈の

シータ　eナ
凌5憲な増！認

一366一



A

6

A

3

A

B

一（つ賑1∴シ痴；お1縫て鉾（笑）

　　　　　　　　　　　　　　　やソシヲ：一　ミソッテ　ミソモー　ワズブテー　イマモ　ヤッハ。リ

そ｛て　味噌。で味噌若　身分z・　参め　や。～sc・グ

シワ　スレドン刀一　ミソバー　ントダリー　サンチョノ　シチ葺

ク勧～atするけれど　味噌ぎ　4斗樽n　　3丁の　　4丁

島窯；テ霧諺∴援ン犠∴．卜0（B

鴇濃、モ．t■Lo？

パー・

はい。

　　　　　　　　　　　　　　　ωソシテ　ソノー　ミソバー　アー　シャンネンミソノー　イクラン
そ｛て　　　その　　　P，未tr嘗を　　　ああ　　　　3年：味v曽の　　　　　　　いくらって

テ　乏ットノレ　モンガー　ソノー　ジマンバナシジャッタ　ト。

　　将っている煮グ　　その　　倉慢話た’・たよ。

（笑）ブ魏窯謎熟∵帆

アッ　アγ　ミソノ　シロカトーバー　ナメナスル・モナー　スー
あワ　　あっ　　ワ末P曽の　　　倉いのを　　　　　嘗め・ミせる　　者～ec

（i3）

笑

㌃識1σソそ簾謡タトρ（A

　　　　　　　　　　　　－367一



H

A

B

A

B

A

B

ナノレバ’バッ4ン｝ワ　ナンバ

そし々ら　：薯飯と～ま　　ブσを

ズワ。

ずぱ。

＝オーツ。

ええ，3

オカズワサー　ヒバンシー
おかず’ば　れ～え，　子r紫ラヤ

ヒノぐテユーヲ　9イ＝了：ンノ

　　　　　　　大根の

　（14？
キーオライタ　トカナ咽一・　オカ

食ヘマes’ら　4Z　feのかね。　　みか

ヒバテユーテ

干葉）ていって

　　　　　　　　　　　　　A一
＋葉。てv・・て

ダイコンノ　ハバ　ホシテ　ネ～

穴根の　葉を　Ttて　ねえ．

　ヘー一7’　ヤマン　ナカノ

　干eて　　．山の　　？の

アー　ソシTエr　ソノレ’か

て　　　そしてお’いて　 それ∂v・

　　（IE）

ナウヤトッテー　ソルバ　イギャー

　｛まつでお覧い（　　　それを

ツケトソテー
ラ責！ナてお・いて

　才ンドンガー

　私通bv
　　　　　（16）

　　。　ツソヤー　カケテ　ズーッノ・

　　　　蔓　n　　　D、’ナて　　す“つと

コンイzノ　ノキンテユーテカケ
tの　参くの　　熱奴って、・っで　 掛グ

バ’ 閭o’ワン　ナソタ｝ッ　キビッテ

（；ズグはゴグre　な）た8手　　　乙ぼろで

　　　テ　カワンクリ　アノー
ゆて“て　　　　〃’　の　♪箭lt　あの

　　　　　　　ソシテ　　ターンタ　ァヤー：；「

　　　　　　　　》をして　 ～扮いお・い　 実髪いて

　　　　　　　　コマカウチマジヤー。
　　　　　　　　小さva　頃鼠Z－iGt“　v

ソイカールホシデァーコッテユーテ

　それから　　干しrt　？艮とM7て

　　　　　　　　　　　　　　　　（17）
ホシデァーコッテユーテ　ダイコンオ　キ

　“i’し穴才戻といって　　　　 フ覧根箋

タベ．オッタ　　　トター。

食N’　Zい寝んよ。

ツ7『　へ｛ア

拶ワって　干乙て

（A義り

一368一



△
〔
D
D

H

A

H

B

A

H

A

β
△
q

2≧L≡L≧エキッテヘーテ　一

　大才戻を　　七刀フて　 干して

イマ7一　イギャァ　ホシ＝ドン　ネー。　ムカシャ　モー　ソ・ノ

　今ば：　　ゆでて　　　干ずけれど名　ねえ。　　昔tat　　　φう　　その

ママ　イガキモ　ドーa　シエジナ　　　ヘーテ　1リクデー

まま　　ゆて“わ　　どうむ　しないて“　　　　干して　　取グ込んぞ

一一 @シオッタ　ト。
　　　　してい抜　 よ。

ヨノレワ　ナンバ　キー≡ヨライタトヤロヵ、

ネヒ1ま　　プ万を　　　食へこてお’ら承τ々の乃“ろう0、。

ア　
一三？

ヨノレー

夜

　　　　　　　　　　　　　　Ct8）
ヨ）レそ一　オナシ　iト　タ｛。

孜も　　　　厨び　　　こと　よみ。

ヨノレモ　オナシ　コッター。

夜も　　　厨び　　 Ixよs一。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（t9）
ヨノ1／E　　ヒ：バ’バ　　キーヨライタ　　Fカ。

震め　　干葉を　　食べマお・ξ〉れなのか。

iヨル｛一　バッヂンメーシ

疲め　　薯飯

ヨルで　バ’プチンメーシ　イそドi｛ヤー　！f乏

夜も　　募飯　　　　 薯時期盈ぼ薯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“e）
マー　チーットー　キ／ig　一一タ　Eンガー　ミバンニー　：7トバン

まあ　　ちわど　　　気の4’ノいft考か“　　　3sft　／t　　一一4Z

　　　　　　　　　　　　　　－369一



B

A

B

A

B

A

3

H

A

B

　　　（21）
バカーレ

ぼ’かグ

ムギメシバ

参微を
　　　　　　　（22♪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23）
ムギメシヲー　とトッぞ　コメバ　／∫レデクー　芒ンガ　ウ｛カ。

解除を　　少しわ　　氷を　入れて食べる者が多い。

ウン。

フん9

コメバー　　チーット　イレテクー　　丑ナー　　ヨカ　　モンジャッタ

米を　　　少し　　λれて食う　者ぱ　　恵まれ曝者たち疲

トター。

んよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの
ソラー　ミバンニ　フトバンパカイジャッタ。　イェンチヘンナ。

それば　　3晩捉　　一塊ぼ”かソ凄ちた。　　　　わ．か一家で一は。

ソ「ジャッタ　トー。

　そう宛ち爽よ。

ナラ　コー　サカナ乏　トレオッタ　トレオッタトニ　サカナワ
　　　　　　　　　　　ズアンメ　アンアアメン　　　 アアンンンきンぷズぎ
そんならこう　魚も　　とれτv～夜　とれZいたの陀　鳶．／ec

夕べオラン｛ジャッタ　ト。

　食べ◆ていなカ、っ1たの？

『叢ワ峯臨ζ艦．（B熟ナつ
　　　　　　　　（25）　　　　　　　　　　　　　（26）
サカナワー　ショテワ　モー　イマヨカ　タベオンタッター。

　魚は　　　誉は　　もう　r今よりか　食・x・てvL査んよお・。

　　　　　　　　　　　　　一370一



A

B

A

B

A

と“こて“毛　o

ウー　サカナー　ソン　サカナバ　タプル　モンジャルケン　カラ

うラ　　．負、　　　　その　　魚を　　　食べる　 ものた“から　　　　・体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2　7）
ダガ　スイジャクシェデ　ナー。　アー　シ”ゾン　ecバン　才ツ

か一 @：表多5Cなくてねえ．　　　　ああ　　　　　　 ・干葉の　 おつ

ケデ芒一

ゆでも

（28）

フキー　イキ才ツタ　｝サー、

ヲノき淀　行っZwo後んよ’ね。

　　　　　　　　　（29）
イキオッ9　トケー・
　行っての友ん1屠よ。

E一　アンテユートワ　フトカトノーヨンニョ　フ　　　一一ピャー
　《t，う　 矛遷7・ってv、うの’a　　ブく！き」いのの　 ftくゼさノ（ノ　 看S　　し（っ’ま。）へ

ジヤソコテユーテ　コマカ　　　　　　　　　　　　　サカナワ　タベオッタ　｝一。　ソル
　雑魚っていって　　　ノ1・さv、　　薫、ば　　　　食へ“ていtτ　よ。　　　そう

ケンカー　カラダノ　オー　ソーマデー　ソ　アノー　イ＝イヨー
該ゼから　　　イ本か一　　　言s・　）　　ぞうまて“　　そ　　あの　　　栄養トは

ワ　ソッデ　イクラか　トレ：オッタ　トー。

　　それて・魑　　いくら右、　刃又れていた　よ。
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H

ハ

B

A

D

ンー。

うん。

マター　コ／ゴロン　ナットユート　イワシアミノッテユーテ

また　　　このレ貢n　　なるというと　　魚弱まmのフで宅；フで

バンニ　ンー　サンヨン　ゴツ　サンヨ：＝ンズツ　モヨテー　フキ

屹n　うん　　3．4・　　8　　3．4人ず馬づ　　いウは契　引き
　　　　　　　　　　　　　　　（30）
一一 @イクトユーh　：コヤシ乏　A一　ソ／一ショーケッテコ：一テ

に　：行くといつ濱　　肥茅斗b　・騰る　　その

ワケテー　イェンチeeソ　Eッテクレバー

分ノナて　　象it　　　持・て帰ると

　　　　　　　　（32）
工｛　モ　タフ｛ノレ

ええ，　　6ラ　！笈へこる

ww一一一一 塔e　タフーール

　　　　　　　　食べる

シ才ツタ　｝。　ソ1レケンカー

そうどナっていっで’

　　くヨリ
・ノロー　ナマデー

それを　　生で“

　　　　　　　　　　　　　　イェイヨーワマー　ドーナプコ
　｛・てい旋　よ。　　　　そう夜“から　　　　栄養～ま　　　まあ　　ζ一うなり

∴話調留ご｛．（Bイワシアンテシ刃り

　　　　　　　　　　　　　　　くヨヨラ
イワッシャンテ　ショテワイ峯ンチ　フキ　フキオライタケン　ネ
　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　スりくアン　　　メス　メメ
　魚弱釦町って　　 一皆は　　　象て“　多尺　 多ノ電お’ら’れ庇から　ねえ、

　　　　　　　くあク
ー。 @チンゴンナチュトコレー　ソコン　ソーテヤ　オンドマ

　　　「チンゴノ浦」とvり所）・z　　そこn　　みんな　　おれたちな

　　　　　　　　　　　　　　　（ヨ5）
エッ　イガ　カルッテ　　モラギャー　イキオッター　イワシバ　　ソ

えっ　晴・ん坊芝日宇って　　もらい淀　　行っていた。　　漁狗を　　 そ

　　　　　　　　　　　　（36）

；手飼乙憲魏ズーツ蔓1諜賑2．（つ

て372一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（37）
H　イワシト　イモh　ヨー　アウ　トカナ。
　　瀬勇竃ンと　　　　 薯と　　　　　よく　　　ノ参㌧う　のP、　ta．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（38）

ドご∴毛∵「てA轟イ乏壕美報潔’

（つ

ナアノー　ベントーワ。

わあの　　弁蚤は。

オナシ　コト　サー・　チョーF’　一

厨びことよB一．　　　恥づど

ベントー芒　バッ6ンメシ　ター。

B

　弁当も　幕飯x　3・。

マ岬
嵐あ

がヅケー　イク　トキチャ　ゾー。

蓼絞へ　行く　95　Z－b　よas・。

　ソシテエテ　ウメバ　　イレテイタ

　そ乙て’表∫いて’　オ毎を　　λれて字テく

　　　　　　　　　　（40）
　　　　　　　“ノ

　薯飯ぼもかク　　　　蒋。て行く

エタチントキ　 モ～　　ソギヤン

teちの汐｛｝‘ま　　｛ノう　　そんなit

バッチンモ。

薯薇や、

バッ〃ンメシトー　オー

　霧t飯x　　　　お・お

　　　　　　　　　　　　　　　パフチンメシバー　ニギソテ

　　　　　　　　　　　　　　　　薯飯2　　　　　tCぎつて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（39）
　　　　　　　　　　　　　　　モナー　イー2　でガンモナ

　　　　　　　　　　　　　　　着ぽ　　 行く　　行かなvり者’ぼ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（40
パッチンメシバ・カル　モッティク　シ才ッ　ト。　モー　オマ

　　　　　　　　　　　　　　　　Cているよ。　　　 ｛ラ　　み物

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（42）
　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　ダイ＝ヤー。シェンジャッタrr

LtJb’っ後1だろbよねえe
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H

A

B

A

B

A

B

A

B

目

ウンニマー。
　い》・え．。

　　　　　　　　　　　　　くるの
バッチンメシバ　アッテ　ヒロシギ　ツツデー　ウデー　：コー

　薯飯を　　　taら　　風呂撒逸　包んで・　腕it　こう

＿野プラーンプランシテガッケニャイ材。タトタ、

．通浅て　　β9らあん　ノ弾らんして　　営殺：）ぞな　　行ってい友んよ。

（笑／

ソーヌ：ットユートー　トキナワー　コマか　ヒロシキバ　モットレ

そうするというと　　　　　S奇ノマぼ　　　 ノ」、・さV・　　風呂敷を　　　？奇ってvaる

　　　　　　　　　（45）
バ’一　オチョッキニャーテー

ど　　　落して（まって

　（46）

　　　　　　　　　　（4V）　　　　　　　　　　　　　　　　　　く48）　　　（49）

イタソシ才ッタ　トター。

窒テ，海グ　乙てい灸んよお・．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くむの
ショテジフンノ　コみワ’イマゴロ　イワルル　モンナ。

管の頃の　　ことば　　今頃　　言われるものね。

（笑）

　　　　　　　　　　　　く　　
イマゴラ　イワレン　トバ。

今レ勲よ　言われないよね．

ナラ　才ッ　ベントーニワオカズワナンバ　モ．ンテイ干ヨライ

そんならおっ考当翅な勘’プ淋　　句を　符・て行・ておられ
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B

日

B

A

タッカナー．

たのか暮～え。

バッチンメシン　トキ

高高の跨かね。

ウン。

うん。

　　　　ゆの
ウメボーシ。

梅干。

ウメー。

棒。

　　ゆの
ヤー、

H アーe
ああ。

A オーカ噸タ。

お’あ’ψ、たo

B モッテイガン

才奇クて行〃・ない

A　アー。

H

B

ああ。

モンガ　オ㌧カッタロ

盾Pw

　　　　　　ターe
多か）kろうよあ・。

ナラ　バッチンメシワ　ナー・ン乏　イレジナ　ソンママ　フロシキ

そんなら薯飯ば　　　　4写錠必　　入れないで・そのまよ　夙呂教欠

ツツーテ　イヤヨライタ　hナ。
乞んで“　　通：うてお・らグ【後よね・

A　マー　　タケン
蒸あ　今ケの

　　　　く　ラ
カワドメー　コー

夜なと喫　　の

イレテイク　モンノ　オッタ

入4マ丁孝テく　殆’oい　　　va々
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ナー。

ね：之。

B

目

B

ハー @タケン　カワニ　フキ／一　パー　tッ7　コー　こギッタ
1・gtLあ　竹の　皮ltや　3・ミのet・n　　蔚，て　こう　死ざ，　th

トバ　イヅチョズッ　モッテイキヨッタッター。　ニギッテ

のを　 一つ疲rずいつ　　訳｝ってそア。てい旋んよ・　　　〃¢eちて

ウーン。

ううん。

ムカシャー。

着ば。
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注記

（1）「サイ　」　‘ま、　〔SO｝、e〕〉〔sQi〕　とノ参　えンうみろ。

ω「パ・チンメーシ」の「「バ亀ッチン・　13　fつ拷．話勘盛・躍」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　r9更」（栗）の啄より、少し落ちるとv・うシ西落の考昏想σまft

　r～メニシ、の＆kぱ、当地の特鋤9なII，の．以下こnE．

　將微：的㌧褒者と略君乙する。

（3）「ドー」は「ドーシテa；1言お・うとしてのものと：i参えら4zる。

（4）tVバAは「バッづ一ンメシA芝言い出そうとし疲bの。
　　　ぼ（の「アノレ訊の「♪レ」　iま，雪把vaよく尻ら，f’Zる、〔｝・∫〕〉〔加〕。

（の『リ gーリャ　該　の　『噌卜一　」は．　ftawa～〕〉てto：～〕　。

〈q）「ムシaは、後の「ムシノ　ツック’ン」の「ムシaev　．一度出

　かけ1免むの。

　　　　　ら（8）「イレ　トル4　の「ノレ」1ま、　τyi〕〉〔vu〕。

（9）r董ソナー」依文．才こ言司。

〈ie）t「ホン議は、　「示ンナコ1ア3の　「ホン」　L薯ζわれる．

（」ゾドー、｛a「ドーシf。e言おうとしたものと考えられる・

（ω「シャ」は．〔sa〕〉（Sa〕・

⑥・スーツ。は汲気音。

Gザキー、は、〔1〈wi：〕（「ク，っ）頃丘く闇こ之る．

05｝「ナウvAの「ウヤ」は・てwj4〕。

（16）rソイカール／」の＆kば、身寄徴：汐包長音。

（tY）「：オ」ば．〔0〕。

（18♪rター」に：文家釘。

G？）「トカaぼ文木爺可。

（2の「フ」は、〔G三〕〉て肇U）、

（21）「レ」ぱ、fh〕〉〔be）、「バカiレ」の一長をは、椅」老若表’青㌔

（22）rエテ」1ま「？尋て」。

（23）eムギメシヲー～　ウ一二。諜の文意は、矛ftNしτいるが、

　これは・「：未をλれなくて’食べる考」を「コメベ　イレテクー

　　モンガ」と言い讃）た必のと珍えられる。
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（24）　rヘンナ」は建声場象。

（2S．）「ショテユ｛ま、「二刀3ユて“ノここ？一iCt「奮」θ

（26）　r6マヨカ訓拠「イマヨリ」O　AのfhJ翻笈藩．

（Z7）「ショゾン・　i9意味不明。

（28）「フ」（ま、〔9i〕〉〔歪U〕，

（2のrトケー」は．「トコレー」がらの文木釘。

｛30）「｝一」♂ま、〔to）U〕〉〔to：〕。

（31）「ソロー」tま、　「それを」グらのもの，か。

㈲・タブニル、の長奪ば、イクリの符徴瑛；吸者。

（33）　「　　＝コ〔。　ン／　ラF　」　　～と＝　聞1こ　　え！　る　　ξ〉リワ　も　＝象vtN子　 fifi。

（講ゾラ・ンゴンナ」は斑名で、　ここぼ．’昔、　「きひ’な」がよく　とれth。

（36）　「モラギャーaiは、「Eライギセーaで．　「ギヤー」は「に」

　に首る。

　　　　　　　　り（謬6ゾ7FツカンズーツaのX9一　t｛r．狩寂力食塊・

（3℃rトカナaは父ネ濡司。

㈹「アワデナ｛」は、「アワデナa（倉わ「Nいで’）va「モA助葡

　のう奉った℃の。　なあ’、　これを含む．文と論文，1ま、笑vこ」多での壌…i呪。

（39）「イーク2の長ず蝕、好毅看≦乃愛骨e

㈲「～バッ方♪レAの「ノレ2ぼ、倉三〕〉（ru〕。

（41）「モ三ッテイク　シ才ッAは、逐．周回で償・「持つz4テ〈Cてい

　る」となるV｝、づ茎味ぱ、　t「1手って行くというよう火6でvaる」

　のゑ。

徽）「ダイニ・ヤー謎ぱ文木詞’。

（43）「ヒaは、〔璽u〕〉〔（寡〕。

㈱・ニーデ、は「貫いて。出魯で、「通乙て・の念陀なる．

（45）「オチョッキャー（テ）Aば．「：才ッチマカスA（落すクの：連府形6

忽の「じット」ば．寝頭髪年．

（4の「ヒノレラ＝一2　の「ノレaは、　ぴ。〕〉（τ切〕。

㈹rツツーデ」は．「ウ。音便。

㈲c「ヘツ．は軽い契い夕．

　　　　　　　　　　　　　一378一



（50）「モンナ」は文末詞。

（Sj）　「トバ4は文末詞。

（52）「ヤー一　j　lま文末，盆訂て“．　こ　こ　て”tま、　Pv7　v、や、’ナ。

　　　　　ナ　　　（鋤計ウメホーシ』の・長看噌ぼ、符微：的長す。

（糾）「ヘドメー』は、「ヘドゼニ謁〃’らのるの。
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国立国語研究所

東京都北区西が丘3丁囲9番14号
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30－2　　日　　　　　本　　　　需　　　　　語　　　　読響　　　　　麓ζ｝　　　（2）

30～3　　日　　　　本　　　　言　　　　言吾　　　重也　　　　図　　　　（3）

30－4　　日　　　　　本　　　　 欝　　　　 語　　　　上也　　　　 図　　　　（4）

30－5　　El　　　本　　　　震雪　　　　語　　　　田田　　　　図　　　　（5）

30－6　　B　　　　本　　　　言　　　　言看　　　　士也　　　　図　　　　〈6）

31　電子計算機による国語研究
32　　社会構造と言語の関係についての基礎的研究（1＞

　　　　　　一親族語彙と社会構造一

33　家庭における子どものコミュニケーション意識

34　電子計算機による国語研究（II）
　　　　一一新聞の稽謡用字調養の処理組織一

35　社会構造と二陣の関係についての基礎的研究②
　　　　　　一マキ・マケと親族呼称一

36　中学生の漢字習得に関する研究

37　電子計算機による旧聞の語彙調査

38　電子計算機による薪聞の語彙調査（H＞

39　電子計算機による国語研究（II（）

40送りがな意識の調査
41待遇表現の実態　　　　　一松江2壊賭聞調査資料から一

42　電子計算機による薪聞の語彙調査αII）

43　動詞の意味・用法の記述的研究

44　形容詞の意味・用法の記述的研究

45幼児の読み書き能力
46　電子計算機による国語研究（W）
47　社会構造と雷語の関係についての基礎的研究（3）

　　　　　　一轍向語彙と価値観一

48　電子計算機による新聞の語彙調査（W）

49　電子計算機による国語研究（V）

50幼児の文構造の発達　　　　　　一3歳～6歳児の場合一

51　電子計箕機による国語研究（VI）

52地域社会の欝語生活　　　　　一鶴鵜における20年前との比較一

53言語使常の変遷（1）　　　　　一福島県北部地域の面接講査一一・

54　電子計算機による国語研究（㎎）

55　幼児語の形態論的な分析
　　　　　一動詞・形容：講・述語名詞一

56環代薪聞の漢字
57　比喩表現の理論と分類

58幼児の文法能力59　電：子計算機による国語研究（VIII）

60　X線映画資料による母音の発音の研究
　　　　　　一一フォネーム研：究序説一

〃

　
刊
　
版〃
出
〃

　
英
　
秀

1
1　
〃

’ノ

〃

　
〃
　
　
　
〃

　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
〃

　　il

　　ll

　　ll

東京書籍刊

秀英出版刊

　　tJ

1
1　
〃
　
　
　
1
1

〃

　
〃

11

〃

　
〃

　　ll

　　11

東京書籍刊

秀英出版刊

　　11

　　n

　　n

　　ll

　　if

10，000as

　450円

　品切れ

350円

喰切れ

450円

5，000円

！，300円

2β00円

　700円

1，500円

　900円

1，200円

5，000eq

3，000円

4，500円

　700円

　700円

3，000円

　900円

最切れ

1，000円

1，SOO円

2，500円

1，000Fil

！，300円

3，000円

6，000円

5，500円

1，300円

2，500円



61　電子計算機による国語研究（皿）

62研究報告集（1）
63児童の表現力と作文
64　各地方言親族語彙の書語杜会学的研究（！）

国立国語研究駈資料集

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0

温語関係刊行書E（昭和17～24年）

語彙　調　査　一現代新聞re語の一一・ig9

送り仮名法資料集
明治以降国語学関係刊行書顕
沖　　　縄　　　語　　　辞

分　　　類　　　語　　　彙　　　表

動詞・形容’詞問題語用例集
現代瓢聞の漢宇調査（中間報告）

面一愚楽鍋爾語索引
方　　「護室　言炎　話　資　　料　（1＞　　　一由牙多　、　群暴も　辱　長堅予一

園立国語研究所論集

　1　　こ　　　と　　　ば

　2　　こ　　と　　ば　　の

　3　　こ　　と　　ば　　の

　4　　こ　　と　　ば　　の

　5　　こ　　と　　ば　　の

国立国藷研究所年報　秀英出版刊

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5

園語

ヨ召　翠鐸　24　年　度

昭和25年度
B認　孝0　26　年　度

昭和27年度

昭和28年度

昭和29年度
B召　和　30年＝度

臼召　孝［131　年　度

日豊　孝0　32　年　度

E召　孝g　33　年　度

舅召和34年度

日盈　孝0　35　年　度

R召　和　36年　度

監事　孝［！　37　年　三

日召　蓉0　38年　度

庫　鑑　秀英出版刊

日盈　手0　29　年　幾反

6習　零巨　30　年　版

昭和31年版

　　，i　1，300fllll

　”　　　1，700円

東京書籍刊　　6，000pa

秀英出版刊

秀英出ll反干lj　　　　　45円

　　〃　　　品切れ

　　11　rl
　　ll　ll

典大蔵省印刷局刊3，500円

究
集
集
集
集

　
　
　
　
り
　
ゑ
　
ら

　
第
第
第
第

研

　
究
究
究
究

の
研
研
研
研

贔切れ

　1声

160円

160円

品切れ

200円

品切れ

　ll

　Il

　n

　IJ

350円

160円

220円

250円

れ切品

1
1
工
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

秀英出版刊　　1，600円

秀英出版刊　　1，700円

　　〃　　　　500円

　　n　　　　　　　1，500円

　　　　　非売晶

秀英出版刊　　品切れ

　〃　　　　750円

　〃　　　晶切れ
　〃　　　　　　　1，300円

　〃　　　　　　　！，300円

日召　零鐸　39　年　度

昭和40年・度

昭和41年度

昭和42年度
H召　考…疑　43　年　度

昭和44年度
H落　考…霞　45　年　度

H召　零0　46年置度

H召　考…［1　47　年　度

昭和48年度

昭和49年度

昭和50年度
ヨ召　藩…［1　51　年　度

昭和52年度

昭和42年版

昭和43年版
臼召　孝日　44　年　版

昂切れ

250円

300円

300円

品切れ

　n

400円

450円

450円

品切れ

6GG円

700円

非売繍

1，100円

品切れ

1，500円



　　　昭和32年版
　　　日鋼　示臼　33　年　片反

　　　日召　孝0　34　年　竣反

　　　B落　著…日　35　年　荒反

　　　ll召　率0　36　年　援軍

　　　El召　再…［】　37　年　片反

　　　封落　孝…呈1　38　年　i坂

　　　H召　5’ll　39　年　豪州

　　　昭和40年版

　　　昭和41年版

講本語教育教材

1

9
自
3
高

　ll

　lt

　lf

　lt

　800円

品切れ

　Jl

　980円

1，！00円

1，100円

昭和45年版　　1，500円

H召　孝［i　46　年　版　　　2，000円

目召　雫瓢　47　年　｝1反　　　2，200円

日召　辱…［］　48　年　鑑反　　　2，700円

fl召　Kl　49　年　1｛反　　　3，800円

fl琶　矛日　50　年　澄乏　　　3，800eq

i3召　巧…日　51　年　片反　　　4，000鐸ヨ

H召　孝［1　52　年　｝阪　　　4，500円

しi召　遷…目　53　年　｝阪　　　4，600円

・輔と・本語鮪墜国範研糟共編大蔵省剛剛6瑚

青年とマス・コミュニケーション

　
巻
巻
巻
巻
巻
巻
巻
巻
巻
巻
巻
巻
巻
巻
巻
巻

巻
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
皿
1
3
1
4
1
5
1
6

　
第
第
第
第
第
第
第
白
川
第
第
第
第
第
第
第

　一発音・表現編一

H本語と日本語教育一一一・一一・・文字・表現編一　　　 〃　　850F9

磯本語の文法（一1二）一日本語教育指導参考｛l14一　〃　　〃

校生と新聞骸騨驚黎嬬・｝秀町版刊28・円
　　　　　　　　　　　睡鵜1難嬬　金糟店隅切・・

　　　　　日本語教育教材映画一覧
　　　　　　　　　　（各巻16ミリカラー，5分，日本シネセル杜販売）

　題名　　　　　プリント緬絡
　これはかえるです一「こそあど」÷「は～ですJ－　　　　30，000円

さいふはどこにありますか　一「こそあど」＋「が～ある」一

やすくないです，たかいです　一形容詞とその活用導入一

なにをしましたか　一動　　　詞一一

しずかなこうえんで一形容動詞一

さあ，かぞえましょう　一助数詞一

うつくしいさらになりました　一「なる1「するJ一

きりんはどこにいますか　一「いる」「ある」一

かまくらをあるきます一一移動の表現一

おかねをとられました　一受身の表現！一

どちらがすきですか　一比較・程度の表現一

もみじがとてもきれいでした一「です」「でした」「でしょうrr

きょうはあめ力漏・っています一「して」「しているj「していた」一

そうじはしてありますか一「してある」「しておく」「してしまう」一

おみまいにいきませんか一依頼・勧誘の表現一

なみのおとがきこえてきます一「いく」「くる」一
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〃

（第1巻～第3巻は，文化庁との共同企画・VTR価格1／2インチオープンリー

ル21，000円，3／4インチカセット20，000円）
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